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			異世界エース②

			兄二

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			23　不可思議な要求

			　

			24　旅の始まり

			　

			25　お嬢様と異邦人

			　

			26　夜の帳

			　

			27　逃がした魚

			　

			28　Standby Ready ?

			　 

			29　Standby Lady ?

			　

			30　明星

			　

			31　平穏静寂

			　

			32　白昼夢

			　

			33　硝子一枚

			　

			34　人が纏う災害

			　

			35　続行の意志

			　

			36　Battle Continue

			　

			37　くべられた火

			　

			38　人という災害

			　

			39　二つ目の古き鋼爵

			　

			番外編　壁を乗り越えて

			　

			設定資料集

		

	
		
			　

			23　不可思議な要求

			　

			　城。

			「お疲れ様です」

			　門番に挨(あい)拶(さつ)されて、コテツは城のなかへと入っていった。

			（いまだに慣れないな……）

			　門番は、尊敬の眼差しを向けて、コテツを見送る。

			　周囲の見る目が変わったのを、コテツは最近ひしひしと感じていた。

			　召(しよう)喚(かん)以来、なんの才覚も示さなかったエトランジェのここしばらくの活躍は、大きく知れ渡っていた。いや、アマルベルガが積極的に喧(けん)伝(でん)していたと言うべきか。

			（……困るぞ）

			　一人、コテツは軍服の襟(えり)を正した。

			　なんとも、居心地が悪い。

			　昔の世界で、畏(い)怖(ふ)も、侮(ぶ)蔑(べつ)も慣れたものなのだが、これだけにはどうも慣れない。

			　だから、そんな視線に押されるようにコテツは早足で廊下を歩く。できるだけ早く、自分の部屋に、だ。

			　と、そんな折、コテツは廊下でシャルロッテと出会うこととなった。

			「珍しいな。こんなところで会うとは」

			　いつもの軍服。背筋を伸ばして歩く凛(りん)とした姿。

			　彼女は、コテツの姿を見つけるなり口を開いた。

			「コテツ、ちょうどいい。アマルベルガ様がお呼びだ、行ってこい」

			　珍しい、と思ったらどうやら、コテツを捜(さが)しに来たようである。

			　なるほど、そうなれば、部屋に向かうそのままの足で、王女の執(しつ)務(む)室へ行く他ない。

			　と、目的地を変えて歩みを続けるコテツ。その隣に、シャルロッテが並んだ。

			「君も来るのか？」

			「いや、放っておいたらお前は来ないかもしれないだろう？」

			「……そういうふうに見えるのか」

			「ふらふらと風に煽(あお)られそうに見える」

			「……そうか」

			　さすがのコテツも、呼ばれて行かないなどという真似をするつもりはないのだが。

			　しかし、シャルロッテの同行を固(こ)辞(じ)するような理由もない。

			「そういえば君は、なかなか訓練に出てこないが、忙しいのか？」

			　そして、黙って歩くような理由もまた、ないので、話題を変えて話しかける。

			　のだが。一瞬にして重くなる空気。

			（一体なんだ……！）

			　どんよりとした陰(いん)気(き)な何かは、シャルロッテから漂(ただよ)ってきていた。

			　そして、陰(いん)気(き)なシャルロッテから、陰(いん)気(き)な声が、発される。

			「いや、私が出ても仕方ないだろう……？　お前のほうが強いし……、クラリッサにも追い抜かされそうだし……、アルベールという男も入ってきたし……、お前の本気の一端を見て、だが私のほうが強いとか思って、恥ずかしいし！」

			「……ああ、いや」

			　いい歳こいてなにをいじけてるんだ、この女……、という言葉は、鉄の意志で飲み込んだ。

			「……そう、だな。ふむ、ああ、君のそつのない操縦は一級品だと思う……、ぞ」

			　そして戸(と)惑(まど)いながら、コテツは当たり障(さわ)りのない言葉を考えていく。

			「それに君は指揮もできる。部下からの信頼も厚い。俺にはないものだ」

			　指揮を執(と)ったこともないではないが、大したことはできない。結局コテツは、一人で前に出るほうが性に合っている。所(しよ)詮(せん)将の器ではなく、兵士の器ということだ。

			　その点彼女は、間違いなく、将の器だ。

			「そ、そうか……？」

			「ああ。問題ない」

			　果たして何が問題ないのか。コテツにもわからないが、とにかく頷く。

			　すると、シャルロッテは途端に表情を輝(かがや)かせた。

			「そうか！　よし、では私も参加しよう。さあやろう、すぐやろう」

			「……待て。王女の執(しつ)務(む)室に行く必要があるんじゃないのか」

			　どうやら、人知れず、余程落ち込んでいたようである。

			　そんなシャルロッテは堰(せき)切って荒野に行かんとするが、コテツに止められ、肩を落とす。

			「あ、ああ……、そうだな。すまない」

			「いや、いい」

			　そうして、コテツとシャルロッテは、執(しつ)務(む)室へと入った。

			「アマルベルガ様。コテツを連れてまいりました」

			　シャルロッテが凛(りん)とした声で言うと、椅子に座って書類に目を落としていたアマルベルガが、顔を上げる。

			「ご苦労様。シャルロッテはさがってちょうだい」

			「は」

			　退出するシャルロッテ。それを確認して、コテツは口を開いた。

			「なんの用件だ」

			「そうね、訊(き)きたいのだけど、依頼は決まった？」

			　依頼。つまり、ギルドの依頼のことだ。

			　依頼を受け、この王都を離れることは、王女から直々に許可された。

			　せっかくのエトランジェも、戦闘がなければ意味がない。それでは死(し)蔵(ぞう)された調度品と変わりない。

			　ゆえに、依頼を受けて名を上げることこそ、今のコテツにできることでもある。

			　そして依頼を受けて外に出られるということは、コテツにとって、願ってもないことだった。

			「とある貴族の護(ご)衛(えい)の依頼を受けようと思っている。外の街へ行けるし、ちょうどいいだろう」

			「そう、どれくらいかかるの？」

			「二週間ほどだ」

			「許可するわ。まあ、好きにしていいって言ったけど、長期の依頼の場合は、一応報告してちょうだい」

			「わかった」

			　正式に依頼を受けたわけではなく、目星をつけただけだが、コテツはその依頼を受けるつもりだ。

			　何より外が見たいのだ。この世界で生きるには、情報量がまったくもって足りない。

			「それと、リーゼロッテも連れて行ってね？」

			「それはかまわないが、義務でもあるのか？」

			　コテツが訊(き)き返すと、アマルベルガは首を横に振った。

			「いいえ、だけど、貴方(あなた)がいなきゃ、あの子は一人になってしまうでしょう？」

			「確かに、そうだな」

			　彼女は亜人であるため、風当たりが強い。エトランジェの手前、という分別はあるようだが。

			　そういう状況であれば、彼女も連れて行ったほうが彼女のためになる。

			「それに、エトランジェの専属だから、いろいろ他人の目もあるのよ。あと……、彼女もあんまり外を見たことないだろうし」

			（最後の部分が占めるウェイトが大きいな。それが本音か）

			　王女は、リーゼロッテよくを気にかける。

			　しかし、連れて行くことに関して、コテツにもまったく異論はない。

			　コテツはまずこの世界の歩き方すら知れたものではないし、あざみもどことなく不安である。

			　あざみは箱入り娘と言っても過言ではなく、知識はあっても、実践には向かないタイプ。

			　その点、リーゼロッテが役に立つことは、前回の依頼で実証済みだ。

			　そして、コテツは彼女に恩義も感じている。恩義というほどのものでもないかもしれないが、私生活で特に世話になっているのは、彼女だ。

			「異論はない。……しかし、リーゼロッテのことを、随(ずい)分(ぶん)気にしているのだな」

			　ぽつりと、コテツは口にした。

			　アマルベルガはコテツを見て、困ったように苦笑する。

			「そうかもね。あの子は私が拾ってきたから」

			「そうだったな」

			「ええ。そうなのよ」

			「詳しくは語らず、か」

			「気になるのかしら？」

			「いや、そうでもない」

			「でしょう？　それに、私が語るのは、多分フェアじゃないでしょうし」

			「そうか」

			　言いながら、アマルベルガは書類を机に置いて、立ち上がる。

			「まあ、でも、貴方(あなた)が来てから、リーゼロッテは楽しそうだわ。とてもいいことだと思う」

			「そうか」

			「だから、大切にしてあげて。頼めた義理ではないけれど」

			「そのくらいは、かまわない」

			　コテツは頷く。コテツを召(しよう)喚(かん)し、国のために戦えと言ったアマルベルガを、コテツはさほど恨んでいない。

			　むしろ、役目、衣食住を与えてくれた彼女には、感謝してもいいと思っている。憎むほどの理由がないだけでもあるが。

			　だから、頷いた。それで、この話題はいったん終わり。

			「それで、本来の用件なんだけど」

			　そして、アマルベルガは本題を口にした。

			　そう、これが、本題。彼女は、真顔でこう言った。

			「――コテツ・モチヅキ。私を街に連れて行きなさい」

			「……は？」

			　コテツが思わず固まるのも無理はない。

			　そんな、無茶振りだった。

			「私を連れて街に下りなさいと言ってるのよ。コテツ。別に大したことじゃないわ、買い物して帰ってくるだけだし」

			「それができる立場ではないだろう」

			「できるわ。コテツ、女王命令よ。ほらね、貴方(あなた)に命令できる立場だわ」

			「……君は、まだ戴(たい)冠(かん)を終えていない王女のはずだが」

			「変わらないし、すぐに女王になるわ。すぐにね。次期女王だもの」

			「考え直す気は？」

			「ないわ」

			　きっぱりと言われ、コテツは溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「こんなこと頼めるの、貴方(あなた)しかいないのよ。他の人は絶対無理やり止めるでしょうし」

			「俺が止めるとは？」

			「そんなに精力的に私を止める気力があるの？」

			　問われて、やはりまた、コテツは溜(ため)息(いき)を吐(つ)く。

			　そして。

			「ついでに、門番に見つかったらまずいから、抱えて窓からお願いね」

			「……君のドレスはまずいだろう」

			「あら、何を見ているのかしら」

			「む」

			　立ち上がったアマルベルガが着ているのは、上等なドレスではなく、カートルと呼ばれるワンピースのような筒型衣服に、エプロンという、まるで街で見かける娘のような姿である。

			　それを見て、コテツは三度目の溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「周(しゆう)到(とう)なことだ」

			「当然の努力よ。さあ、連れて行きなさい」

			「仕方がない……」

			　結局、コテツは折れた。どう頑張っても、彼女はあの手この手を使って連れて行かせようとするだろうから。

			　黙ってアマルベルガの隣に立ち、彼女を抱え上げる。

			　そして、躊躇(とまど)いもなく、コテツは窓から飛び降りた。

			　一瞬の浮遊感。そして、重力の手に捕まえられて、落下。

			　城壁の上で一度着地し、再び城壁の外へと飛び降りる。

			「聞いてはいたけど、凄(すさ)まじいわね……。亜人並じゃない？」

			「知らん」

			　こうして二人は、街へと降り立ったのだった。

			　

			　そして、一時間後。

			「それにしても、街に来るのは久々だわ……」

			　早くもコテツは疲(ひ)労(ろう)を覚えていた。

			「……何か買ったりとかはしないのか」

			　いわゆるウィンドウショッピングと言えばいいのか。

			　昼の街を右へ左へとふらふら巡り、そして売り物を見ては移動する。雑貨屋へ、古着屋へ、花屋へ、八百屋へと、ふらふらと、取りとめもなく。

			　それだけのことを、アマルベルガの後ろに付いて行うだけだが、しかし疲(ひ)労(ろう)が酷(ひど)かった。

			　せめて、何か買うならすっきりとするものを、と言葉にしたコテツに、アマルベルガは振り向いて言った。

			「無(む)駄(だ)遣いはいけないわ。この服だって、わざわざ要らないのを貰い受けたのよ？」

			「徹底しているな。しかし、アマルベルガ、君は――」

			「アミィ」

			　コテツの言葉を遮(さえぎ)るように、アマルベルガは声を被せる。

			　コテツが何のことだかわからず、返事をせずにいると、今一度アマルベルガは口を開いた。

			「アマルベルガの名はまずいでしょう？　だから、アミィと呼びなさい。今の私はただの街の娘だわ」

			「了解。ではアミィ」

			「何かしら」

			「なぜ君は、街に下りたんだ？」

			　コテツは問う。

			　別に欲しいものもないなら、一体なぜ街に来ることにしたのか。

			　買う物もないなら、出るだけ無(む)駄(だ)だろうに、と。

			「街が見たかったのよ。たまにはね」

			　いつでも見ればいい、できれば自分を巻き込まない方向で。

			　というコテツの思いを知ってか知らずか、アマルベルガは語る。

			「戴(たい)冠(かん)を終えて女王になったら、見れなくなるかもしれないからね」

			「そうか」

			「それより、お腹が空いたわ。そこの屋台の焼き鳥を買ってちょうだい」

			　言いながら、彼女は焼き鳥を焼く屋台を指差した。

			　コテツは半眼でアマルベルガを見つめる。

			「自分で買ったらどうだ」

			「無(む)駄(だ)遣いはいけないわ」

			「俺はかまわないのか？　出所は同じだと思うが」

			「貴方(あなた)のお給料は貴方(あなた)のお金だわ。使い道は自由よ」

			「その台詞(せりふ)、君にそっくりそのまま返そう。君は王女だろう？　アレくらいの金額なら」

			「今の私はアミィだわ。ただの街娘、だから、男の人に奢(おご)ってもらうのも、普通のことよ」

			　そこまで来て、コテツは諦(あきら)めた。

			　この王女は、こうなってはてこでも動かない。

			「わかった、買ってこよう」

			「あら、奢(おご)ってくれるのね」

			　なんとなく、その声に喜(き)色(しよく)が混じっているような気がして、コテツは呆(あき)れ顔をする。

			「君がそう言ったんだろう」

			「強制はしてないわ。だから、ありがとう」

			「……どういたしまして」

			　釈(しやく)然(ぜん)としないまま、コテツはアマルベルガに焼き鳥を渡した。

			（俺の知る焼き鳥と同じかどうかは怪しいが……）

			　何か得体の知れない鳥の肉かもしれないそれが串に刺されたものを、アマルベルガは口に含んだ。

			　咀(そ)嚼(しやく)、嚥(えん)下(か)、そして、口を開く。

			「あら、おいしい」

			「なら、もう少し楽しそうな顔をしたらどうだ」

			「残念だけど、営業スマイルしか持ち合わせてないの。見たい？」

			「ならいい」

			　基本、仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)しか見せないアマルベルガだが、外交には笑顔の仮面というものも必要なのだろう。

			　果たしてどんな顔だろうか、とは思うものの、コテツは特に、今この場で見たいとは思わなかった。

			「貴方(あなた)の分は買わなかったのね」

			「無(む)駄(だ)遣いはいけない」

			　まるで、意(い)趣(しゆ)返(がえ)しのようにコテツはしれっと言ってのけた。

			　アマルベルガも、表情を変えずに返す。

			「じゃあ、これは無(む)駄(だ)遣いじゃないの？」

			　そう言って、アマルベルガは焼き鳥の串を見せるように少し持ち上げた。

			　コテツは、それを見て、口を開いた。

			「空(くう)腹(ふく)の街娘に、食事を奢(おご)るくらいの甲(か)斐(い)性(しよう)は必要だろう。城の兵士としては」

			「そう、じゃあ親切な城の兵士さんに一口あげるわ」

			「そうか」

			　差し出される串から、肉を一口貰う。

			　得体が知れないとはいえ、見た目はただの焼き鳥だ。美味しそうには見える。

			　そして、実際に美味だった。

			　コテツはぽつりと呟(つぶや)く。

			「……美味いな」

			「貴方(あなた)も、もう少し嬉(うれ)しそうな顔をしたらどう？」

			　コテツは、仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)で返した。

			「あいにく、持ち合わせていない」

			「そう」

			　二人は、愛想のひとかけらもなく、街を歩いていく。

			　そんななか、アマルベルガは隣を見ずに、言葉を紡(つむ)いだ。

			「さて、次はどこに行きましょうか」

			「まだ行くのか」

			「ええ」

			　コテツのげんなりとした表情に気付かずにアマルベルガは歩く。いや、気付いていて無視しているのか。

			　そんな彼女は、ぽつりと漏(も)らすように言った。

			「ねぇ、私が言えば、また貴方(あなた)はこうしてここに連れて来てくれるのかしら」

			　コテツは、仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)のままで返す。

			「……ギルドのボードにでも張っておけ」

			「……」

			「なんだ」

			「貴方(あなた)でも、冗談は言うのね」

			「君はどうなんだ」

			　コテツの質問に、アマルベルガもまた、真面目な顔で返す。

			「ねぇ、私が世界を変えたい、と言ったら、冗談に聞こえる？」

			「……どうだかな」

			「そう」

			「あまり下手なことを言ってくれるな。俺はこちらに来て日が浅い。信じてしまうかもしれん」

			「――そう」

			　

			「疲れたな……」

			　ベッドの上に仰向けになり、コテツはぽつりと呟(つぶや)いた。

			　あのあと、アマルベルガに連れられ、街を東へ西へ歩き回り、結局何も買わず、帰ってきた。

			　肉体疲(ひ)労(ろう)よりも、やはり精神的疲(ひ)労(ろう)が酷(ひど)い。

			「女性の買い物とは、ああも不可解なのか……？」

			　呟(つぶや)いた言葉に、更に言葉を返したのは、リーゼロッテだ。

			「……お疲れ様です」

			　苦笑気味に、リーゼロッテは言う。

			　そんなリーゼロッテに、コテツは思い出したように口を開いた。

			「そういえば、リーゼロッテ」

			「なんでしょう？」

			「近々、二週間ほど出かける。君も来るか？」

			　二週間ほど。とある貴族を護衛し街道を馬車で移動する。

			　片道で一週間弱。出先への滞(たい)在(ざい)も含めると、ちょうど二週間ほどだ。

			　さほど簡単な旅、というわけでもないのだが。

			「はい」

			　すぐに、リーゼロッテは頷いた。

			「何も、訊かないんだな」

			　コテツの言葉に、リーゼロッテは、はにかむように、微笑(ほほえ)む。

			「はい。私は、コテツさんのメイドですから」

			「そうか」

			　それだけ言って、コテツは目を閉じる。

			「おやすみなさい、コテツさん」

			「ああ、おやすみ」

			　そうして、コテツはまどろみのなかへと、落ちていった。

		

	
		
			　

			24　旅の始まり

			　

			　大剣と刀が打ち合う。

			　甲(かん)高(だか)い音を立てて、今日も二機のＳＨが荒野を駆(か)ける。

			　片方は、赤く、大剣をその手に握る、クラリッサのシュティールフランメ。

			　そして、今までと違ったのは、コテツの乗機。刀で打ち合うその姿は青ではなく、白と黒。

			『本当にっ……！　強いん……、ですね！』

			　今までの訓練では考えられないほど、余裕のない声を上げるクラリッサ。

			　ディステルガイストを駆(か)って戦いを繰り広げるコテツは、眉(まゆ)一つ動かさずに対応していた。

			「機体のおかげだ」

			『出力を下げて相手をしておきながらっ、それって嫌(いや)味(み)ですか！』

			「愛の結晶ですよ、私とご主人様の」

			「思い通りに機体が動くのなら、性能の問題はある程度無視できる」

			　あざみの言葉を無視して、コテツは呟(つぶや)いた。

			　思い通りに動く機体は、何一つ、ただの一度も直撃を許さない。

			　振り下ろされる刃を刀で受け流し、流しきったあと、そのままシュティールフランメへと刀を振るう。クラリッサは、後ろへ跳(と)んで、それをかわした。

			　ディステルガイストは、何の文句も言わず、コテツの思い通りに動いている。

			　――操縦系統。

			　コテツがこの世界の機体について、悩まざるを得ないファクターの一つだ。

			　果たして、何がどのように悪いのか、と言われればコテツはこう答える。

			　大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)すぎる、と。

			　目盛りの少ない定規のようなものだ。ディステルガイストが先ほど行った大剣を受け流す動作も、絶妙な角度と力で受け止めることによって成立する。

			　だが、アインスではそうはいかない。少しのずれも許されない受け流しをするのに、言うなれば、五度ずつ、十度ずつの角度でしか動かないのだ。

			　些(さ)細(さい)な違いであっても、エースの操縦は常(じよう)軌(き)を逸(いつ)した繊(せん)細(さい)さを持つ。致(ち)命(めい)的(てき)なのだ。

			　しかし、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)であることは、悪いことでもない。

			　大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)と簡単であることは、おおむね似ている。つまり、操縦が簡単である。更に、機体の反応に微妙なラグがあるということも、微(び)細(さい)な違いだが、初心者が焦(あせ)らずにすむ。

			「まあ、アインスでの訓練も続けることになるだろうが」

			「ご、ご主人様の浮気モノ！」

			　対するディステルガイストの操作性だが、非常に繊(せん)細(さい)で、感度が良い。

			　逆に言えば、少しの誤差が操作ミスになる。

			　だが、パイロットの操縦を、そのまま現実に起こすことのできるこの機体であれば。

			『行きます！』

			　振り下ろされんとする大剣、振り上がる腕。

			　その腕の下へと姿勢低く入り込み、そして、真上へ蹴(け)りを放ち、大剣を弾き飛ばす。

			『なっ！』

			　そのまま、蹴(け)りの勢いで飛び上がったディステルガイストが更にもう一方の足で、シュティールフランメに回し蹴(け)りを放つ。こんな芸当も、可能だ。

			「……仕留めたと思ったが」

			『舐めないでいただきたいですね、コテツ。私も以前のままではないということです』

			　ただし、完全に崩れた体勢へと叩き込まれた足は、シュティールフランメへダメージを与えることはなく。半透明の、薄い緑の板に、阻(はば)まれている。

			「障(しよう)壁(へき)魔術、というやつか」

			『先の盗(とう)賊(ぞく)への無様な敗北からも、得るものはあったということです。避(さ)ける、ないしは大剣で防げばいいというのが持論でしたが、もしものときのための備えは必要です。手に持たなくていいなら尚(なお)更(さら)良い』

			「無様でもあるまい。君が生きて、同じ轍(てつ)は踏(ふ)むまいと思っているなら、君は負け犬ではない」

			『そうですか……、では死んで負け犬になるわけにはいきませんねっ』

			　半透明の板が割れると同時、クラリッサは大きく後ろへ飛び退(の)いた。

			　再開された回し蹴(け)りが空を切る。

			　そして、シュティールフランメは、落下してきていた大剣を掴(つか)むと、油断なくそれを構えた。

			　対(たい)峙(じ)する二機。

			『そう言えば貴方(あなた)は、今度依頼に出るそうですが』

			「ああ」

			　依頼。予定どおり、貴族の護衛だ。

			　娘とともに、王都の舞(ぶ)踏(とう)会(かい)に参加し、しばらく滞(たい)在(ざい)していたそうだが、帰りの荷物が増えたため、馬車も増えて護衛が足りなくなったそうだ。ということで、自分の領地まで一週間ほど、護衛を増やすことになった。コテツは、そのなかの一人として既に登録されている。

			　護衛というよりは、荷物番だろうか。

			『どれくらい？』

			「片道一週間。着いた街も少し見るべきだと思っているから、大体二週間ほどになるか」

			『……そう、長いですね。しかし、大丈夫なのですか？　コテツ。初めての旅にそのような長い依頼を選んで』

			　振るわれる大剣を次々といなし、逆に押し返しながらコテツは答える。

			「一人で行くわけではない、問題ではないだろう」

			『そうですか。ところで、出発は？』

			「明日だ」

			『……早いですね、コテツ。……まあ、せいぜい頑張りなさい』

			「そうさせてもらおう」

			　瞬間、コテツの刀が、クラリッサの大剣を再び弾き飛ばす。

			　地面に突き刺さった刃が、鈍く、光を放っていた。

			 

			　翌日。

			　コテツは王都の外、門の前に立っていた。

			「貴方(あなた)が、依頼を受けてくださる追加の冒険者の方ですかな？」

			「ああ」

			　発車を待つ馬車が四台と、冒険者と、依頼主直属の兵士の姿がいくらか見える。

			　そんななか、コテツの前に立つのは、白髪(しらが)交じりの背の高い紳士だった。

			「……ふむ、大丈夫ですかな？　まあ、さほど危険な旅路になるわけではないのですが……。当家の騎士もおりますし」

			　依頼主である、リヒャルト・イクールはコテツたちを一(いち)瞥(べつ)して、言葉を濁(にご)す。

			　コテツ、あざみ、リーゼロッテと、女性の多い面(めん)子(つ)を心配してのことかと思われるのだが、そんな視線に言葉を返したのは、コテツではなく、あざみだった。

			「大丈夫ですよっ。私も魔術が使えますし、リーゼロッテ……、そこの彼女もまた、誇(ほこ)るべき身体能力を持っています」

			「なるほど、これは失礼。では、私はリヒャルト・イクール。これから一週間、よろしく頼みます」

			「コテツ・モチヅキだ。こちらはあざみと、リーゼロッテ」

			　それを聞いたリヒャルトの視線が鋭くなる。

			「……コテツ・モチヅキとあざみ、という名。聞き覚えがありますな」

			「想像通りで問題ない」

			　顔は売れていないが、名は売れている。

			　驚いた表情のリヒャルトに、コテツは無言で返す。

			「これが、今代の……！　……最優の名を継(つ)ぐに、相応(ふさわ)しい方なのですかな？」

			　最優の名。コテツには理解できない言葉が、驚(きよう)愕(がく)気味のリヒャルトの口から語られる。

			　が、あざみもリーゼロッテも表情を変えないことを見るに、どうやら広く知れた単語らしい。

			　だから、コテツもこの場で反応することもなく、ただ、話が進むのを待った。

			「ご主人様なら、最優よりも、最強のほうの素質があるでしょうね。ええ、私を使いこなせる以上は、それくらいになってもらわないと困りますんで」

			「ほほう、それは頼もしい限りで……」

			　あざみの言葉に、リヒャルトはそう言って笑みを見せた。コテツは話に入っていけず黙っているし、リーゼロッテもまた、傍(そば)に控えているだけだ。

			「では、よろしくお願いいたしますよ、エトランジェ殿。ああ、それとこれは、個人的なお願いで恐(きよう)縮(しゆく)なのですが」

			「何か？」

			　笑顔で、あざみが応対する。コテツは既に口を開くことを諦(あきら)めた。

			　自分が下手なことを言うよりも、あざみが対応したほうが確実であるとの判断だ。

			「どうやら、皆様年若いようですし、娘を気にしてやっていただきたいのです」

			「娘さん、ですか？」

			「無論、無理にとは言いませんが、大人に囲まれての一週間の道のりは、息が詰まるだろうので」

			「ははあ、なるほど、いいですよ。機会があれば娘さんとお話でもすればいいんですね？」

			「ええ、そうですそうです。娘にとってもいい経験になるでしょうし」

			　どうやら、そういうことらしい。年若い、というよりも、コテツ以外の女性メンバーのほうにこの言葉は向けられているのだろう。

			　それに、コテツでは年頃の少女にどう接したものかわからない。

			「それでは失礼します。荷物のほう、よろしくお願いしますよ」

			「はい、お任せあれ。無事に着かせて見せますよ」

			　頼もしいあざみの言葉に満足したのか、にこやかに笑い、リヒャルトは去っていく。

			　それを見送って、コテツたちは自分の担当の馬車へと歩き出した。

			「……ふむ、視線が痛いな。会話が聞こえていたか」

			　そんななか、コテツはそう漏(も)らす。先ほどから、コテツは周囲を歩く騎士たちの視線を感じていた。まるで、品定めするような、ねっとりとした視線だ。

			「それはそうですよ。コテツさんは、今みんなの注目の的ですから」

			　居心地悪そうなコテツに、そう言って苦笑したのはリーゼロッテだ。

			　どうやら、そうらしい。コテツの名前は召(しよう)喚(かん)当時から広まっているが、コテツの顔を見た者は少ない。そこでエトランジェのワードの一つでも出れば、注目を浴びるというものだ。

			「噂(うわさ)になってますよ、街では、そのう、三メートルの大男とか、腕が凄(すご)い長いとか……」

			「コックピットに入りきるのか、それは」

			　呟(つぶや)きつつも、依頼のことを考えコテツは馬車のなかを見た。

			　中身は詰まるところ依頼の原因、増えすぎた荷物だ。思うに、誰かに贈られた贈答品の類(たぐい)だろう。上等な包装に包まれた箱が並んでいる。

			「私たち、どこで寝ればいいんでしょうねぇ……」

			　そうして、馬車のなかを見てのあざみの第一声がこれだ。

			　三人、馬車で待機する分には問題ないが、寝るスペースはあるのかどうか。

			「まあ、一人分くらいのスペースはあるだろう。最悪、俺とあざみはコックピットで寝ればいい」

			「わ、私だけ馬車でなんて寝れませんっ」

			「俺としては、コックピットのなかのほうが快適なのだが」

			　コックピットは人が寝るように造られてはいないのだが、仕事とあらば、コックピットから何日も降りずに戦い続けるのがコテツの世界の兵士だ。

			　むしろ、慣れない馬車よりはコックピットのなかのほうが落ち着く、とさえ言える。

			「あー……、私もエーポスですしねぇ……。恥ずかしながら、操縦席のほうが落ち着くんですよね……」

			　そして、困ったように呟(つぶや)くあざみ。ただ、そのあたりについては、コテツは楽(らつ)観(かん)していた。

			　深刻そうでもなく、いつも通りの口調で口を開く。

			「まあ、寝る際は馬車を停めての野宿かもしれん。あまり心配する必要はないだろう」

			「そう……、ですか？」

			　心配げに見つめてくるリーゼロッテに、コテツは頷きを一つ返す。

			（まあ、いざとなればどうにでもなる）

			　そうして、その話を終えたこととし、彼は、疑問をあざみへと向けた。

			「それより、先ほど、聞き慣れない言葉が聞こえたが」

			「聞き慣れない……。もしかして、〝最優〟ですか？」

			「そうだ」

			　最優。エトランジェに関する言葉なのだというのはわかったし、予想も付くが、自分に関係することである。

			　聞いておかずにもいられなかった。問われたあざみは、考えるようにしながら、口を開く。

			「先代の……、まあ、通り名みたいなものですかね。歴代で最も優れたエトランジェと言われてますから」

			「そんなに、強かったのか？」

			　あざみが、皮肉も言わずにパイロットを褒(ほ)めるようなことは珍しい。

			「まあ、独創的な人でしたけど、彼より強かった人はたくさんいます。だから、最強じゃなくて最優なんですよ」

			　最強ではなく、最優。強さではないところで、先代は優れていたということか。

			　コテツは次の言葉を待った。

			「彼を、最優足らしめる要素は、彼のエトランジェ観にあります」

			「……エトランジェ観？」

			「そうですね……、これまで、いろんなエトランジェがいましたが。そんななか、あるエトランジェは言いました。エトランジェは剣である。硬きものを切り裂く名剣だ。また、あるエトランジェは言いました。エトランジェは槍(やり)である。誰よりも前に立つ、戦場の一番槍だ。まあ、このように例えには武器や防具が多いのですが、先代はこう言ったのです。エトランジェは旗だ。決して倒れちゃいけない国の旗だ、と」

			　つまるところ、エトランジェという存在をどう捉(とら)え、どのように動いていくか。それはエトランジェによって千差万別なのだろう。

			　そのなかで、先代の出した答えは、誰よりも秀(しゆう)逸(いつ)だったということだ。

			「彼が召(しよう)喚(かん)されたのは、紛争に、他国との戦いもある戦乱の時代。そのなかで、彼は何よりも戦場に立ち続けることを優先したのです」

			「なるほど、だから旗か。エトランジェの存在は味方の士気に影響を及ぼす、ということだな」

			　コテツの世界のエースもそうだった。圧倒的な強さの味方がいる安心感。敵にいたときの絶望感。

			　気持ちの問題と言ってしまえばそれだけだが、兵士すべての士気は、戦場の局面に関わる。

			　だから、エースは撃(げき)墜(つい)されることは許されず、相手のエースを倒すのが義務だった。

			「はい。一人で戦局を変えることよりも、決して落ちず、一騎打ちとなれば必ず勝ち、決して功を焦(あせ)らず深追いせず、戦線を支え続けるのが彼のあり方でした。彼が戦時中に撃(げき)墜(つい)された数はゼロ、機体に受けた損(そん)傷(しよう)は両手の指で足りると言います。まあ、多少誇(こ)張(ちよう)はありますが」

			　つまり、ひたすら安定を重視し、味方を鼓(こ)舞(ぶ)し続けることこそがあるべき姿だと、先代は判断し実行した。

			「そのおかげで、どのエトランジェよりも戦術的勝利を収め続け、最優の名を手に入れたのですよ。先代は」

			　そこまで説明されて、コテツはリヒャルトから向けられた視線の内容を、本当に理解した。

			「なるほど、それゆえに俺に向けられる視線も相(そう)応(おう)になる、ということか」

			　先代が優れていればいるほど、今代への視線は厳しいものになる。

			　今のところ魔術も使えないコテツが持つのは、己のパイロットとしての腕、ただ一つ。

			　なのだが、安心させるように、あざみは笑った。

			「大丈夫ですよ。ご主人様は、最優にはなれなくても、最強の素質がありますから」

			「だといいが」

			「そうじゃないと私が困りますよう。まあ、ご主人様もいつか、答えを出すことになるでしょうし、そのときにはきっと」

			　いまだ、答えの欠片(かけら)も見つかっていないが、果たして、先代に追いつくことはできるのか。

			（考えても仕方がない、か）

			　いつかはいつかだ。今ではない。そう考えて、コテツは一度、馬車から離れた。

			　出発まで、しばしある。もう少し経ってから、という依頼主の言葉なので、依頼主が行くといえば、すぐさま行かねばならないが。

			　もう少しあざみとリーゼロッテと話し合っておこうと思ったところ、唐(とう)突(とつ)に一人の女性がコテツの前に立った。見たところ、合流した冒険者の一人のようだ。

			　意志の強そうなその瞳(ひとみ)はどこかクラリッサと似ているなと、ぼんやりと思う。

			「何か用か」

			　コテツが呟(つぶや)く。女は何も言わない。

			「なんか、剣(けん)呑(のん)ですねぇ」

			　見られている、いや、見定められている。

			　今にも剣を抜き放ち、一刀両断せんと隙(すき)を窺(うかが)うように彼女はコテツを見ていた。

			　対するコテツは棒立ちだ。だが、彼女が動き出そうとした先を制し、柄(え)を押さえ、拳(こぶし)を振るう準備はある。

			　そうして、二人はしばらく睨(にら)み合い。

			　それは、彼女が油断のない視線を弛(ゆる)めたことで霧(む)散(さん)した。

			「なんのつもりだ」

			「ごめんごめん、一緒についてくる冒険者っていうのがどんなのか、確かめたくてさ」

			「そうか」

			「私の大事なエリナを守るんだからね。適当な人が来たら困るの」

			「エリナ？」

			　知らない名だ。だが、大体予想は付く。

			　コテツは先ほど聞いた内容を想いだし、呟(つぶや)いた。

			「領主の娘か」

			「そうよ」

			「親しいのか」

			　その領主の娘のためにこんな真似をしていること、呼び捨てにしていることから、そうなのだろうと思いつつコテツは問う。

			「そりゃ私、お抱えの傭(よう)兵(へい)団だもの。本当に小さなころから知ってるわ」

			「傭(よう)兵(へい)団、ということは」

			「そうよ。冒険者枠はほとんど私たち」

			　視線を左右にずらせば、見守っている冒険者も、彼女の仲間なのだろう。

			「まあ、そこそこやるみたいね。荷物番くらいなら務まるでしょ」

			　ただ、と彼女は続けた。

			「妙な気は起こさないことね」

			　下から抉(えぐ)るような視線。

			「ああ、俺はただの荷物の護衛だ。それ以上のつもりはない」

			　事実だけを簡(かん)潔(けつ)に告げ、コテツはそれ以上の言葉を言わずに女を見守った。

			　長く青みがかった黒髪を一つに束(たば)ねた、旅衣装の女は、納得したように、天を仰(あお)いだ。

			「よろしい、じゃあ、よろしくね」

			「了解。よろしく頼む」

			　そうして、女は歩いて去っていく。

			「ふむ……」

			「どうかしました？」

			　怪(け)訝(げん)そうに見つめてくるあざみにコテツは一(いち)瞥(べつ)をくれて、視線を去っていった背へと戻す。

			「いや、なんでもない」

		

	
		
			　

			25　お嬢様と異(い)邦(ほう)人(じん)

			　

			　旅は、今のところ順調に進んでいる。

			　出発前の不(ふ)穏(おん)な空気はどこ吹く風、問題らしい問題は未(いま)だに起きていない。

			「あざみ、バルディッシュを頼む」

			「はいどうぞー」

			　現れる野生動物もまた、野犬や狼程度である。

			　現在コテツは、魔物と対(たい)峙(じ)してはいるのだが、前回会ったブランサンジュとは比べ物にならないほど小さい。たまに会う魔物すら、その程度だ。

			　狼を一回り大きくしただけのそれは、吠(ほ)え立てて、コテツへと迫っていく。

			　対するコテツは、あざみが何もない空間から取り出した、斧(おの)に似た大型の刃を持つ鉾(ほこ)、バルディッシュを掴(つか)んで構える。

			　このバルディッシュは、コテツが再度選び直した、真面目に選択した武器だ。それにもう一本、腰にあるなんの変(へん)哲(てつ)もないロングソードが、コテツの装備。

			　前回の反省点を生かした組み合わせだ。

			　取り回しやすいメインウェポンにロングソードと、強度と打撃力を求めた、バルディッシュ。

			　二メートルの柄(え)、その先に取り付けられた上下に長大な刃は下は柄(え)の半ばまで、上は40センチほどの刃渡りを持つ。武器屋の死(し)蔵(ぞう)品だ。

			　前回の反省点である、剣だけでは大きな相手には向かないと判断した結果の選択である。

			　武装の重みや大きさといった点は、ディステルガイストを呼び出すときのように、あざみが転送してくれるので、不便でもない。

			「便利なものだ」

			　呟(つぶや)きながら、コテツがバルディッシュの柄(え)を跳ね上げ、その柄(え)尻(じり)は、あっさりと魔物の顎(あご)を捉(とら)える。

			　魔物である狼が悲鳴を上げ、首を仰(の)け反(ぞ)らせ、そして、怯(ひる)んだ魔物の頭に、真っ向からコテツはバルディッシュを振り下ろした。

			　切った、というよりはかち割った、というのが正しいだろうか。

			　巨大な刃は魔物の頭(ず)蓋(がい)を踏(ふ)み砕き、脳(のう)髄(ずい)を縦に割って、地面と熱い口付けを交わす。

			　飛び散る紅(べに)がその唇を朱に染め上げ、刃は地を離れた。

			「向こうも、適当に対処しているようだな。手伝いは必要なさそうだ」

			　魔物の死を確認して、コテツは刃に化粧された紅を布で拭(ふ)き取った。

			　進行方向の奥の馬車付近では、まだ戦闘が続いている。

			　が、支援が必要になることもないだろう、とコテツは判断し、脇(わき)に邪魔な死体を転がした。

			　周囲には、狼がちらほらと倒れている。すべてコテツのロングソードで切り倒したものだ。体の大きい魔物だけ、ロングソードでは不利を感じたのでバルディッシュに切り替えたのだが。

			　ちなみに、あざみもリーゼロッテも手を出さなかったのは、ロングソードとバルディッシュの試運転のためだ。結果は、この通り、上々だ。

			「どうです？」

			　そんななか後ろから聞こえた声に、コテツは振り向いた。

			　そのまま、バルディッシュをあざみの手に預ける。

			「上々だ。これなら、ブランサンジュ相手でも手傷は負わせられるだろう」

			「それはよかった。まあ、でもあんまり無理しないでくださいね？」

			　あざみは、手品でもするように、何もない空間へとバルディッシュを仕(し)舞(ま)い込んだ。

			「ああ」

			　コテツが頷く。あざみとリーゼロッテが馬車へと戻り、コテツもそれに続く。

			　そんななか、駆(か)け寄ってくる人影があった。

			「さすがですね」

			「……君は誰だ」

			　鎧(よろい)を着込んだ、茶髪の騎士風の男だ。優しげな風(ふう)貌(ぼう)に、敵意はない。

			「あ、申し遅れました。僕はクラウス・ピート。イクール家の騎士です」

			「コテツ・モチヅキだ」

			「一応、戦闘があったのでひと通り見回っているのですが、ここは心配なさそうですね。エトランジェの名は、伊(だ)達(て)ではないということですか」

			　そう口にした彼は、笑顔を見せた。だが、すぐに顔を強(こわ)張(ば)らせる。

			「ただ、一つだけ、耳に入れておきたいことが」

			「聞こう」

			　コテツが答えると、すぐ近くまでクラウスは近づき小声で囁(ささや)いた。

			「……この旅の途中で、エリナ様を誘(ゆう)拐(かい)するという計画があるらしいです」

			「……なぜ、俺にその話を振る」

			　面倒の予感に、コテツは呟(つぶや)いた。

			「エトランジェ様なら、信頼できるでしょうから。もしものときは、エリナ様をお願いしたいのです」

			「最低限の仕事はするが……、情報の出所は？」

			「ルーです」

			「誰だ」

			「ご存じありませんか。冒険者のなかに、気の強そうな女性が一人いたかと思うのですが」

			　言われて、一人思い当たる。

			「彼女か」

			「冒険者としての独自の情報網があるのですが、我々騎士では耳に入らないような話題も拾ってくれます。騎士に聞かせるには、というような話題もありますからね」

			　先ほど剣(けん)呑(のん)に睨(にら)み合った女性の名は、ルーと言うらしい。

			　お抱えの傭(よう)兵(へい)団というのは、伊(だ)達(て)ではないようだ。

			「我々が盾(たて)なら、彼女は矛(ほこ)。リーダーの彼女は、なかなか優秀な女性ですよ」

			「そうか」

			「言いたいことはそれだけです、勝手なお願いではありますが……」

			「最低限の仕事はする」

			「助かります。では、僕は他を見てきます」

			　そう言って、ピートはその場を去り、コテツは馬車のなかへと戻る。

			「あっ、おかえりなさい、お疲れ様ですっ」

			　すると、今度はコテツを待ち構えていたリーゼロッテがパタパタと走り寄って来て、白いハンカチを取り出して見せる。そして、すぐさま彼女はコテツにそのハンカチを近づけた。

			「怪(け)我(が)とか……、ないですか？」

			「ああ、大丈夫……、なのだが」

			　どうやら、コテツの頬(ほほ)に血が付いていたようである。彼女のハンカチが優しくコテツの頬(ほほ)を拭(ぬぐ)っていった。

			「いささか、恥ずかしいとは思う」

			「あ、動いちゃダメですっ」

			　一歩後ろに下がるコテツと、背伸びして彼の頬(ほほ)を拭(ぬぐ)うリーゼロッテ。

			　それだけならよかったのだが、コテツにとって不幸は重なり、突(とつ)如(じよ)、足場が揺れた。

			「ひゃわっ!?」

			「むっ」

			　果たして何に引っ掛かったか。動き出した馬車が大きく飛び跳ねた。

			　そんな突発的アクシデントにコテツは、一歩後ろに下がって体勢を立て直した、のだが。

			「わふっ」

			　背伸びまでしていたリーゼロッテは、立ったままではいられなかった。

			　彼女は前のめりに倒れ込み、その顔をコテツの胸に埋める。

			「ご、ごめんなさいっ」

			「いや、事故だ、かまわない」

			　慌ててリーゼロッテは顔を離す。そして――、唐(とう)突(とつ)にその顔を赤く染めた。

			「こ、こてつ……、さん」

			「なんだ？」

			　はたして一体どうしたのだろうか、とリーゼロッテの表情を覗(のぞ)き込むコテツへ、彼女は言った。

			「その……、手が、えと……」

			　すごい勢いで、耳がぴくぴくと恥ずかしげに動いている。

			　コテツは、言われるがまま、自分の手を確認した。

			　右手は、彼女の背に。左手は、彼女が倒れ込む衝(しよう)撃(げき)を和(やわ)らげるため、クッション代わりに動かしたのだが。問題は、その左手である。

			　左手にある、柔らかい感触。それは一体どこを触っているのか。

			「すまん」

			　コテツの左手は、思い切り、彼女の胸を鷲(わし)掴(づか)みにしていた。
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			　コテツは慌てて手を離す。リーゼロッテは、恥ずかしげにくるりと後ろを向いた。

			「えっと、その、いいんです、め、メイドですからっ……！」

			　メイドだから一体なんだというのかわからないが、どちらにせよ、もう納得するしかない。

			　追求しても、やぶ蛇にしかなりはしないのだから。

			　そうして、あわや気まずい空気になりかける。

			　の、だが。その空気を打ち破るというべきか、空気が読めないと言うべきか。

			「あー！　ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　私にもしてくださいよそういうの！」

			　あざみだ。コテツたちのほうを指差して、あざみは悲鳴のような声を上げた。

			「何を言っているんだ、君は」

			「なんでリーさんとイベント起こしてるんですかー！　やだー！」

			「……」

			　コテツ、思わず黙る。あざみ、かまわず喋(しやべ)る。

			「私とも起こしましょうよ、イベント、ねっ。間違いとかも起こしましょうっ、揉(も)んだり吸ったりしていいですから！」

			「揉(も)まないし吸わない、遠慮しておこう」

			「おおっと足が滑りました！」

			　そして、暴走は止まらず、跳(ちよう)躍(やく)してコテツへとダイビングを敢(かん)行(こう)するあざみを、彼はひょいと避(よ)け、地面や壁に当たらないように、服の襟(えり)を掴(つか)んでその動きを止めた。

			　そうして、コテツの手からぶら下がるかたちとなったあざみが不満そうに声を上げる。

			「……ご主人様はいけずです」

			　その呟(つぶや)きをコテツは黙(もく)殺(さつ)した。と、そんな折、馬車の揺れが止まる。

			　そして、停止してから、動く気配を見せない。

			「停まったのか？　一体なぜ」

			　その言葉に答えたのは、リーゼロッテだ。

			「多分、ここで野営の準備をするんだと思います」

			「む？　まだ昼だと思うが」

			　この世界の人間はあまり時間にこだわらない。

			　一応、時間は定義されているし、ＳＨに乗れば正確な時間もわかるのだが。

			　しかしながら、時間が定義されても、時計が普及しなければ意味がない。

			　街を探せば中心部に大きな時計があり、アマルベルガも懐(かい)中(ちゆう)時計のようなものを見せてくれたこともある。小型のものは高いのだとか。

			　それゆえ、限定された場所でか、はたまた金があれば時間が確認できるのだが、いかんせん個人の一人一人まで、同じ時間を共有することはできないのだ。だから、この世界の人間は時間に対しあまりこだわりを見せない。

			　しかしながら、いくら時間に大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な部分があるとはいえども、まだ夕暮れまで二～三時間あるというのに、これでは疑問が残る。

			　その疑問に言葉を返したのは、いまだぶら下がりっぱなしの相(あい)棒(ぼう)だった。

			「あと少し進んだら、森に差しかりますからねー。あれですよ、森のなかを完全に手入れするわけにはいきませんし、魔物も結構いるわけです。だから森で野宿はしたくないんですよ」

			「ふむ、そうか」

			　あざみが言うにはどうやら、これから向かう森とやらは、それなりに長いらしい。少なくとも、今から日が暮れるまででは抜けられない程度には。それならば、ここで一度停まるというのも頷ける話だ。

			　そして、そうならば、少し馬車を動かしたのは魔物の死(し)骸(がい)から遠ざかるためであろう。

			　血の臭いに誘われて獣(けもの)が集まるなど、いかにもありそうな話である。

			「と、すれば野営の準備か。俺たちはどうすべきか」

			「んー、基本アレですよ？　することあったら向こうから言ってくるでしょうし、私たちは私たちが寝るための準備をすべきでしょう」

			「あ、お食事作りましょうか」

			「ふむ、ではリーゼロッテは食事の準備を頼む。俺は少し、周囲を見てくる」

			　そう言ってコテツは馬車を出た。

			（わからんことが多いな）

			　初の依頼とあって、わからないことも多く、不安も残る。こういった野営の際は、他の冒険者たちはどうしているだろうか、とコテツは少し散(さん)策(さく)してみることにした。

			（それに、少々きな臭くなってきた）

			　思い浮かべるのは、誘(ゆう)拐(かい)計画とやらのことだ。

			（……俺は俺の仕事をこなすだけか）

			　そう割り切って考えるコテツ。そんな彼に声をかける人間がいた。

			「おや、エトランジェ殿」

			　二人の騎士の護衛を付けた、リヒャルトである。

			「む」

			「エトランジェ殿に一つ聞きたいのですが、私の娘を見ませんでしたか？」

			「娘？　いや、心当たりはないが」

			　コテツは首を傾(かし)げる。ここへ歩いて来るまで、女性の影すら見ることはなく。

			「そうですか。いえ、うちのお転(てん)婆(ば)娘の姿が見えないもので。すぐどこかへふらふらと行ってしまう娘なのですよ」

			　どうやら自ら捜(さが)しに出たらしい。それで、後列までこうしてやってきたわけだ。

			「そうか」

			「まあ、遠くには行ってないでしょうが」

			「見つけたら報告しよう」

			「お願いします」

			　そもそも、その娘とやらがどんな外見かもわかりはしないのだが。

			　しかし、見ればわかるだろう、とコテツは判断した。

			　冒険者のなかに貴族の娘とあらば、どう頑張ったとしても異(い)彩(さい)を放つだろう。そういう考えだ。

			「ふむ、ともかく、一度馬車に戻るか」

			　まあ、見つけたら報告するとは言ったが、捜(さが)すとも言っていない。

			　そう考えてコテツは、今一度馬車へと戻ろうとする。そんななか、ふと。

			「……む？」

			　ふと、振り向いた森の奥。人影が――、動いた気がした。

			「……行ってみるか」

			　即断即決は戦場の常。そして、こういった細やかな可能性を潰(つぶ)しておくこともまた、生き残る方法の一つだ。

			　別に気のせいで、リヒャルトの娘は実は近場を歩いているかもしれない。

			　だが、そうなったときはそうなったときだ。一風変わった散歩を楽しんだと思えばいい。

			　これが、万が一の可能性に引っかかってしまった場合は、取り返しのつかないことになってしまうのだ。　だから、コテツは勘(かん)に任せて森のなかへと入っていった。

			「これで森に入るのは二度目だが……、大丈夫か」

			　伐(ばつ)採(さい)され、整地された街道を外れ、木々の間に身を入れると、途端に光は薄くなる。

			　鬱(うつ)蒼(そう)とした森のなか、警戒を深めながら、コテツはその足を踏(ふ)み出していった。

			「周囲に生き物の姿はない……、か」

			　森や山といった場所は、魔物や野生動物が多い。

			　森という性質上、危険な動物の駆(く)除(じよ)がし難いのだ。

			　それならば、すべて伐(ばつ)採(さい)して更(さら)地(ち)にしてしまえ、というう意見もあるのだが、自然保護のためそうもいかない。自然環境の保護は、歴代エトランジェすべてが同じことを唱(とな)えたと言う。

			（確かに、豊かな自然は財産だろう）

			　コテツの世界で宇宙に上がれば、途端に地球の緑が恋しくなる。宇宙に存在するのは、人工の自然などという、一皮剥(む)けば鉄色が見える何かで、酷(ひど)く不自然で嘘(うそ)くさいものだ。

			　それに、コテツの関わった戦闘だって、地球の資源を食い潰(つぶ)しかけていたから、というのが発端のひとつでもあった。

			　大なり小なり、エトランジェの世界というのはそういうものだったのではないかと、コテツは推測している。

			（大型機動兵器のある世界……、先代はどうだかわからんが、それほどの時代となれば、自然と共存しているほうが妙だ）

			　だから、エトランジェは皆口を揃(そろ)えて言うのだろう。『自然は大切だ』と。

			（しかし、実際にその渦(か)中(ちゆう)に身を置くと、バランスの重要性を感じるな）

			　だが、いかに自然は大事だといっても、自然は人を殺す。魔物然(しか)り、災害然(しか)り、だ。

			（結局、欲しいのは人類に都合の良い自然で、その答えのひとつが、俺の世界の人工の自然、ということか）

			　考えつつ、コテツはしばらく歩く。が、気配のようなものは感じられない。

			　気配。人であればどうしても放つ、獣(けもの)とは違う異質な足音、衣(きぬ)擦(ず)れ、息遣い、そして、勘(かん)。

			　そのどれもが、コテツの感覚に引っかからない。

			（あまり進みすぎるのも問題か？）

			　ミイラ取りがミイラに、というのはあまり洒落(しやれ)にならない。

			　いかにコテツの身体能力が高くても、知らない生物、それも魔物という更に多様性を持つ生物とあっては、涼しい顔で対応できるとは限らない。

			　戻るべきか、とコテツが考え始めたころ。

			「……む」

			　自然のなかに似つかわしくない甲(かん)高(だか)い音が響(ひび)く。

			　その音は、ここに来て聞きなれた音――、剣を振るった音だ。

			「これは……」

			　戦闘の気配を感じ、コテツは歩く速度を速めた。そして、早歩きから駆(か)け足に。

			　近づけば近づくほど、獣(けもの)の唸(うな)りが大きくなる。剣を打ち付ける音もだ。

			　コテツは確信した。間違いなく、何者かが戦闘を行っている。

			「……しかし、娘とやら、ではないのか？」

			　コテツとしては、貴族の娘と戦闘というものが結びつかない。今まで政府や軍の高官の娘に会ったことがあるが、そのほとんどが淑(しと)やかで気品のある者たちだった。

			　それこそ、まめとは無縁の手をした女性たちだった。

			　の、だが、コテツの疑問はそこでいったん打ち切られることとなる。

			「いやぁあああああぁああ!!」

			　絹(きぬ)を裂くような、高い悲鳴が耳に届いたからだ。

			「急ぐべきか」

			　駆(か)け足は全力疾(しつ)走(そう)にシフト。勢いのままにコテツは森を踏(とう)破(は)していく。

			　そして。

			「……そこか」

			　見つけたのは、少女と、魔物。少女は謎(なぞ)の木の枝に絡(から)め取られて身動きが取れず――、少女の眼前で、狼が口を大きく開いている。

			　それを見たコテツは、迷い一つなく、大きく踏(ふ)み込んだその右足で、更に前へと踏(ふ)み切った。

			　

			　果たして冒険者に必要なモノとは、一体なんだろうか。

			　リヒャルト・イクール伯(はく)爵(しやく)の娘、エリナ・イクールは『力である』と答える。

			　ソレが正解であるかどうかはともかくとして。

			　エリナは、ソレが自分にあると、勘違いしていた。

			「甘い、です」

			　淡い桃色の長髪。その側頭部には二つのリボンが結ばれており、リボンに括(くく)られた部分の髪が、本来の髪に迎(げい)合(ごう)しながらも違った動きで揺れる。

			　彼女は、なるほど、およそコテツの知る通りの政府の高官の娘にありがちな、可(か)憐(れん)な少女であった。

			　小柄な体(たい)躯(く)に、愛らしい大きな瞳(ひとみ)と、白い肌(はだ)。袖(そで)のないブラウスに、紺(こん)のコルセットと、ふわりとしたスカート。太ももまでを覆(おお)うニーソックスに、濃い茶のブーツ。

			　違(い)和(わ)感(かん)があるとすれば。手に持つ湾(わん)曲(きよく)した細身のサーベルだろう。

			　刃を煌(きらめ)かせた、鋭い一撃が、狼の首を深く傷つける。

			　彼女は、六の狼に囲まれていたが、一切の焦(あせ)りはなかった。

			「甘い、と言ったのです」

			　飛びかかる狼へ、再び刃が煌(きらめ)いた。

			　仕留め切れはしなかったが、胴に切れ込みを入れられた狼は、痛みに喚(わめ)いて地に落ちた。

			　それを見て取った狼たちは、相手の強さを悟ったのか、一斉に飛びかかる。

			「く……」

			　表情を険しくしながらも、エリナは剣を振るった。

			　まるで舞うように、鋭く。そして、歌うように言葉を紡(つむ)ぐ。

			「略(りやく)式(しき)詠(えい)唱(しよう)。紅く染まれ、です」

			　瞬間、狼の一匹が発火した。

			　大きく吼(ほ)え、暴れまわりながら、やがてその狼は地に伏(ふ)すこととなる。

			　これが魔術。そのなかでも、自分のなかにある内在魔力だけで執(と)り行う、内成魔術だ。

			　これの特徴は、とにかく早いこと。

			　剣を振りながら、魔術も使う、言わば魔法剣士とも言える彼女にぴったりの魔術である。

			「手順をトレース、リブート！」

			　今一度、今度は別の狼が燃え上がった。

			　その狼は、大きく吼(ほ)えて飛びかかってくるが、破れかぶれの攻撃などものの数ではない。

			　鋭く光る刃の一撃が、狼に致(ち)命(めい)傷(しよう)を負わせ、叩き落とす。

			　エリナは、残る四匹の狼たちに、一歩、二歩と下がりながら対応していった。

			　こういった戦いにおいて気をつけるべきは、背後である。上手く後ろに下がり、背後からの攻撃さえなければ、たとえ相手が数で勝っていてもエリナの速度であれば迎(げい)撃(げき)が可能となる。

			　そのようにして、エリナは優勢を保っていた。

			「う……、く」

			　だがしかし、やがて、どうにか狼を群れのリーダーである魔物の狼だけに減らしつつも、エリナは顔を歪(ゆが)めた。狼の爪(つめ)と、サーベルが噛(か)み合い、二歩三歩と、エリナは後ずさる。

			　確かに、エリナの剣は速い。野生動物ですら切っ先を見切れないほどの速さを持つ。エリナはその剣技に絶対の自信を持っていた。

			　が、しかし。軽いのだ。決して彼女の剣技は、重いとは言えない。

			　軽くて速い剣。対人の稽(けい)古(こ)でなら、これほど適した剣技もない。

			　しかし、これは実戦。相手に致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えねば勝ちにならないのだ。

			「そこですっ！」

			　振るえども、振るえどもその刃は深手とならない。

			　そして、得意の発火魔術も、魔物の魔術抵抗によって防がれてしまう。抵抗力によって上手く干(かん)渉(しよう)できない。ならばと思って幾らかの魔術を試すも、毛皮に少しダメージを与えるだけで、威(い)力(りよく)が足らない。

			　更に。一方的に攻撃してる間はいい。だが、一度攻撃が打ち合えば、あっさりと力負けしてしまうのだ。

			「くぅ……！」

			　少しずつ、エリナは後ろへと下がっていく。

			　こうなれば、後は持久戦だ。お互いに削(けず)り合い、擦(す)り切れるのを待つ。

			　じりじりと、にらみ合いながら、エリナはまっすぐにサーベルを構えた。

			　そして、ここで覚悟を決めた。

			「来なさいっ、受けて立つのです!!」

			　だが。

			「……え？」

			　しかし、その覚悟は無(む)駄(だ)となった。違(い)和(わ)感(かん)は、背後から。

			　伏(ふく)兵(へい)か、いや違う。

			　――罠(わな)だ。四(し)肢(し)が、木の根に、枝に、絡(から)め取られていく。

			「捕(ほ)縛(ばく)樹(じゆ)!?」

			　捕(ほ)縛(ばく)樹(じゆ)。そう呼ばれるのは、植物の魔物の一種。見た目は、なんの変(へん)哲(てつ)もないただの木だ。

			　特徴は、テリトリー内に入った生き物を根や枝で拘(こう)束(そく)し、養分を吸い取ること。

			　それ自体は、あまり脅(きよう)威(い)ではない。養分を吸い取るスピードはあまりにも遅く、また、余程育ったものでなければ複数の人間を絡(から)め取ることもできない。

			　仲間がいれば、あっさりと救出されるし、一人でも魔術であっさりと焼き尽くされる。更には、他に気を取られていたエリナのように無抵抗でしっかりと四(し)肢(し)を捕まえられさえしなければ、多少の膂(りよ)力(りよく)で引きちぎれる。

			「う……、あ」

			　だが、この状況において、これほど有効な一手もない。狼が、近づいてくる。

			「りゃ、略(りやく)式(しき)詠(えい)唱(しよう)！　穿(うが)て！」

			　唱(とな)えるが、何も起きない。これは、外的要因などではない。まるっきり、発動していないのだ。エリナが、冷静ではないから。

			　魔術とは、唱(とな)えればいいというものではない。呪(じゆ)文(もん)は脳の関連付けによる起動キーのようなものであり、実際に発動を行うのは脳内の演算だ。

			　たとえ起動の命令を行っても、演算を行う部分にノイズが走っていては、まともに発動できるわけもない。

			　本来の魔術師は、反復練習で脳に染み込ませ、慌てていようが条件反射のレベルで魔術が使えるようになるものだ。しかし、エリナはまだ若く、その領域に達していない。

			　そして、魔法剣士という戦闘スタイルの問題もある。

			「手順をトレース、リブート!!」

			　魔術も剣術も一生をかけてもなかなか極めきれないものだ。そのようなものを同時に追いかけるのは非効率。ゆえに、魔法剣士はどちらかをメイン、どちらかをサブに定めるしかない。

			　そしてエリナは、剣術へと傾(けい)倒(とう)していたのだ。つまり、魔術師としてはほとんど初心者なのだ。それを証明するかのように、何を唱(とな)えても、何も起こりはしない。

			「っ……！」

			　そして、魔狼が、エリナの前に立ち止まる。

			（笑ってる……）

			　舌なめずりして、狼は牙(きば)を見せる。それが、エリナには笑ってるように見えて仕方がなかった。いや、気のせいではない。この魔狼は笑っている。

			　この狼には、知性があるのだ。馬鹿な人間を罠(わな)に引っ掛けるだけの。

			（もともと、ここに追い込もうと……）

			　まるで、してやったりとばかりに狼は笑っていた。この状況は、狙(ねら)った通りだと。

			　そして。――大きく口を開く。

			「い、いや」

			　声は、無意識に出ていた。

			「いやぁあああああぁああ!!」

			　狼は、怖がらせるようにゆっくりと。

			　見せ付けるように。少しずつ、その首に食らい付かんとする。

			　その狼の吐(と)息(いき)が聞こえて、エリナは震えた。首元や鼻先に感じる、吐(と)息(いき)の微風すら、恐怖の対象だった。

			　怖くて、仕方がなかった。狼ごときが何するものぞ、と思っていたのだ。

			　ちょっとした腕試し、簡単に生きて帰れると思っていた。

			　調子に乗っていたのだ。そして、もう絶望するしかない。

			　男ならば、引きちぎれたかもしれない枝も、エリナではびくともしない。

			　だから、エリナはその狼を、震えながら恐怖のままに見つめることしかできなかった。

			　そして。唐(とう)突(とつ)に、狼は伏(ふ)せた。

			「ひぅっ!!」

			　一体何をされるのか、とエリナは恐怖に更に驚(きよう)愕(がく)を加えたが、違う。

			　違った。男が、ずどん、と大きな音を立てて、宙から降ってきたのだ。

			「……無事か」

			　響(ひび)いたのは、酷(ひど)く冷たく、冷静な声だった。

			「ふぇ……？」

			　そう、男だ。男が見える。軍服を着た、黒髪短髪の男だ。

			　その男が、跳(ちよう)躍(やく)の着地とともに、狼の頭を踏(ふ)みつけたのだ。

			　そして、そのまま、男は狼の頭にロングソードを突き立てた。

			　何が起きたかもわかっていないだろう、狼は、そのまま命を失った。

			「その木の枝のようなものは切ってもかまわないな？」

			　心中、驚き、慌てふためくエリナとは対照的に、冷静に男は問う。

			　エリナは、想定してなかった質問に、上ずった声を返した。

			「は、はい、お願いするです！」

			「了解」

			　男が答えると同時、ロングソードが振るわれ、枝と根が切り裂かれる。

			　四(し)肢(し)が自由になり、やっと動けるようになったのだが、エリナは思わず尻(しり)餅(もち)を突いてしまった。男は、そんなエリナに手を差し伸べる。

			「怪(け)我(が)はないようだが、大丈夫か」

			　エリナは、惚(ほう)けたように、コテツを見ていた。

			　別に、軍人というものは珍しくはない。

			　休暇中に小遣いを稼ぐ兵士は結構いるし、状況に応じて兵士が依頼に貸し出されるというのはよくある話だ。兵士全体が、ギルドに登録してはあるのだから。

			　しかし、なぜだか。

			　エリナには、目の前の男が物語の騎士のように見えて、仕方がなかった。

			「……？　大丈夫か？」

			「ふぇ？　は、はい、大丈夫なのです」

		

	
		
			　

			26　夜の帳(とばり)

			　

			　依頼人の娘を救った森のなか。

			「えっと、私の名前はエリナ・イクール、といいます、です。依頼人の、娘です」

			「コテツ・モチヅキ。しがない冒険者だ」

			　国のことを思うなら、己がエトランジェであることを吹聴して回るべきなのだが、コテツは結局簡(かん)潔(けつ)に自己紹介を終えた。

			　本当のところを言ってしまえば、この国が滅ぶのは困るのだが、他はさほど興味もない。国の利益など、知ったことではないのだ。

			　挙(あげ)句(く)に、人付き合いというのはコテツの苦手分野。

			　自己紹介で余計な一文を付けろといわれても、困る。

			「コテツ・モチヅキ……、どこかで聞いたような名前、ですが」

			　そんな、多くを語らぬコテツに、エリナは首を傾(かし)げているが、やはりコテツは補足を加えなかった。エリナもまた、一介の冒険者を詮(せん)索(さく)することは礼儀に反すると思ったのか、追及はしてこない。だから、詳しくは語られない。

			「助かりました、ありがとうです」

			　多くを聞かなかったエリナが、にっこりと微笑(ほほえ)んだ。

			「いや、いい。これも依頼料金のなかだ」

			「森に一人踏(ふ)み込んでまで、ですか？」

			「そういうことを言うなら自重してくれ。肝(きも)が冷える」

			「あう、ごめんなさい……。本当に助かりましたです」

			「ああ。怪(け)我(が)がないなら問題ない。戻るぞ」

			　そう言って、コテツは来た道を引き返す。

			　その後ろにエリナがつくのだが、コテツは唐(とう)突(とつ)に立ち止まり、エリナが前に出るのを待った。

			「どうしたですか？」

			「いや、後ろのほうが守りやすいだけだ」

			　呟(つぶや)いて、コテツはエリナの後ろにつく。今一度、二人は歩き出した。

			「しかし、君は、あれだな」

			　コテツの言葉に、先を歩くエリナが振り返る。

			「なんです？」

			「強いのだな」

			「えと、それは嫌(いや)味(み)です？」

			「……そんなつもりはないのだが」

			　コテツは、エリナの言葉に対し、今一度考え直してから、選び直した言葉を口にした。

			「いや、俺のイメージとはまた違うと思ったのだが。貴族の娘とは、こういうものなのか」

			　別に嫌(いや)味(み)などではなく、コテツはそこかしこにある狼の死体を見ているのだ。それを見れば、エリナがただのお嬢様で済まないことはわかる。

			　少なくとも、狼を複数殺せる少女を、コテツは弱いとは言わない。

			　そんな少女は、少しだけ胸を張っていた。

			「ああ、確かに、魔術はともかく、剣術を嗜(たしな)むのは多くないかもしれないですが。私はこの通りです……、と言ってもまさに今、己の未(み)熟(じゆく)さを実感させられましたですが」

			「いや、十分に強くはあるだろう。いささか若いだけだと思うが」

			「足りないですよ」

			　コテツの慰(なぐさ)めに、しかしエリナは顔を伏(ふ)せる。

			「このくらいに対応できないと、困るですし……」

			「む？」

			　コテツは、その言葉に疑問を覚えた。

			　果たして、魔物に囲まれる以上の危機に、彼女は日常的に巻き込まれるというのだろうか。

			「そうなのか？」

			　訊(き)き返すコテツに、慌てたように彼女は付け加えた。

			「あっ、いえ、私の父は辺(へん)境(きよう)伯(はく)なのです。……私も、強くなければ、なのです」

			　辺(へん)境(きよう)伯(はく)。それは国境付近に領地を持つというだけの意味ではない。

			　辺境というとどうしても閑(かん)職(しよく)、左(さ)遷(せん)という印象があるが、国境付近とはつまり、国の防衛にとって特に重要な場所だ。当然、戦争となれば真っ先にというところでもあるし、時には小競り合いなどもあるだろう。

			「君が、次の辺(へん)境(きよう)伯(はく)なのか？」

			「はいです。……そう遠くないうちに、です」

			「遠くないうちに、か」

			　エリナは随(ずい)分(ぶん)年若く見える。そんな少女に任せるには、辺(へん)境(きよう)伯(はく)の荷はいささか重くないだろうか。

			「ところで、女性にこういうことを訊(き)くのはマナー違反だが、君は幾つだ？」

			「十三、ですが？」

			　幼く見える、というわけではないらしい。

			（常識が違うだけか）

			　なぜこんなことを訊(き)くのかと、エリナは不思議そうにしていた。十四や十五で地位を継(つ)ぐのは、この世界では不思議なことではないのかもしれない。

			　コテツの世界においても、国や時代によって成人の年齢は変わってくる。

			「いや、たいしたことじゃない」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)しつつ、コテツは思考する。

			「家(か)督(とく)を継(つ)ぐ、か。君は、行き先が決まっているのだな」

			「……あまり、嬉(うれ)しいことではないですけど」

			「そうなのか？」

			　トーンを落とした声に、コテツが訊(き)き返す。

			「ずっと箱入りで、ほとんど、住んでる街から出たこともないのです。たまにこうして王都に来るくらいで。しかも、たくさんの護衛を引き連れて、です」

			　だとすれば、森に入ったのもちょっとした冒険気分と言ったところだろうか。

			　将来が決まっていて、周囲から大切にされている状況だが、彼女ほどの年頃の少女には、少々窮(きゆう)屈(くつ)なのかもしれない。

			「コテツは、冒険者なのですよね？」

			「基本は兵士だがな」

			「王都の兵士なのですか？」

			「城だな」

			　言うと、彼女は驚いた顔で振り向いた。

			「お城勤めなのですか!?　優秀なのです……。でも、お城勤めの兵士って、忙しくないのですか？」

			「俺はそれなりだ。他の部(ぶ)署(しよ)は知らん」

			　エトランジェの仕事は、平時は訓練くらいだ。あるいは、この依頼もこの世界に慣れるための訓練と言える。

			「優秀でお城勤めの兵士で、冒険者……、うらやましいのです」

			　純粋な瞳(ひとみ)で見上げられて、コテツは居心地の悪さを感じる。

			「俺は君にうらやましがられるような人間ではないが。君は冒険者になりたいのか？」

			「わかってしまうですか？」

			　照れくさそうに、彼女は訊(き)く。

			「ああ」

			「私も、たくさん冒険がしたいのです！　見聞も、経験も深めて、イクールの名にふさわしい人間になりたいです」

			「そうか」

			　彼女の口ぶりから察するに、家が嫌いというわけでもないようだ。だが、彼女は気(き)概(がい)のある若者らしい。このまま家に押し込まれてしまうには、真面目で、やる気がありすぎた。

			「私は、ろくに外に出たこともない、何も知らない小娘なのです。戦闘があんなに怖いだなんて、初めて知ったです」

			　そう呟(つぶや)いた彼女の表情は、背後からでは窺(うかが)えなかったが、気(き)丈(じよう)に振る舞ってこそいても、初めて感じた生命の危険なら衝(しよう)撃(げき)があって当然だ。

			「だが君はそれを知って、生(せい)還(かん)することができた。その年にしては、なかなかの戦果だ」

			　彼女の背に声をかけると、彼女は照れくさそうに答えた。

			「……そうですか？　じゃあ、怖い思いも、した甲斐があったのです」

			　彼女は再び振り返って、はにかんだ笑顔を浮かべる。

			「それにしても、コテツはいい人なのですね」

			「俺がか」

			「はいです。子供の戯(たわ)言(ごと)なんか聞き流せばいいのに、コテツはちゃんと聞いてくれたのです」

			「器用ではないだけだ」

			「それでも、ちゃんと聞いてくれるから、初対面なのにこんなに喋(しやべ)ってしまったのです。だから、いい人です」

			「一応受け取っておこう」

			　と、そこで、前方から人影が駆(か)け寄ってくるのが見えた。

			「着いたようだな」

			「エリナ！　無事だったのね!!」

			　冒険者の女、名前をルーと言ったか。

			「そこの男は？　何かされたの？」

			　駆(か)け込んできた女は、エリナの姿を見るなり表情を明るくしたのだが、その背後のコテツを見て、声を幾らか低くした。エリナは、誤(ご)魔(ま)化(か)すように答える。

			「あ、いえ、この人は、助けてくれた人ですっ」

			「そ、ならよかった」

			　声の調子が元に戻り、女は警戒を解いてコテツを見た。

			「あなたが守ってくれたのね。礼を言うわ、ええと」

			「コテツだ」

			「ありがとう、コテツ。しかし、コテツ、ってどこかで聞いた名前だと思うんだけど」

			「あれ？　ルー、あなたもです？」

			「うーん、仲間もなんかひそひそ話してた気はするんだけど」

			　ルーは随(ずい)分(ぶん)エリナと親しげだ。

			「随(ずい)分(ぶん)、仲がいいようだな」

			「そうね、幼(おさな)馴(な)染(じみ)だし」

			　まるで、姉妹(しまい)のようだ。

			「それで、エリナ、危なかったの？」

			「少し、です。でも、この人が助けてくれましたから」

			「あら、やっぱり強いのね。見た目じゃわからないけど」

			「はい、とっても強かったです。毛皮を貫(つらぬ)いて一発で仕留めましたしっ」

			　エリナの言葉に感心したように、ルーはコテツを見た。

			「そういえば、あなた、今までどこに隠れてたのかしらねぇ？」

			「どういう意味だ？」

			　首を傾(かし)げて、顎(あご)に手を当てるルーに訊(き)き返すと、彼女は人差し指を立てて、言葉を紡(つむ)いだ。

			「んー、さっき馬車のとこで戦ってたのは見たんだけど、手早く片をつけてたみたいだし、あんなでっかいバルディッシュ持ってるなら噂(うわさ)になりそうなもんだな、ってね」

			「残念ながら、ただの新人だ」

			「本当に？」

			「ああ」

			「ふーん、じゃあ、余程の田舎(いなか)暮らしだったのね」

			「そうかもしれん」

			　異世界を田舎(いなか)と呼ぶべきかどうかはわからないが、この世界から見ればずいぶんな僻(へき)地(ち)だろう。

			「コテツの故郷は、どこです？」

			　エリナに問われ、言うべきか迷ったが、結局コテツは正直に話す。

			「日本だ」

			「ニホン、です？　ルー、知ってるですか？」

			「私にもさっぱり」

			　肩を竦(すく)めて首を振るルー。

			「遠くだからな」

			　やがて、馬車が見えてきた。

			　もうここでいいだろう。コテツは自分の担当の馬車へと向かうことにした。

			「もう十分だろう。俺は担当馬車へ戻る」

			「あ、はい、ありがとうなのです」

			「礼を言われることでもない。依頼のうちだ」

			　二人と別れ、コテツは自分の馬車へ戻った。

			「あ、おかえりなさい、随(ずい)分(ぶん)遅かったですね」

			　馬車の前で待っていたあざみが、ぱたぱたと駆(か)け寄ってくる。

			「少しな。リーゼロッテは？」

			「今荷物を整理してます。呼んできましょうか？」

			　そう言って後ろを向きかけるあざみだったが、コテツはそれを制止した。

			「いや、いい。それよりも君に少し訊(き)きたいことがあるんだが」

			「なんでしょ。私のスリーサイズとかですか？　上から……」

			「いや、いい」

			「そんなこと言わずに」

			「いや、いい」

			「……バスト」

			「いや、いい」

			「……何が訊(き)きたいんですか」

			「この旅が始まってから、何か変わったことはないか？」

			　問うと、あざみは怪(け)訝(げん)そうな顔をした。

			　コテツとしては、あまり先入観を持たせたくなかったので、詳しくは話したくはない。

			　誘(ゆう)拐(かい)計画があるという、不(ふ)審(しん)な現状にどう動くべきか、コテツは考える。

			　あざみは、少し考える仕草をしたあとに、声を発した。

			「変わったことですか。特には思い当たりませんが、そこはかとなくこの一団、緊張感が強いんじゃないですかね」

			「そうなのか」

			「いえ、そこはかとなくなんとなくですけど。なんせこんな旅についてったことありませんし。でも、帰るだけの簡単なお仕事にしては、ちょーっとなんか、ぴりぴりしてるっていうか」

			「なるほど、わかった、ありがとう」

			「いえいえ、お役に立てませんで」

			　緊張感も当然のことだろう。

			　問題は、その誘(ゆう)拐(かい)計画とやらの具体的な手段だ。

			　襲(しゆう)撃(げき)があるのか、それとも、既に敵が潜(もぐ)り込んでいるのか。

			　信頼できる冒険者を集めたはずだ。そして、大半はルーの所属する、イクールのお抱え。彼らが目を光らせている。

			（しかし、家(か)督(とく)を継(つ)ぎたくない、か。なぜだろうな……）

			　思いつつも、コテツは前方の馬車を眺める。　そこには、リヒャルトとエリナの姿があった。

			　二人、笑っていて、仲は悪くないように見える。

			　そんなふうに、遠巻きからそれを眺めるコテツに、話しかける声があった。

			「コテツ様」

			　前方からやってきたのは、茶髪の優(やさ)男(おとこ)。クラウスだった。

			「どうした」

			　コテツが問えば、彼は神妙な顔で言った。

			「いえ、聞けば、エリナお嬢様を助けてくださったそうで。本来は我々の仕事なのですが、一言お礼をと思いまして。本当に、助かりました」

			　どうやら、森の一件についてらしい。コテツは、お決まりの文句を口にした。

			「これも仕事だ」

			「そう言ってくださると助かります」

			　そう言って、彼は溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「しかし、お嬢様にも困ったものです。あのようなお転(てん)婆(ば)な真似はやめていただきたいといつも言ってるのですが」

			「ふむ……、伯(はく)爵(しやく)令嬢とは、仲がいいのか？」

			「ええ。あの方のことは、生まれたときから知っておりますので」

			　誇(ほこ)らしげに、クラウスは言う。

			「やはり、長い付き合いとしては、心配か？」

			「ええ。そうですね。あの方には家(か)督(とく)を継(つ)いで、領民を導く使命がありますから。そして、それを守るのが僕の役目です」

			「そうか」

			「なので、危ない真似はやめてくださるといいんですけどね。騎士一同も、使用人も心配しているのですが。ルーたちはどちらかと言えば煽(あお)るほうで……、心労の種が尽きません」

			　苦笑して、彼はその場を辞することを告げた。

			　にこやかにクラウスが去っていく。

			　気が付けば、日は暮れていて、料理を作っていたリーゼロッテからの声がかかる。

			「コテツさん、ご飯ですよ」

			　少し辺りを見渡せば焚(た)き火を囲んで、各々が食事を取っている。

			「どうぞ」

			　同じように焚(た)き火を囲んだコテツに、リーゼロッテが盆を渡す。

			「ああ、ありがとう」

			　メニューは、パスタとスープ。

			　コテツの知るものと変わらない黄色っぽい麺(めん)のなかには、燻(くん)製(せい)肉と山菜が入っている。

			　塩や胡(こ)椒(しよう)で味付けされているらしく、スパイスのいい香りが香ってくる。

			　湯気を上げるスープは、琥(こ)珀(はく)色。見た目上はコンソメスープのように見えるが、味を見なければなんともいえない。

			　具は、チーズのような小さな白い塊(かたまり)と、白菜。白菜の名前はまた違ったものなのだが、これはコテツも食べたことがあり、白菜とまったく差異がないために、コテツのなかでは白菜だ。

			　だが、しかし、見ているだけで腹は膨(ふく)れはしない。

			　コテツは、フォークを取る。そんななか。

			「あのう、ご一緒しても、よろしいですか？」

			　エリナ・イクールがその場へと現れた。

			「……む、君は」

			「えと、エリナです」

			「いや、覚えているが」

			　一同が見つめるなか、エリナは腰元から小さな袋を取り出した。

			「えと、ここに木の実とかがあるので、これと引き換えに、夕食を少し分けて頂けると嬉(うれ)しいです」

			「俺は別にかまわないが」

			　エリナの申し出に、コテツは他の二人を見る。あざみはどうでもよさそうで、慌てたのはリーゼロッテだ。

			「え、あ、あ、その、貴族のお嬢様に出せるような食事ではないんですけれどもっ……」

			「かまわないです。むしろ、とってもいい香りがするです」

			「なら、かまわないな？　リーゼロッテ」

			「あ、ええと、はい。では、これを」

			　余った夕食を皿に載(の)せて、リーゼロッテはエリナへと渡す。

			「ありがとうです」

			　エリナはといえば、夕食を受け取り、コテツの隣へと座り込んだ。
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			　それを見届け、コテツは両手を合わせる。

			「いただきます」

			「いただきまーす」

			「はい、どうぞ」

			　あざみがコテツに続き、リーゼロッテが笑う。それを、エリナがぼんやりと見つめていた。

			　何か訊(き)きたそうな顔をしていたが、しかし、食前の挨(あい)拶(さつ)は宗教的、もしくは土地柄的なものだろう、と勝手に納得してくれたようで、何か言ってくることはなかった。

			　コテツは、無言でスープを啜(すす)る。

			　やはり、コンソメだ。ただ、コンソメは作るのが面倒であり、旅の途中に作るようなものではない。とすれば、コンソメのようなもの、という表現をするのが一番正しいのだろうが、コテツは味の違いがわかるほど料理に造(ぞう)詣(けい)は深くなかった。

			「あ、おいしいです」

			　エリナが呟(つぶや)く。

			「それは良かったです」

			　にこにこと、リーゼロッテが応じた。

			「しかし、気にかけろと言われましたが、向こうのほうから来てくれましたねぇ」

			　そんな二人を尻目に、あざみがコテツに話しかける。

			「そうだな。まあ、困ることもあるまい」

			「そうですね。じゃあエリナちゃんエリナちゃん、ちっさいですね、後で抱きしめてもいいですか？」

			「ええっ!?　こ、困るです、えーっと」

			「あざみです」

			「あ、私はエリナです。そちらのお姉さんは？」

			「リーゼロッテと申します」

			「んー、で、ダメなんですか？　抱きしめちゃ。こんなに小さくて可愛(かわい)いのに」

			「だ、ダメなのですっ」

			「そうですよ、あざみさん、さすがにいきなりはびっくりすると思います」

			「あーうー、リーゼロッテさんも言いますか。っていうか、もっとフランクでいいですよ。あざみさんじゃなくて、あざあざとか、みんみんとか」

			「えと、これでもフランクなつもりなんですけど……」

			　少女同士の会話にコテツはついていけない。いや、一名、少女と呼んでいいか怪しい女がいるが。

			　もともと雄(ゆう)弁(べん)ではないうえに、食事中に喋(しやべ)る性質でもないコテツは、黙って食事を続けた。

			　パスタの塩味は実にちょうど良く、コンソメスープもどきもあっさりとしていて、食は進む。

			「抱きしめてもいいですか？　答えは聞いていませんが」

			「ええっ！　困るです！」

			　果たして、あざみはあざみなりに気を使っているのかどうか。

			「じゃあ選びなさい。私に抱きしめられるか、私を抱きしめるか」

			「な、何を言ってるですかー！」

			　今一つ、わからないがコテツは考えることを放(ほう)棄(き)した。

			（まあ、微笑(ほほえ)ましいことだ）

			　そうして、食事を終えて。全員が食器を置いたころ、リーゼロッテが片付けに動き出す。

			　立ち上がって馬車に戻ろうとするコテツに、あざみが声を上げた。

			「そういえば、水場ありますよね？　わざわざ野宿するなら水場必(ひつ)須(す)ですし」

			「そうだな。森で水音は聞いたが」

			　その問いに正確に答えることができたのは、エリナ。

			「はい。向こうに川があるです。上流は森に繋(つな)がってるです」

			「そうですか」

			「それが、どうかしたのか？」

			「私、これでも綺(き)麗(れい)好きでして、と家庭的な女をアピールしてみますが、つまり、水浴びしたいんです」

			「危険じゃないか？」

			「大丈夫ですよ。私の身体能力ならある程度は。最悪、魔術でジュッと行きますし」

			「……そうか」

			「じゃ、行ってきますね」

			　そう言うとあざみは、馬車に引っ込んでしまった。水浴びのためにタオルでも出すのだろう。

			　しかし、そうすると。

			　リーゼロッテも、食器の片付けと寝る準備のため馬車のなかであり、焚(た)き火を囲むのは、エリナとコテツだけになってしまった。

			　無言が、場を支配する。

			　そして、そんななか、ふとコテツのなかに疑問が浮かび、彼はそれを口にしようとした。

			「……あの」

			　のだが、先を越された。

			「なんだ」

			　コテツは、まあ、大した質問ではない、と口にするのを諦(あきら)めた。

			　そのうち、訊(き)く機会もやってくるだろう、とエリナの言葉に耳を傾ける。

			「しばらく、貴方(あなた)たちと一緒に行動をしても、構いませんですか」

			「それは、どういうことだ？」

			「寝(しん)食(しよく)をともにし、同じように働きたいのです」

			　つまるところ、仲間として扱(あつか)え、といったところだろうか。

			「しかし、君は依頼人の娘なのだが」

			　いろいろ問題があるだろう、とコテツは言うが、エリナは首を横に振った。

			「父にはもう許可を得たです。一人で無茶をするより、せめてお目付け役がいたほうがいいと判断したと思うです。そちらには、女性も多いですし」

			「ルーのところへ行けばいいだろう。彼女は幼(おさな)馴(な)染(じみ)だろう」

			　そう言うと、なぜかエリナは困ったように苦笑した。

			「彼女は、私に世話を焼きすぎてしまうです。私は、冒険者の生活というものを体験したいのに、貴族のお嬢様になってしまうです」

			「冒険者の生活、か」

			　コテツが呟(つぶや)くと、わが意を得たり、とばかりにエリナは笑う。

			「はいです。いろいろな経験をしてみたいです。この旅は、一週間ほどで終わって、私はまた、屋敷のなかですから」

			「そうか。まあ、許可が下りているなら問題ない」

			　依頼人の許可が出た以上は、依頼人の娘の頼みを断る理由はどこにもない。

			「はいです、ありがとうですっ」

			　にっこりと笑うエリナに、面倒が増えた、とコテツは内心溜(ため)息(いき)を漏(も)らす。

			　と、そこで、馬車からあざみが降りてくる。

			「では、行ってきますねー、エリナさんも一緒にどーですか」

			「私は遠慮するです」

			　着替えとタオルを持ったあざみの誘いをエリナは断る。それを尻目に、コテツは立ち上がった。

			「俺も行こう」

			　短く言うと、あざみは目を丸くした。

			「え、ええ!?　え!?　堂々覗(のぞ)き宣言!?　これはあれですか!?　確変ですか？　遂に私の時代きました!?」

			「さすがに無用心がすぎるだろう。番をさせてもらう」

			　色めき立つあざみに、コテツは冷たく言い放つ。燃え上がっていたあざみは、一瞬にして鎮(ちん)火(か)した。

			「喜んでいいのか、悲しむべきなのか……」

			「どうした？」

			「いえ、心配されていることを喜ぶべきか、身体に興味を持たれていないと嘆(なげ)くべきか……。下心隠してるって信じても、いいですよね、ご主人様……」

			「困る」

			「……」

			　無言になって、二人、歩き出す。すぐ近くの川沿いを歩いて、森の少しなかまで。

			　コテツは、大きな木の前で立ち止まった。

			「何かあったら呼んでくれ」

			「覗(のぞ)きに来てもいいですからねー」

			「遠慮しよう」

			「覗(のぞ)きに来てくださいねー」

			「すまないが断る」

			「……。入ってきます」

			「ああ」

			　そうして、あざみは背後の木の向こうへと消えていった。

			　衣(きぬ)擦(ず)れの音が聞こえたあと、水のなかに入っていく音が聞こえる。

			　コテツは、その場に座り込んだ。そして。自然の水音のなか、たまに聞こえる不自然な水の音。水浴びをする音が断続的に聞こえてくる。

			　コテツは、黙って待ち続けた。そして、何分経ったろうか。

			　唐(とう)突(とつ)に。

			「きゃああああ！」

			　悲鳴。

			「どうした……！」

			　コテツは飛び跳ねるように、すぐさま立ち上がった。

			　背後を振り向き、川へ。

			　そこには、あざみが立っている。

			　白い肌(はだ)に細い腰。スレンダーな姿と、艶(つや)やかな黒髪が月明かりに照らされ、妖(あや)しく輝(かがや)いて見える。

			「何が――」

			　他に――、何もない。

			「……何が」

			　声のトーンを落として、もう一度。あざみは、ポツリと呟(つぶや)いた。

			「えっと……、蛙(かえる)が」

			　そう言って、彼女は顔を真っ赤にして、俯(うつむ)いてしまった。

		

	
		
			[image: p083.jpg]
		

	
		
			「……そうか、すまん」

			　コテツは、即座に踵(きびす)を返す。そして、逃げようとするのだが。

			　軍服の裾(すそ)をつままれていることに気がついて、今一度コテツは後ろを振り向いた。

			「どうした」

			　すると、あざみは顔を伏(ふ)せたまま、耳まで真っ赤なまま、おずおずと、口にする――。

			「その……、一緒に入っちゃったりとか……、します……？」

			　いつもは抱きついてきたり、覗(のぞ)けだのなんだのと、好き放題やってくるくせに。

			　こういうときだけ、恥じらうのは。いささかどうなのか、とコテツは思う。

			「……いや、確かに今の君の姿は大変魅(み)力(りよく)的(てき)なのだろうが」

			「え!?　へ？　あ……？」

			「さすがに問題だろう、それは」

			　そうして、逃げ去るようにコテツはその場をあとにした。

			　再び、木を背に座り込むと、彼は溜(ため)息(いき)を一つ。

			「……先が思いやられる」

			　そうして、夜は更(ふ)けていく。

		

	
		
			　

			27　逃がした魚

			　

			　翌日からの旅の道(みち)程(のり)は、とても無邪気なものとなった。

			　果たしてエリナが参入したことによるものなのかはわからないが、とかくに明るい旅だった。

			　イクールの領地は、国境に程近く、それなりの距離はあるのだが、それほどまでに凶暴な魔物が発見される事例はほとんどないという。

			　気がかりは誘(ゆう)拐(かい)計画くらいのものだが、今のところその気配もない。だが既に情報を掴(つか)み、警戒している騎士団と傭(よう)兵(へい)団がある。そう考えれば、気楽なものなのである。

			「コテツさん、釣(つ)りはどうでしょう」

			　二日目の野営地点で、リーゼロッテは提案した。

			　一息に森を抜けた辺りで、馬が音を上げたため、今日も早めの野営だ。

			「釣(つ)り？　道具が見当たらないが」

			「針と糸さえあれば、どうにかなりますよ」

			「そういえば、君は森暮らしをしていたのだったか」

			「はい、なので、簡(かん)易(い)的な釣(つり)竿(ざお)でしたら」

			「魚も悪くないな。釣(つ)れるかどうかはまったくわからんが」

			　コテツは立ち上がる。腐(くさ)りやすい魚を野宿などで食べるには、やはり釣(つ)るしかない。

			　コテツも魚は嫌いではないし、それに、野営は暇(ひま)なのだ。

			　野営は基本的に食事を済ませ、寝るだけだ。それ以外はまるっきりやることがない。

			　寝具の用意に何時間もかかるわけではないし、食事だって準備から片づけまで二時間あれば十分すぎる。手の込んだ料理を作れるわけではないのだから、そんなものだ。

			　ならば暇(ひま)つぶしに本でも持ち込めばという話だが、それは荷物と相談したうえで良しと判断できた場合だ。荷物は軽いに越したことがないし、それに、旅の半ばで読み終えてしまえばそれこそデッドウェイトだ。

			「エリナ、君は向こうに行かなくていいのか？」

			　ただし、貴族ともなればまた違う。

			　それなりのテントが用意されるし、食事も野宿とはいえ悪くないだろう。

			　荷物が重くなろうがわがままも通るのだろうが、エリナは首を横に振った。

			「私は釣(つ)ったお魚が食べたいですっ」

			「そうか？」

			　お嬢様というのはそういったものを好まないのではないか、というコテツのイメージは、誤りのようで。

			「お屋敷に戻ったら、こういうこと、もうできませんし。いろいろ経験してみたいですっ」

			　笑顔で言うエリナに、コテツがかける言葉はなくなった。

			「リーゼロッテ、頼む。あざみもやるだろう？」

			「はいはいやりますよー。さすがに一人仲間はずれとかないですって」

			「とすると、竿四本になるが、作れるか？」

			　最悪、作れるだけ作って一人二人は手伝いでもいいかと思ったが、それは杞(き)憂(ゆう)で、リーゼロッテは笑顔で答えてくれた。

			「大丈夫ですよ。じゃあ、その辺の木から、枝採ってくるので、ちょっと待っててください」

			　軽やかに、背後の森へ走り出すリーゼロッテ。コテツはそれを見送る。

			　そして、数分が経ち。リーゼロッテが、軽やかに駆(か)けて、森から馬車へと戻ってきた。

			「作ってきましたっ」

			「早いな、というか、手伝うべきだったな、すまない」

			「いえいえ」

			　笑顔で四本の竿、木の枝で作られた簡(かん)易(い)的な釣(つり)竿(ざお)をリーゼロッテは差し出す。

			　そんななか、リーゼロッテを見ていたエリナが不意に声を上げた。

			「ひゃあ！」

			「どうした」

			　一体どうしたのかとコテツが訊(き)くと、エリナがリーゼロッテの頭を指差している。

			　そこには、小さな紐(ひも)状の虫がくっついていた。芋(いも)虫(むし)だ。

			「む、虫が……」

			「ああ、虫がついてるな」

			　髪の毛に虫をつけたまま、というのは愉(ゆ)快(かい)なことではないだろう。

			　コテツはひょいと虫を手で掴(つか)むと、馬車の外へと放った。

			「あ。ついてましたか？　ありがとうございます」

			「む、虫を素手で……」

			　動じないのリーゼロッテと、戦(せん)慄(りつ)するエリナ。

			　さすがにそこはお嬢様か、と逆にコテツは納得してしまった。

			「とりあえず、エサの虫も採ってきたので、すぐいけますよ」

			　まあ、それはともかく、リーゼロッテは完(かん)璧(ぺき)に準備を終わらせてきてくれたようである。

			　内心感心しつつも、コテツは心中で呟(つぶや)く。

			（さすが元野生児、と言うべきか……、そしてこちらはさすがお嬢様、といったところか）

			　そしてもう一人、彼はあざみのほうを見た。

			「あざみ、君は虫などは苦手か？」

			　純粋に気になったというのが半分と、旅をするにあたって知っておいたほうがいいだろう、というのが半分。旅ともなれば、虫はもちろん、不(ふ)衛(えい)生(せい)とも直面していく。

			　僻(へき)地(ち)に配属され、不(ふ)衛(えい)生(せい)や虫の羽音による不眠などによってストレスがたまり、体調を崩す軍人も、コテツは見てきた。しかし、当のあざみはけろりとしている。

			「別に苦手じゃないですよ？」

			「蛙(かえる)であんなに叫ぶのに、か？」

			　あざみは顔を赤くした。他の二人は、コテツの言葉の意味がわからないようで、首を傾(かし)げている。

			「そ、それは、まあ。その。背中にいきなり飛び乗られたらびっくりするじゃないですか……」

			「そんなものか」

			「そんなものです、ささ、釣(つ)りしましょう。夕飯が楽しみですね」

			　そう言って、一同は川へと歩いていった。

			「……しかし、長い川だな」

			「んー、しばらく先の山まで続いてますよ。大陸でもそこそこでかい川ですよ、多分」

			　あざみの情報を信じるなら、大陸でもそれなりの大きさを誇(ほこ)る川は、野営地からさほど遠くもないところにあった。街道そのものが川に沿うようにあるようなので、当然だが。

			「えっと、これ、エサです」

			　そう言って、リーゼロッテが葉を縫(ぬ)って作ったものであろう即席の袋を開く。

			　そこには、虫がびっしりと詰まっていた。

			「……え、あ、あ、い、生きてるです、これ」

			　血の気の引いた顔でそれを見るエリナに、リーゼロッテは笑顔を向ける。

			「はい。釣(つ)りエサは鮮(せん)度(ど)が肝心なんですよ。エビなんかは、死んでしまったものだと急に食いつきが悪くなるくらいですから」

			「えあ……、はい」

			「はいはーい、リーゼロッテ先生、エサはどうやってつけたらいいですかー？」

			　ショックから立ち直れていないエリナと、ノリノリで手を上げるあざみ。

			　コテツは黙って傍(ぼう)観(かん)していた。

			「とりあえず、虫の頭のほうから、身体に通すように差してください。それで、途中でお尻の部分を垂らしてですね、長かったら切っちゃっていいです。人によってとか、魚の具合によって長さは変えたりするんですけど」

			「ふむふむ、なるほど」

			　言いながら、あざみはエサである細長い虫を取り、針に刺していく。

			　コテツも、それに倣(なら)い虫を針に刺しつつ、リーゼロッテへと声をかけた。

			「詳しいんだな」

			「え、はいっ。これでも昔はお魚とって食べてたんです。コテツさんは、釣(つ)りの経験は？」

			「昔、友人に付き合わされたことはある。何度かな。そのときは、ルアー釣(づ)りだったうえ、さほど程釣(つ)れてもいないから、素(しろ)人(うと)と呼んでもいいだろう」

			「えと、るあー？」

			「魚の餌(えさ)に似たもの、と言うべきか。金属や樹(じゆ)脂(し)でできていて、使い捨てではない……、といっても詳しく知らんのでこのくらいの説明しかできんが」

			「エサなしで釣(つ)れるんですかっ？　あっ、でも、聞いたことあるかもしれません、どこかで木で作ったエサで魚を釣(つ)ろうとしてる人がいるとか」

			「それが進化したら、ルアーになるのだろう」

			　コテツの世界でも、既に中世と呼べる時代には、そういった試みがあったらしいから不思議ではない。まだ、ルアーと呼べる物ではないにせよ、前身と呼ぶには十分だ。

			「凄(すご)いですねぇ……、エサが要らないなんて」

			「とはいえ、生き物のように見せかけてエサを動かしたり、部品の組み合わせに気を使ったりと、到底俺にできるようなものではなかったが」

			「難しいんですか？」

			「俺にはな」

			　呟(つぶや)いたころには、エサをつけ終わっている。

			　エリナの様子を見てみる。彼女はいまだに、エサの前で戸(と)惑(まど)っていた。

			　さすがにお嬢様には辛(つら)いかと、コテツは彼女へと声をかける。

			「無理なようなら、俺がつけるが」

			「い、いえ、大丈夫、大丈夫です！　何事も経験、こういうことにも慣れておかなければならないですっ」

			　コテツなりに気を遣ってみたのだが、エリナは固(こ)辞(じ)して意を決したように虫を掴(つか)んだ。

			「あう……」

			　そして、手を震わせながら、針に虫を刺していく。

			「あうぅ……」

			　その感触に、肩まで震わせつつも、彼女は遂にエサを針につけることができた。

			　それを確認して、リーゼロッテが川のほうを向く。

			「では、あとは川に垂らすだけですね」

			「他にコツとかがあれば、先に言っておいてもらえると助かるが」

			「えっと、特にないですかね。あとは、勘(かん)です」

			　そう言って、彼女ははにかむように微笑(ほほえ)んだ。

			（野生の勘(かん)か……）

			　そんなものはない、と若(じやつ)干(かん)困りつつも、コテツは川へと糸を垂らす。

			　ちょうどいい岩があったので、そこに座りながら。

			　ちらり、と横を見てみると、各々、好きなように糸を垂らしているようだ。

			　あざみは、楽しむように肩の力を抜きながら。エリナは、真剣に、川を睨(にら)み付けながら。リーゼロッテは、自然体でありながらも、動きがどこか玄(くろ)人(うと)臭い。本気で夕食を釣(つ)り上げるつもりらしい。

			　コテツは、ぼんやりと糸を垂らした。

			　そうして、一番最初に動きがあったのは、やはりと言うべきか、リーゼロッテだった。

			「あ、一匹釣(つ)れました」

			　一同が、リーゼロッテを見る。

			「早っ、早いですよリーゼ先生！　くっ、これが釣(つ)り経験者との差ですか。これでは、大量に釣(つ)り上げて、ご主人様に抱きしめてもらいながら、なでなでしてもらう作戦が……」

			「そんな景品は用意してないが」

			　大げさに悔(くや)しがるあざみだが、エリナもまた、それを見て息巻いていた。

			「私とて、イクール家の娘ですっ、負けられないですっ」

			「……元気だな」

			　コテツは呟(つぶや)く。エリナも、意外とあっさりと溶け込んでいて、安心して釣(つ)りができそうだ、とコテツは水面を眺めたのだった。

			「まあ、素(しろ)人(うと)がそう簡単に釣(つ)れるものではないのだろうが……」

			　それからは、なかなかハプニングにまみれた釣(つ)りとなった。

			「あっ、あ、引いてるです！　来たです!!」

			　エリナが大物を引き当て、懸(けん)命(めい)に竿を引くのだが、なかなか釣(つ)れず。

			（しかし、木の枝で作った即席のわりに、随(ずい)分(ぶん)と丈夫だな。そういう木でもあるのか）

			　と、よくしなる竿を見ながらコテツが思索していると。

			　エリナの体は少しずつ前(ぜん)傾(けい)姿勢へとシフトして行き――。

			「んん……!!　あ、きゃああああっ！」

			　エリナ、川に落下。

			「む、大丈夫か？」

			「あう、大丈夫です」

			　浅めのところに尻(しり)餅(もち)をついて、ずぶぬれになったエリナは立ち上がるなり、いつの間にかエサが外れて浮いていた竿を手に取り再び地面へと上がってきた。

			「負けないです……！」

			　なんとも涙ぐましい努力。

			「着替えるなり、服を乾かすなりしたらどうだ」

			「問題ないです、魔術で暖(あたた)めるです」

			　言って、すぐに彼女は釣(つ)り糸を垂らし始めた。

			　果たして温風を生み出す魔術でもあるのだろうか、と、眺めてみるが、コテツの目では特に何もわからない。そんななか、運がいいのか悪いのか、再びエリナの針に、魚が引っかかる。

			「きゃっ、また引いてるですっ、来ました！」

			　この辺りの魚はどれほど飢(う)えているのかと思わなくもないが、しかし、また結構な大物が引っかかったのは事実。

			「ふっ、うっ、こ、今度こそ……！」

			　ただ、エリナは全力で引き上げようとしているが、やはり先ほどの焼き増しであるかのように、力負けしていた。このままでは、結果も先ほどと同じになってしまうだろう。

			　が、しかし。さすがに二度目ともなれば、コテツが対応できた。

			　竿を岩場に置き、すぐさまエリナのもとへ。そして、背後から抱きかかえるようにして、彼女を支え、片手で、彼女の手に重ねるように竿を握る。

			「竿が折れそうだな……！」

			　果たして、枝で作られた即席の竿が折れるのが先か、それとも魚が根負けするのが先かと言わんばかりに、竿がしなっていた。

			「うう……！　あと、もうちょっと……!!」

			「あ、ちょ、後ろから抱きしめられて一緒に釣(つ)りとか、大物引っかけたらそんな特典ついてくるんですか」

			　あざみが何か言ってるが、気に留めている余裕はなく。

			「そろそろ一気に行くぞ」

			　魚の疲(ひ)労(ろう)が見え隠れしたタイミングで、コテツは言った。

			　これ以上しのぎを削(けず)り合っても、竿が折れるだけだとの判断。

			「……は、はい、お願いしますです！」

			「では、行くぞ」

			「はいっ」

			　二人、背後へ倒れ込むように、思い切り力を入れる。

			　瞬間。

			　飛び上がる魚。陸地へと落ち、最後の抵抗に、地を跳ねる。

			　すぐさま、エリナはその顔に喜(き)色(しよく)を浮かべた。

			「や、やった、釣(つ)れた……!!」

			「楽しそうだな」

			「あ、ごめんなさいですっ！」

			　コテツと一緒に背後に倒れ込んだため、エリナは座り込んだコテツの膝(ひざ)元(もと)に収まっている。

			　彼女は慌てて立ち上がろうとするが、なかなか上手くいかず、手が地面を探し、あわあわと彷徨(さまよ)った。

			「いや、かまわないから落ち着いてくれ」

			　仕方ないので、コテツはそのままエリナを抱きしめて立ち上がった。

			　ぶら下がる格好のエリナを、コテツは地面に下ろす。

			　それが恥ずかしかったのか、エリナの顔は赤くなる。

			「は、はい……、ありがとうです」

			　赤いままの顔で彼女は礼を言うと、自らが釣(つ)った魚のもとへ、ぱたぱたと駆(か)けていった。

			　魚を掴(つか)もうとしては苦戦していたが、その顔はどこか楽しそうだ。

			（濡れてしまったが、まあ、いいか）

			　その光景は、濡れてしまった服くらいの価値はあるだろうと、コテツは歩いて再び岩場に座り込む。

			「あ、ご主人様っ！　かかりました、かかりましたよ、おっきいの！　だから後ろから優しく抱きしめてくださいっ、それでうっかり胸とか揉(も)んじゃったりしてそういうイベントをですねっ」

			「……そのようなサービスは行ってないので、自慢の身体能力でどうにかしてくれ」

			　あざみの言葉を黙(もく)殺(さつ)すると、しばらくして誰かが水に落ちたかのような音が聞こえてきたが、やはりコテツはぼんやりと釣(つ)り糸を垂らすのだった。

			　そうして、夜。その日もまた、エリナとともに食事をとる。

			　無論、今日釣(つ)った魚がメインだ。結局、コテツの釣(ちよう)果(か)はゼロだが、リーゼロッテは安定してほどほどの大きさの魚を大量に釣(つ)っているし、エリナは大物一匹を釣(つ)り上げている。

			　あざみは、小さな魚を二匹ほど。

			「うーあー、まだ湿ってます」

			　あざみが嘆(なげ)くように言うと、エリナもまた、それにうんうんと頷いた。

			「はいです……」

			　そうして四人、焚(た)き火を囲んで、魚が焼けるのを待つ。

			「そろそろ、食べれますね」

			　リーゼロッテが呟(つぶや)き、火のなかから串に刺さった魚を取り出した。

			　それと同時に、昨日と同じスープを渡し、それが今日の夕食となる。

			「コテツ、コテツ」

			「なんだ、エリナ」

			「両手を合わせて、イタダキマスと言えばいいですか？」

			「ん？　ああ。俺の国ではな」

			「では、イタダキマスです」

			　そう言って、エリナが両手を合わせて笑う。

			「国柄だから、別にすることはないが」

			「こうして、皆と一緒のことをするのは、楽しいですから。だから、イタダキマスです」

			「そうか。では、いただきます」

			「じゃあ私も、いただきまーす」

			　そう言うのならば問題ない、と両手を合わせるコテツにあざみが追(つい)従(じゆう)する。

			　続いて、リーゼロッテが両手を合わせた。

			「いただきます」

			　そうして始まる食事に、最初に顔を綻(ほころ)ばせたのはエリナだ。

			「おいしいです……。自分が釣(つ)った魚だと思うと、嬉(うれ)しいですねっ」

			　にっこりと笑うエリナへ、コテツは冗談を返す。

			「それは嫌(いや)味(み)か」

			　一匹も釣(つ)れなかったコテツが言う。

			　なんとなく、先日森で言われた言葉にかけた意(い)趣(しゆ)返(がえ)しなのだが、エリナには、普通に謝られた。

			「ご、ごめんなさいです」

			「いや、冗談なのだが」

			「真顔で冗談はどうかと思うです……」

			「そーですよー、ご主人様。もっとにこやかに笑ってー」

			「にこやかなコテツさんって、想像できないんですけど……」

			　リーゼロッテの苦笑に、あざみはうんうんと頷いた。

			「さわやかにこやかなご主人様とか、薄(うす)気(き)味(み)悪くて死ねます」

			「君は俺に思うところでもあるのか」

			「ありますよ。大好きです」

			「……そうか」

			　和気あいあいとした食事風景。この世界に来た当初は、こんなことになるとは思っていなかったが、悪くはないものだった。

			　

			　そして、夜も更(ふ)けてきたころ。

			「眠れないのか？」

			「え？　あ、いや、別に、です」

			　寝ずの番をするコテツは、不意に、エリナへと語りかけた。

			　そして彼は立ち上がると、まるで野生動物のように丸くなって眠るリーゼロッテの毛布をかけ直し、そもそも毛布を使わずに横になっていたあざみに、毛布をかけてやった。

			　それが終わると、コテツは元の位置、毛布に包まり膝を抱えるエリナの隣へと座った。

			「ただ、こういうの、楽しいな、って思って……」

			「そうか」

			「寝るの、なんかもったいないです」

			　はにかむように微笑(ほほえ)んで、彼女は言った。コテツは、エリナへと目を向ける。

			「君は……」

			　そして、彼は彼女を見つめながら、一日ともに過ごして気になったことを問うことにした。

			「君は、冒険者になりたいのだろう」

			　ともに過ごしていて、そのように思える。こくり、とエリナは頷いた。

			「……はいです」

			　なぜ、とコテツは思う。

			「そんなに、冒険者は魅(み)力(りよく)的(てき)なのか、それとも貴族の生活が面倒なのか」

			「冒険者は、自由でいいです。……自分で何かするのは、大変ですけど、楽しいです」

			「……そうか」

			　貴族というものは、そのなかでも子というものは、不自由なく暮らせて、幸せだというイメージが一般にも浸透している。だが、だというのに、背を丸めた彼女の姿は。

			「私は、黙ってれば伯(はく)爵(しやく)になってしまいます。家も使用人も兵士も、先の戦で武(ぶ)功(こう)を立てたお父様のものなのに」

			　とても、寂(さび)しげだった。

			「そういうものだ。遺産とは」

			「そういうものです。だけど、私は……」

			　複雑な思いを吐(は)き出すように、エリナは溜(ため)息(いき)を吐(つ)く。そして、今一度、口を開いた。

			「……私、何も持ってないです」

			　寂(さび)しげな声。コテツには、何も答えることができなかった。

			「屋敷に着くまで、お願いするです」

			「……ああ」

			　せめて、平(へい)穏(おん)無事に旅が終わればいい、とコテツは思う。

			　結果として、旅の最後まで、問題らしい問題は起こらなかった。

			　そう、旅の道(みち)程(のり)は無邪気で、順調なものだったのだ。起きたのは対処可能な問題だけだった。

			　

			　エリナと夜に言葉を交わした翌日。

			「エリナは撹(かく)乱(らん)、あざみは援(えん)護(ご)、リーゼロッテは状況報告と万が一の際に備えて待機。では頼んだ」

			「はいですっ」

			　エリナが駆(か)け、狼の群れへと突っ込んでいく。

			「はいはい援(えん)護(ご)しますよー」

			　その背後から、あざみが指を差すほうへ光の帯が飛んで行った。

			「威(い)力(りよく)低め、ただの牽(けん)制(せい)ですが」

			　それが飛びかかる狼へと当たり、怯(ひる)んだ隙(すき)に、リーゼロッテが剣を振るう。

			　そうして、叩き落された狼のもとに、コテツがバルディッシュを振り下ろしていった。

			　胴を両断され、息絶える狼を払いのけ、コテツは更なる敵に止めを刺していく。

			　撹(かく)乱(らん)、援(えん)護(ご)、攻撃力、勘(かん)が良く、鼻の利(き)く管制。このパーティは、上手く働いていた。

			「狼の数残り七、エリナさん、右にいますっ」

			　リーゼロッテの言葉に応えて、エリナが剣を切り払う。

			「はいですっ。コテツ！　お願いします!!」

			「了解」

			　飛ばされた狼へと、バルディッシュが振り下ろされる。

			「数六ですっ」

			「一気に沈めるぞっ」

			　コテツの声に、エリナが応えた。

			「はいっ！」

			　そうして、狼の群れは次々と数を減らして行き、そしてその数はあっさりとゼロとなる。

			　最後の一匹は、無常にもバルディッシュに叩き斬(き)られ、断(だん)末(まつ)魔(ま)も上げずに、事切れた。

			「戦闘終了、お疲れ様でした」

			　そうして、リーゼロッテが戦闘終了を口にし、コテツはバルディッシュから血を拭き取ると、あざみへと渡した。

			「はいはい、お疲れ様です。格(かく)納(のう)しますね」

			　渡されたあざみは、まるで手品のようにバルディッシュを消してみせる。

			　それを確認してから、コテツはエリナの様子を見に、彼女のもとへと歩き出した。

			「戦闘終了だ。大丈夫か？」

			「は、はいです。だいじょうぶ、いけるです」

			　エリナは、言葉の通り怪(け)我(が)もなさそうに元気に立っていた。

			　実戦経験が豊富ではないだろうし、連(れん)携(けい)などそれこそ初めてだろうから気にかかっていたが、本人の言う通り問題なさそうではある。

			　と、そこで、コテツは彼女の肘(ひじ)に赤い線が走っていることに気がついた。

			　切り傷の類(たぐい)だ。うっすらと血が滲(にじ)んでいる。深くはないようなので、気にすることはないかもしれないが。

			「そうか。しかし、肘(ひじ)のところに傷があるぞ。リーゼロッテに手当てしてもらうといい」

			　すると、どうやらエリナも今気がついたらしく、肘(ひじ)を見て、少し驚いた顔をする。

			「あ……、もう。私、無様です」

			　しゅんと肩を落とすエリナに、コテツは慰(なぐさ)めるでもなく、いつもの調子で口を開いた。

			「生きてるうちの傷は勲(くん)章(しよう)だ。致(ち)命(めい)傷(しよう)は間抜けだが」

			　生きてる間の傷は、歴戦の証。死に至る傷は、食らった間抜け。

			　果たしてこの世の冒険者はどうなのか、コテツはまだ知らないが、似たようなものだろうと。

			「そうなのですか？」

			「ああ。君が。君が自ら戦い、自ら得た、傷だろう。そういうものだ」

			　エリナは、そんな言葉に、にへらと笑う。

			「えへへ、そうですか……！」

			「ああ、そうだ」

			　コテツは頷いて、振り返ると馬車のほうへと歩き出した。

			　

			「勲(くん)章(しよう)……、ですか」

			　にやにやと、エリナはその腕を見ていた。狼の爪(つめ)が掠(かす)めたであろう、浅い傷。傷跡にはならないだろうが、治るまでは数日あることだろう。

			　彼女は今、充実感に溢(あふ)れていた。

			　旅は、楽しい。食材を探しに行ったり、皆で魔物と戦ったり、外で寝たり。

			　今まで、決してさせてはくれなかったことだ。なんせ、剣の稽(けい)古(こ)ですらやっとのことで勝ち取ったほどなのだから、まともに戦わせてくれるなんてあるわけがない。

			　彼女の人生を一言でまとめるなら、『まるで、お人形さん』である。

			　大切に育て上げられ、何もさせてはくれない。別に周囲に悪気があるわけではない。むしろ慈(じ)愛(あい)を持って周囲は彼女に何もさせない。

			　だが、だからこそ、エリナはその手で何も手に入れることができなかった。

			　ただ、他人に担(かつ)がれるがまま生きて、朽(く)ちていく。それが、予測される彼女の人生だ。

			　黙っていれば、気が付けばイクールの当主となり、領地経営を行い、そして死ぬ。

			　父親の残すレールを辿(たど)るだけの生だ。言われるがまま、されるがままに生きてこざるを得なかったこの十三年間が、それを物語っていた。

			　だが、この数日は。エリナのこれまでの、人形のような人生のなかで、この数日は眩(まぶ)しいばかりの輝(かがや)きを放っている。

			　コテツ、リーゼロッテ、あざみ。彼らは、エリナを特別扱(あつか)いしない。

			「ふふっ」

			　リーゼロッテは優しいし、あざみは人を煙(けむり)に巻くような態度をとることが多いが、面倒見がいい。コテツは、冷たく、人間味がない印象を受けるが、なんだかんだ言って、少し遠くから見守ってくれる。

			（とても不器用で……、どこか可愛(かわい)らしい人ですけど）

			　にこにこと笑うエリナはふと、近づいてくる足音を耳に捉(とら)えた。

			　誰か来た、と彼女は少しだけ、しまりない口元を引き締める。

			「エリナ、調子はどう？」

			「ルーですか。すごく、楽しいですよ」

			「そう、よかったわね」

			　エリナの姉貴分は、そう言って笑った。

			　彼女とは、古い付き合いだ。父親が友人同士で、気が付いたころには一緒に遊んでいた。五つほど年上の彼女は、いつもエリナを気にしてくれる。

			「あら……。エリナ、怪(け)我(が)してるじゃない」

			　だが、そんな彼女は、エリナの肘(ひじ)の辺りを見て眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			　その顔は、さっきと打って変わって不満そうだ。

			「……ダメね、あいつら。私だったら、エリナに傷ひとつつけさせないのに」

			　言われて、エリナは心にわだかまりを感じていた。

			　姉貴分が、その傷を理解してくれないことに。まるで、エリナを割れ物のように扱(あつか)うことに。

			「……どうしたの？」

			　いつもならば、それに対し、苦笑で返すところだったのだが、しかし、今日はなぜだか。

			　聞かれて、エリナはそのわだかまりを、言葉にして吐(は)き出すことができた。

			「……勲(くん)章(しよう)です」

			「はい？」

			「コテツは……、これを勲(くん)章(しよう)と言ってくれたのです……」

			　悲しいのだ。この姉貴分が、理解してくれないのが。それを、不器用に言葉にした。

			「……そう、ごめん」

			　彼女は、とても優秀で優しく、エリナにとっても自慢の姉貴分なのだが、エリナに対し、酷(ひど)く過保護なのだ。エリナのルーへの、たった一つの不満である。

			　ただ、謝ってくれた以上はもう引きずらない。エリナは、寂(さび)しげだった表情を変え、真顔でルーに訊(き)く。

			「いえ、いいです。それより、私に何か用事ですか」

			「ああ、うん。大した用じゃないの。顔を見にきただけ」

			「そうですか」

			「楽しそうでよかった」

			「はいです」

			「じゃあ、またね」

			「はい、また」

			　去っていく背中を見送って、エリナは寂(さび)しそうな顔で呟(つぶや)いた。

			「楽しいです……。こんな日々が、ずっと続けばいいのに――」

			　旅が、長引けばいい。だが、そうはならないだろう。

			　旅は順調なのだ。問題などどこにもなく、日が伸びることもなく。ただ、つつがなく。

			　予定通り旅は終わりを迎えてしまうだろう。エリナの、予定のままに。

			　

			　コテツたちの馬車へと、エリナが戻ってくる。

			「遅かったな」

			「ルーに会ったのです。私のことを心配していたみたいで」

			「そうか」

			　エリナが、ぺたんと馬車の床に座る。馬車が動き出し、地面の形に合わせ車内が揺れた。

			「旅も折り返し地点ですねぇ」

			　しみじみとあざみが呟(つぶや)く。

			「そうだな」

			　コテツが短く返すなか、少しだけ浮かない顔で、エリナはコテツを見つめていた。

			「どうかしましたか？」

			　それに気付いたリーゼロッテが、エリナを気遣う。エリナは慌てて手を振った。

			「なっ、何もありませんです、大丈夫ですっ」

			　とてもなんでもないようには見えない。

			　コテツもまた何か問いかけようと口を開きかけた、そのとき。大きく、馬車が揺れた。

			「っ、なんですか？」

			　エリナが声を上げるなか、いくつかの荷物が崩れて地面に落下する。

			　やがて、揺れが落ち着くとともに馬車が停車した。

			「ＳＨの足音だな」

			　コテツは、ぽつりと呟(つぶや)いた。

			「妙なタイミングで来たが……、これが」

			　聞いていた誘(ゆう)拐(かい)計画とやらか、と口にしたところで、押っ取り刀でクラウスが駆(か)けつける。

			「エリナ様！　ご無事ですか!?」

			「クラウス、私は無事なのです」

			　その傍(かたわ)らで、コテツは周囲を眺めた。

			　先ほどの揺れで荷物こそ崩れたが、人的被害はない。あざみは座っていたのでバランスを崩しても特に問題はなかったし、立っていたリーゼロッテも亜人のバランス感覚か、立ったまま耐えた。

			「賊(ぞく)の襲(しゆう)撃(げき)です！　もしかすると狙(ねら)われているのはエリナ様かもしれませんっ。私がここでエリナ様をお守りします！」

			「そうですか……、わかったのです」

			　エリナが頷く。

			　クラウスが来たのは僥(ぎよう)倖(こう)だった。エリナを守るべきか、攻めに出るべきか迷いどころだったが、今はクラウスがいる。これならば、問題なく反撃に移れるだろう。

			「あざみ、出るぞ。リーゼロッテはここで待機。何かあればすまんが頼む」

			「はーい」

			「わかりました」

			　ＳＨが来たならディステルガイストで戦うまでのことだ。

			　コテツは、二人の返事を背に馬車の外へ向かおうとする。

			　そんなとき、不意にその動きが止まった。エリナに、軍服の裾(すそ)を掴(つか)まれていたから。

			「どうした」

			「あ……、あのっ、行かないほうがっ、いいと思うのです」

			「……なぜだ」

			　振り向いたコテツがエリナと視線を交わす。

			「えっと、その！　前ではルーが戦ってると思うのですっ。ルーは連(れん)携(けい)とかが苦手なので……」

			　そうなのか、とクラウスへと視線を送るコテツに、クラウスは苦笑しながら答える。

			「恥ずかしながら。我々は随(ずい)分(ぶん)と長い付き合いだからいいですが、初ともなれば……」

			　そして、次の言葉は声を潜めての耳打ちだった。

			「……エリナ様が不安になるのも無理からぬことです」

			　なるほど、確かに、エリナはあまり怯えているようには見えないが、無理に気(き)丈(じよう)に振る舞っているのかもしれない。

			「そうか」

			「それに、敵は一直線にこの馬車を目指しています。我々は迎(げい)撃(げき)に徹するべきかと」

			「一直線に……？」

			「はい、それが何か？」

			「いや。俺は外で警戒しておく。あざみも来い。リーゼロッテはなかを」

			　言い残して、コテツは外へと出た。

			　外に出れば、少し遠くでＳＨが戦闘しているのが見える。

			　だが、こちらが優勢だ。コテツが出るまでもなく決着はつきそうに見える。

			　そんなところに、あざみが遅れて出てくる。

			「何かあれば俺たちも出るぞ」

			「その必要はなさそうですけどねぇ……」

			　呑(のん)気(き)にあざみは口にした。

			「何があるかわからん。……それに」

			「それに、なんです？」

			　あざみに促され、コテツは続きを口にした。

			「なぜ、敵が、俺たちの馬車に一直線に向かっている？」

			「そりゃ、エリナさんがいるから……。って」

			　呟(つぶや)いてから気が付いたように、あざみが表情を変えた。

			「なんで敵さんが、どの馬車にエリナさんが乗ってるか知ってるんでしょ」

			「そういうことだ」

			　領主の馬車は他の馬車と違い、比較的豪(ごう)奢(しや)だ。

			　狙(ねら)ってくださいと言っているようなものである。それを守るための護衛だが。

			　しかし敵は、コテツたちが乗っている馬車を狙(ねら)ってきた。外見上は他の冒険者や従者、あるいは貨物が載(の)っているものと変わらない馬車である。

			　エリナは、旅を始めてからコテツたちの馬車に乗ったのに。

			「監視されていたってことですか？」

			「わからん。だが、エリナが単独行動をとったときに手出ししてこなかったのは、不可解だな」

			「騎士の人たちも警戒はしてましたが、監視の気配は一切ありませんでしたね。だとすると」

			「内通者の可能性はあるな」

			　コテツはそう断じた。

			「いやはや、一気に怪しくなってきましたねぇ。どうしましょ」

			「最低限の仕事をこなすだけだ」

			　視線の先では、ルーが戦闘を繰り広げている。

			　三対一だが、激しい動きで敵を攪(かく)乱(らん)し、対応している。

			　荒々しいが経験に裏打ちされた戦い方だ。趨(すう)勢(せい)はルーへと傾き、やがて敵は諦(あきら)めてしまった。

			　反転し、駆(か)けていく敵をルーは無理に追おうとしない。

			　専守防衛に徹するほうがいいと踏(ふ)んだのだろう。

			　彼女が敵を追っているうちに馬車が襲(しゆう)撃(げき)されれば元も子もないのだから、その判断は合理的とも言える。

			「ありゃ、あっさりと終わってしまいましたね。これで終わりですか？」

			　一気に静かになる周囲。

			　コテツたちはしばらく警戒を続けていたが、再度賊(ぞく)が攻めてくることはなかった。

		

	
		
			　

			28　Standby Ready?

			　

			　それからは襲(しゆう)撃(げき)もなく、旅は順調と言えた。

			　既に六日目となった昼間、旅もいよいよ大詰めだ。

			　だが、コテツは違(い)和(わ)感(かん)を覚えて仕方がなかった。

			「また何か考え事ですか？」

			　休(きゆう)憩(けい)中の馬車のすぐそば、考え込むコテツに、あざみが声をかけた。

			「少しな」

			　この場には、あざみとコテツしかいない。リーゼロッテとエリナは昼食の準備をしている。

			「いよいよ旅も終わりですけど、何が気になるんです？」

			「前回の襲(しゆう)撃(げき)が、いやに呆(あつ)気(け)なく終わった。それが気になっている」

			「確かにそうですけど、ルーさんが強かっただけじゃないですか？」

			　確かに、素直に受け取れば、あざみと同じ見解になる。

			　敵が手を引く判断を下した。確かに、割に合わないと判断すればあり得る話だ。

			　内通者がいたとしても、このまま何食わぬ顔で旅を続けて依頼を完(かん)遂(すい)すれば損はない。

			「では、なぜあのタイミングで起きた」

			「そりゃ、適当に……。いや、変ですか。相手は内通者を用意してるか、私たちに気付かれないような監視を付けている。そのうえであの襲(しゆう)撃(げき)」

			「そうだ。俺なら、夜か到着寸前を狙(ねら)う。もしくはエリナが孤立した瞬間だ」

			「孤立時はもちろんですね。それと一番安心して、油断してるときですか」

			　コテツは頷く。

			「そうだ。少なくとも、昼間、馬車に乗っているところは襲わん」

			　内通でも監視でも、それなりの下準備がありそうな相手だ。その相手にしては、あまりにお粗(そ)末(まつ)すぎるだろう。

			「じゃあ、あれは囮(おとり)ですか？　本命がこのあと待ち構えてる、と」

			「それがわからん。油断させたいなら逆効果だ」

			「確かに。別に襲う必要はなかったですね。でも、じゃあ諦(あきら)めちゃったんじゃないですか？　他に作戦があったけど、思ったよりルーさんが強かったとか」

			「そうならいいのだが」

			　そう呟(つぶや)いて、コテツは歩き出す。

			「少し周囲を見て回る」

			「はーい」

			　ここ数日警戒しているが、誰かが外部と連絡を取り合っている様子もない。

			　こうして歩いてみたところで、思い思いに休(きゆう)憩(けい)を取る姿しか見られない。

			「なーんか難しい顔してるわねぇ。あ、いつもか」

			　背後から声をかけられて、コテツは振り返った。

			「ルーか。どうかしたのか」

			「いや、長閑(のどか)な雰(ふん)囲(い)気(き)に似合わない男がいたからつい、ね」

			「長閑(のどか)か。確かにそうかもしれん」

			　上を向けば青空が広がっている。特に何事もなく終わりかけている旅を思えば、長閑(のどか)と言えるかもしれない。

			「このままだと、せっかく合流したうちのＳＨも無(む)駄(だ)になりそう」

			「……ＳＨか」

			　賊(ぞく)の襲(しゆう)撃(げき)があった翌日、警戒を強め、ルーの仲間たちが五機のＳＨとともに合流していた。

			「あ、そうそう、あの子はどう？　元気にやってる？」

			　思い出したように口に出されたあの子とは、エリナのことだろう。

			「ああ。こちらの二人とも溶け込んでいる」

			「ふーん？　でも、よく考えると、亜人のメイドに、女の子と、男一人のパーティって珍しい組み合わせよね」

			「そうなのか？」

			　疑問符を付けて言葉を返したコテツに、ルーは呆(あき)れた顔をした。

			「まずメイドって時点で何がなんだか。メイドつれてる冒険者なんて、余程の物好きか金持ちだわ」

			「そうか」

			「まあ、そんなパーティだから、あの子を任せられるんだけど」

			　そう言って彼女は肩を竦(すく)める。

			「予行演習、と思ったけど、上手く行っているみたいで良かった」

			「予行演習？」

			「知ってるでしょ？　あの子、冒険者になりたいの」

			「だが、そう上手く行くものでもあるまい」

			　現実的な台詞(せりふ)に、ルーは首(しゆ)肯(こう)した。

			「そうね。難しいとは思う。でも、そういう夢とか、希望とか、素敵なことだわ。あなたは、そうは思わない？」

			　コテツは返事をしなかった。ただ、無言で、口を一文字に引き締める。

			　答えを返さずも、ルーは先を語った。

			「私は生まれたときからいろんなことが決まってるなんて、おかしいと思う。人は、自由であるべきだわ」

			「そうかもしれん」

			「だから、私はエリナを応援してるの。というか、うちのパーティ皆でね。皆、あの子のこと妹か娘みたいに可愛(かわい)がってるから」

			「彼女のためなら、命くらい張れる、か？」

			「ええ、そうよ。冒険者なんて皆そんなもん」

			　彼女は、茶化すでもなく、真顔でそう答えた。

			（冒険者か……。実際、彼女がそうなれる可能性は低いだろう。それこそ、国内では……。いや、待て）

			　何かが、引っかかる。

			（……まさか、な）

			「じゃあ、私、行くわ。途中で合流した仲間とも、打ち合わせしなきゃいけないし」

			　去っていく彼女を見送って、結局コテツも馬車の外に出た。

			　考えをまとめてしまおう、とコテツは外の空気を吸おうとする。

			　しかしそこで、またの来客。

			「コテツ殿、お嬢様の調子はいかがでしょうか」

			　鎧(よろい)を着込んだ茶髪の男、クラウス・ピートが、コテツのもとへと歩いてきた。

			　着くなり調子を訊(き)くのだから、随(ずい)分(ぶん)エリナは様子を気にしているようである。

			「悪くはないようだ。今は昼食の準備をしている」

			「ついていなくてよろしいので？」

			「必要ない程度には、彼女らは強い」

			　エリナの剣技自体はなかなかの冴(さ)え渡りであるし、リーゼロッテの身体能力は高い。

			　更に、あざみがそれなりの威(い)力(りよく)を出すつもりで魔術を使えば、今まで倒してきたような相手では話にならない。

			　それゆえのコテツの言葉だが、クラウスの顔には、不安の色が浮かんでいた。

			「……そうですか」

			「しかし、随(ずい)分(ぶん)と気にされているんだな、エリナ・イクールは。先ほどもルーが来ていた」

			「ルーがですか？」

			「ああ。よく知っているのか？」

			「子供のころからの付き合いですが」

			「なるほど」

			　どうやら彼ら三人は、昔からの馴染みであるようだ。

			　一人は貴族、一人は兵士、一人は冒険者という、妙な組み合わせだが。

			「しかし、君はエリナに一生を屋敷で幸せに過ごしてほしいと思っているんだな？」

			　エリナを森で助けたときに、クラウスから聞いた話を思い出す。クラウスは、コテツの言葉に一瞬不可解そうな顔をしていたが、すぐに得心が行ったという表情になった。

			「一体何を……、ああ、なるほど、お嬢様に聞いたのですか。お嬢様の夢を」

			「ああ、君は反対しているんだろう？」

			　クラウスは、前回出会ったときに、エリナに家を継(つ)いでほしいと言っていた。クラウスは頷く。

			「はい。冒険者が悪いというわけではないのですが。しかし、冒険者というのは何かと大変でしょう？　少なくとも、女性の身では。こう言ってはなんですが、お嬢様は育ちのいい身。あのなかで暮らしていけるのかと問われれば、私は首を横に振りましょう」

			「だろうな」

			　コテツも、それ自体には同意する。彼女の細腕で、荒くれのなかに入っていけるかどうかは疑問だ。

			「お嬢様には、父上の後を継(つ)いでいただくことが一番の幸せ。そして、その幸せの道へと導くのが、大人の仕事でしょう」

			　そう言って、クラウスは笑みを浮かべた。女性に好かれそうな、爽(さわ)やかな笑みだった。

			「さて、では私はこれで。あなたには、勝手なお願いかもしれませんが、お嬢様を楽しませてやっていただきたい。お嬢様が満足できるように」

			「善(ぜん)処(しよ)しよう」

			　再び去っていった来客を、コテツは胸にわだかまる何かとともに見送った。

			　立場としては、ルーと正反対だ。

			　そして彼は再び思考へと沈んでいく。

			（あの襲(しゆう)撃(げき)によって何が起こされた？　目を逸(そ)らす以上の何かがあった可能性がある。エリナは俺の出撃を止めた。あの態度は妙ではなかったか？）

			　もしかすると。ある可能性がコテツのなかで鎌(かま)首(くび)をもたげる。

			（俺の考えすぎか……？）

			　

			　その晩。目的地を目の前に、最後の休(きゆう)憩(けい)が行われた。

			　この分だと、明日の昼ごろにはイクールの街に着くだろう。

			　夜も深まり、皆が寝静まったころ。エリナは一人毛布から抜け出し、外へと歩き出した。

			「おはよう。それとも、こんばんはかしら」

			「ルー」

			　真剣な瞳(ひとみ)で、エリナはルーを見つめた。

			「準備、できてるわよ」

			「……はいです」

			　ルーが先導し、エリナが後を追う。そして二人は一機のＳＨの前にたどり着いた。

			　膝を突き、主を待つ鋼(こう)鉄(てつ)の騎士。

			「さ、手を。大丈夫、万全を期したわ」

			「ルー、やっぱり……」

			　ルーがエリナへと手を差し伸べる。

			「何言ってんのよ。ここまで来て。多分、これが最初で最後の機会よ。こんなに上手く行く日は他にないわ」

			「……そう、ですね」

			　エリナは躊躇(とまど)いがちに、その手へと自らの手を伸ばし――。

			「こんな時間にどこに行くつもりだ」

			　後ろからかけられた冷たい声に驚き、肩を震わせながらその手は引き戻された。

			「こ、コテツ!?」

			「あんた、なんで!?」

			「出て行くのが見えたから追ったまでだ。そして、どこに行くのかと訊(き)いている」

			　その言葉に答えたのは、エリナではなく、ルーであった。

			「あ、ああ。ただの散歩よ。夜の散歩。もう街に着いちゃうから、最後に楽しんでもらおうと思って」

			「ＳＨでか」

			　なんでもないことのように言うルーへと、追及を続けるコテツ。

			「そう。この子が冒険者になりたいの、知ってるでしょ？　だから、思い出だけでもってね」

			　あくまでただの散歩。大きな意味はないと言う彼女に、コテツは言い放った。

			「そのまま国境を越えて帰ってこないのが散歩なのか」

			　はっとエリナが息を呑(の)んだ。

			「エリナ、君は自由になるためにこれから国境を越えようとしているな」

			　だが、ルーはポーカーフェイスを崩さない。

			「なんのことよ」

			「あの中途半端な襲(しゆう)撃(げき)によって、君は味方を引き入れた。今日の計画実行のために」

			「言いがかりよ」

			「賊(ぞく)の諦(あきら)めがよすぎる」

			「根性がないだけね」

			「俺の出撃はエリナに止められた。俺が出撃してもしも賊(ぞく)が捕まってしまったら。あるいは、横槍によって誰かが死んでしまうことを懸念したのかもしれん」

			「エリナが私のことをよく知ってただけでしょ。私は強いのよ」

			「馬車のなかにいたのに、なぜエリナは君が戦っていることを確信できた」

			「それは……」

			「クラウスが来ただけで確信するには、理由としては弱いのではないか」

			　そこまで言った瞬間、一気に空気が冷える。

			　表向きだけでも、友好的だった雰(ふん)囲(い)気(き)は、一瞬にして敵意に満ちる。

			「やるっての……？」

			　その敵意を、コテツは表情を変えることもなく、受け流した。

			「いや、そういうつもりでもない」

			「じゃあ、なんのつもり？」

			　その問いかけに、コテツはエリナへと視線を移した。

			「興味があっただけだ」

			「私、なのですか……？」

			　不安げにコテツを見上げる彼女に、コテツは頷いた。

			「ああ。夢を追う人物というものに、興味がある」

			　剣に手を伸ばし、何かあれば今にも抜き放たんとするルーを尻目に、コテツは言う。

			「俺には夢や目標が不足しているらしい。そのため、何か参考になるかと思ったのだが……」

			　心の機(き)微(び)に疎(うと)いコテツですらわかる。

			　その表情は、夢に向かって前進する人間の表情ではない。

			「随(ずい)分(ぶん)と、迷っているように見受けられる」

			「っ……！」

			　図星、とでも言うようにエリナは表情を変えた。

			「エリナ、別に聞かなくてもいいわよ。あんた、止めるつもりはないんでしょ？」

			「現時点ではな。事が起きれば、依頼人の意向に従う」

			「……よくわかんない奴ね」

			「別れる前に、訊(き)いておきたいと思ったまでだ」

			　そして、とりあえず、とコテツは続けた。

			「俺は君の父に雇(やと)われた冒険者だ。だが、今は君の友人として、目の前に立っている」

			　コテツの視線に射(い)貫(ぬ)かれて、エリナは何度か口を開きかけて、止める。

			　それを繰り返して、やがて、言葉が吐(は)き出された。

			「迷うのは、当然だと思うのです」

			「そんなものか」

			「私は、イクールの街が嫌いではないのです。お父様だって大好きです」

			「そうか」

			「国境を出れば、もう、会えないです」

			「それでも、冒険者になるのだろう」

			「はいです。二者択一、一つしか選べないのなら、私は……」

			　コテツをまっすぐに見据え彼女は言った。

			「――こっちを選ぶです」

			　彼女が、コテツに背を向ける。

			「そんなに、冒険者は魅(み)力(りよく)的(てき)か？」

			「コテツに、わかるのですか。この身一つで、何も勝ち取ったことのない人生が」

			「わからんな」

			　コテツはエリナではない。そして、人の心の機(き)微(び)にも疎(うと)い。彼女の気持ちなど一生かけても理解できないだろう。

			「コテツにわかるのですか。冒険者になる道と、領主となる道。どちらが幸せなのか」

			「知らんな」

			　コテツは冷たく言い放った。

			「あいにくと俺には、その悩みに縁がない」

			　そして、と彼は続けた。

			「君が決めることだろう。他の誰が言えば、納得できる」

			　どちらかを手に入れれば、どちらかが手に入らない。それは、十三歳でぶち当たる現実には、あまりに酷(ひど)すぎるのかもしれない。少なくとも、コテツの胸に答えはなかった。

			　一長一短とでも言えばいいのか。多面的に見ればいいところも悪いところもあるだろう。

			「コテツは、私の夢を応援してくれないのですね……」

			　それでも答えを出す人間はいる。だが、コテツにはそういったことへの確たる価値観がない。

			「……コテツは、冷静な人です。そうやって、冷静にものを見てくれるところは、私、結構好きです」

			　そう言うわりには、彼女は悲しげで、苛(いら)立(だ)たしげだった。コテツは、黙って言葉を待つ。

			「コテツは、コテツはそういう人です。短い旅の間でも、わかることです。……でも、そういうところ」

			　コテツは考える。果たして何を言うべきだったのだろうか。

			　ベターな答えとはなんだったのだろうか。

			「――キライです」

			　嘘(うそ)でも。嘘(うそ)でもどちらかが幸せだと言ってやるべきだったのだろうか。

			　そうして、エリナの国境突破は始まった。

			　

			　そして、剣(けん)戟(げき)が響(ひび)いている。

			　動き出した冒険者たちのＳＨに呼応し、騎士たちも動き出した。

			『君たちが、一体なぜ！』

			『可愛(かわい)い妹分の夢を応援して、何が悪いのよ！』

			　想定以上に騎士が粘(ねば)る。

			　奇(き)襲(しゆう)気味に突破し、逃げ切るつもりだった彼女らの思(おも)惑(わく)とは大きく外れ、戦況は混(こん)迷(めい)している。その戦況を見守る者たちがいた。

			　一組はコテツたちである。コテツは無言でただ戦況を見つめている。

			　そしてもう一人、リヒャルト・イクールがいた。彼は使用人たちを背に、突(とつ)如(じよ)始まった戦闘に動揺することもなく、戦況を静(せい)観(かん)していた。

			『領民の将来はエリナ様の双(そう)肩(けん)にかかっているんですよ！　それに冒険者だなどと……。エリナ様はこのまま正道を歩むのがもっとも幸せだ！　これは我々騎士、使用人一同の総意である！』

			　クラウスの率いる騎士団。そして、ルーの率いる傭(よう)兵(へい)団。戦況は拮(きつ)抗(こう)しているように見える。

			『そんなの！　王都の代官に任せておきなさいよ！　エリナはね、ただの女の子なのよ!?　なんで生まれがそうだっただけで、領民の将来なんて背負(しよい)い込まないといけないの!!』

			『僕はエリナ様の将来のためを思っている！　短絡的な君たちとは違う。それに、自由自由と君たち冒険者は口にするが、飢(う)えや危険、そういった問題は君たちが一番知っているだろう！いい面だけを見せて誑(たぶら)かさないでほしい！』

			『そんなの、私たちが守るわよ！』

			　そして。そんな戦況を不安げに、エリナも見守っていたのだ。

			　コテツたちとは戦場を挟んで対岸。

			　騎士たちの粘(ねば)りによってそのままの突破は不可能。そして、危険も多いと判断され、当初乗っていたルーの操縦席から降ろされていた。

			「……ご主人様。それで、私たちは見ているだけなんですか？」

			　剣(けん)戟(げき)と銃声が響(ひび)く戦場の傍(そば)で、あざみは責めるでもなく、問うた。

			「……さてな」

			　ただ、コテツは冷めた瞳(ひとみ)で戦場を見つめている。

			　コテツは、いまだにエリナへ渡せる答えを持ち合わせていない。

			　だが、エリナとはここ数日、短い間だが寝(しん)食(しよく)をともにした仲だ。

			　彼女が真面目で、一生懸(けん)命(めい)な人間なのはわかる。

			　可能であれば、彼女が望むようになってほしいと思う。

			「リーゼロッテ」

			「なんでしょう、コテツさん」

			「彼女は、このまま国外に脱出すれば幸せになれると思うか？」

			　リーゼロッテはその声に、微笑(ほほえ)みを混ぜながら答えた。

			「なれますよ。人って、ご飯と寝るところさえあれば、意外と幸せになれちゃいます。飢(う)えと寒ささえ凌(しの)げれば、人は笑って暮らせます」

			「そうか」

			「でもきっと。あのときああしていれば、って時折、思い出すんだと思います。どんなお金持ちになっても。どんな幸せを掴(つか)んでも。ずーっと」

			「そういうものか」

			「多分、そういうものです」

			　それは、わからないでもない。

			「しかし、そうすると。彼女の悩みの本質はあそこにはない気がするな」

			　あのときああしていれば。そう思うことは、少なからず誰しも抱えているものだ。

			　コテツは、エリナを見つめながら、リヒャルトの下へと歩き出す。

			「おや、何か用ですかな」

			　コテツが近づくと、紳士は困ったように微笑(ほほえ)んだ。

			「貴方(あなた)は、どう思う」

			　リヒャルトの前に立つなりそう言って、コテツは戦場を指差した。

			　リヒャルトはたった一人でそこに立っていた。誰に属するでもなく、一人でだ。

			　だから訊(き)いた。だが、彼は困ったように笑うだけだった。

			　少し遠くでは、マズルフラッシュが煌(きらめ)いて、スピーカーを通した声も聞こえてくる。

			『君たちは愚(おろ)かだ！　お嬢様を連れて逃げようなどと!!　冒険者が苦労するのは君たちが一番わかっているだろうに！』

			『冒険者を舐めないで！　それに何よ、人を屋敷に押し込めて、デスクワークを押し付ける！それがあの子の幸せなもんですか!!』

			　戦っているＳＨの後方には、ＳＨに乗ってない構成員も控えている。それゆえのスピーカーだろう。

			　リヒャルトは、その二つの勢力を、まるでコテツのように冷めた目で見つめていた。

			「リヒャルト・イクール、結局貴方(あなた)は自分の娘にどうなってほしいんだ？」

			　わからなくて、コテツは訊く。この男は、慌てることもなく、応援することもなく、ただ、戦場を見つめているのだ。しばらくの間を置いて、その男は口を開いた。

			「……幸せになってほしいのですよ、私は」

			「ならば。ならばこれを認めるのか？　国外逃亡を」

			「それが娘の幸せならば」

			　一陣の風が草を揺らし、リヒャルトははっきりと言い放った。

			「貴方(あなた)の傍(そば)で成長し、立派に伯(はく)爵(しやく)になるのが一番の幸せだとは、思わないのか？」

			　コテツが訊(き)くと、紳士は笑う。

			「それは、私の幸せでしょう？」

			「……そうなのか？」

			「ええ、そうでしょう。娘が傍(そば)で成長し、立派になる。親としてはこのうえない幸せですが。しかし、それを娘に押し付けたくはない」

			　それゆえに、静(せい)観(かん)していると彼は言う。

			「私は一つの道しか示せぬ立場です。立場上、エリナに行きなさいと言うことはできません。ゆえに私はここに立っている」

			　そして、リヒャルトは笑いながらにして、こんな言葉をコテツの胸に残した。

			「それに。娘が本当の幸せを掴(つか)むことこそが、私にとっての最高の幸せですよ。たとえ、これが今(こん)生(じよう)の別れだったとしても――」

			　果たして、二択のうちどちらが幸せか、コテツにはいまだ答えが出そうにない。

			　むしろ、これは自分には答えが出せないのかもしれない、とコテツは思う。

			「そうか」

			　だがコテツは、戦場へと歩き出す。

			「ご主人様ー？　何してるんですか？」

			　コテツを見守っていたあざみが、彼を追って小走りになる。

			　そんな彼女のほうを振り向くと、コテツは簡(かん)潔(けつ)に答えた。

			「行くぞ」

			　あざみは、そんな言葉に一瞬目を丸くし、すぐににやりと笑う。

			「はいはい来ました行きましょう。どこへなりとも、あなたとなら」

			　そして、何もない虚(こ)空(くう)から、空間を割るように紫(し)電(でん)を纏(まと)って相(あい)棒(ぼう)が現れた。

			「リーゼロッテ、君はそこで待っていてくれ」

			「はい、お気をつけて！」

			　コテツは、リーゼロッテに声をかけると、機体を上り、操縦席に乗り込む。

			　その背に、リヒャルトが声をかけた。

			「あなたは、どうするおつもりですかな？」

			「実は彼女には伝えてあってな」

			　操縦席の入り口の縁に手をかけ、彼はリヒャルトに視線を送った。

			「――事を起こせば、依頼人の意向に従うとな」

			　続いて、あざみもコックピットへとやってきた。

			　二人、シートに座り、ハッチが閉まる。

			「……しかし、意外ですね、ご主人様」

			「何がだ」

			「ご主人様のことですから。俺には関係のないことだ、キリッ、とか言うものかと」

			　機体を起動させながら言うあざみに、コテツは至極真面目に返した。

			「無関係ではない」

			「そーですか？」

			「ああ」

			　なぜなら。コテツは生きる理由だとか、目的だとか、そういったよくわからないものを、探さなければならない。

			「無関係だなどとは言っていられない――」

			　道に迷っていると言うのなら、コテツとエリナは似ている。

			　この世界で生きるなら。彼女の行くその先を、見届けなければならないだろう。

			「ディステルガイスト、起動。行けますよ」

			　機体が動き出す。

			　機体の調子を確かめるように、コテツは操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を動かした。

			　半身になり大地を踏(ふ)みしめ、機体が構える。

			　そして、モニタに文字が躍る。

			　それと同じ文字の羅(ら)列(れつ)が、今回はあざみの光魔術ではなく、腕の文字が書き換わるようにして表示された。

			『Standby... Ready?』

			　答えは一つしかあるわけない。

			「問題ない。行くぞ――」
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			29　Standby Lady?

			　

			　それは、唐(とう)突(とつ)に現れた。

			　高速の飛(ひ)翔(しよう)。

			『スピーカー接続完了。ついでにオープンで通信も。いつでも行けますよー』

			『了解、では、斬(き)る』

			　その滑(かつ)空(くう)から放たれた細身の曲刀の一撃が。

			　睨(にら)み合っていた騎士の機体の一機を、いとも簡単に切り裂いた――。

			『各員に通達する。ここからは俺も参加させてもらおう』

			　その白黒の機体は、コテツの声で、喋(しやべ)っていた。

			　遠巻きから戦場を見守るエリナは、あれにコテツが乗っているのだ、と悟る。

			『コテツ……、あなた、どうして……!!』

			　そんなコテツの乱入は、ルーの驚きによって迎え入れられた。

			『先に言ったな。事が起きれば依頼人の意向に従うと』

			　エリナの肩がびくついた。

			『エリナ、君に伝えておく。君の父は君の幸せを祈るそうだ』

			「お父様っ……」

			　エリナは思わず、涙がこぼれそうになった。

			　コテツに通信を送るルーの声に喜(き)色(しよく)が滲(にじ)む。

			『そう！　味方になってくれるのね！　その機体をどっから出したのか気になるけど、まあ良いわ、即席で良いからうちの面(めん)子(つ)と連(れん)携(けい)して！』

			　騎士たちが凍(こお)りついたのとは対照的に、冒険者たちは勢いを増す。

			『そんな……、リヒャルト様。それがあなたの選択なのですか』

			　クラウスがうわごとのように呟(つぶや)く。

			　新たな味方の参入によって冒険者の士気が上がり、ルーは勝利を確信したようだった。

			『さあ行くわよ！　私たちの手で、エリナを自由にするの!!』

			　それは他の冒険者も似た空気で、波に乗ろうとするように彼らは前に出る。

			　だが、そんななか。

			『邪魔だ』

			　戦場は凍(こお)りついた。

			　なぜ。エリナの心中にそんな言葉が浮かぶ。

			「コテツっ!?」

			　なぜ彼は――。冒険者の機体の四(し)肢(し)を、切り落としたというのか。

			『何やってるの!?　それは味方よ!?』

			　悲鳴にも似た声を上げるルーに応じたのは、しかし、冷静な声音だった。

			『いや、これでいい』

			　次の瞬間。ディステルガイストが消えた。少なくともエリナの目にはそう映った。

			　また、機体が四(し)肢(し)を失っている。今度は、兵士と、冒険者の機体の両方が。

			『俺は君たちのどちらかにつくと言った覚えはない』

			　冒険者たちも兵士たちも、立ち直りは速かった。

			　さすがにベテランと言うべきか、すぐさまコテツを敵と認定し、数機が飛びかかっていく。

			『エリナ、聞こえているのだろう？』

			　だが。それらすべてはあっさりと弾き返された。飛びかかっていったのとまるで逆、時を戻したかのように弾き飛ばされる。

			『依頼者の意向に従うと言ったはずだ。彼は君の幸せを望んでいると言う。君の幸せとはなんだ』

			　そこには、悠(ゆう)然(ぜん)と立つモノクロの機体。その相(そう)貌(ぼう)が、じっとエリナを見ていた。

			『エリナ、君に問う』

			「コテ、ツ……」

			　

			　その言葉は、冷たいくせに優しくて、なぜだか、涙が零(こぼ)れ落ちた。

			『敵は手練れよ!!　隊列を組んで！　屋敷側の人員は放っておきなさい！』

			『十分に注意せよ！　大型魔(ま)獣(じゆう)時の隊列を組め！　相手は危険だっ、冒険者たちのことは捨て置いていい、向こうもそれどころではないだろう！』

			　双方陣営の長の檄が飛ぶ。弾き飛ばされた機体たちは立て直され、いったん下がると固まるようにして、隊列を組んだ。

			『やれ!!』

			　両陣営の攻撃の合図が重なる。

			　さすがによく訓練されているようで、即座に砲(ほう)撃(げき)と火球の魔術が飛来した。

			「エリナ、聞いているか？」

			　コテツは、機体を操作し、ブーストを吹かしながら大きく横へとずれるように移動する。

			『近接攻撃！　行きなさい！』

			　移動した先に敵機が現れ、今にも剣を振り下ろさんとするが、コテツは機体を空中へと舞い上がらせた。宙返りしながら敵機後方に着地。

			「君は訊(き)いたな。どちらが幸せな道か、と」

			『決まっている、領主となり、民(たみ)を導くことこそが一番の正道！』

			『冒険者だわ！　望まぬ領主よりも、自由な渡り鳥であるべきよ！』

			「君たちには訊(き)いていないぞ」

			　そして、飛び越えた敵機の背中に蹴(け)りを放つ。回(かい)避(ひ)行動は間に合わせない。

			　コテツは吹き飛ぶ機体を見送り、すぐさま刀をハンドガンに持ち替えると、ルーとクラウスの機体へと牽(けん)制(せい)をして、彼らへの答えとする。彼らは、銃弾を飛び退(さ)るようにしてかわす。

			「エリナ、何が幸せなのかなど、俺にはわからん」

			　ルーとクラウスの回(かい)避(ひ)行動、それだけを確認し、ディステルガイストは別の機体へと低空を飛(ひ)翔(しよう)する。その勢いに、下がりながら逃げようとする敵機。

			　牽(けん)制(せい)で放たれる弾丸を右へ左へと避(よ)け、コテツは両手に持った銃の弾丸を放っていく。

			　連続して当たる銃弾は、やがて腕をもぎ。

			　すれ違ったその瞬間、低めに出された蹴(け)りが足を破壊する。

			「俺では君に答えを渡せん」

			　戦いながらも、コテツはエリナへと語りかけた。

			「俺にできることは一つしかない」

			　いつの間にか持ち替えられた刀が、また一機を切り裂いていく。

			「俺が、君の自由を保障する」

			『……え？』

			　エリナの声が、コックピットに響(ひび)く。たとえ距離があっても、ディステルガイストはその声を拾ってくれるようだ。

			『弾(だん)幕(まく)を張れ！　増(ぞう)援(えん)が来るまで時間を稼ぐんだ!!』

			『こっちもよ！　兵士を囮(おとり)に生存優先で戦いなさい!!』

			　張られる弾(だん)幕(まく)の雨を、ディステルガイストは縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に避(よ)けながら飛(ひ)翔(しよう)していく。

			（結局幸せとは、本人の主観に過ぎない。決めるのは、エリナでしかない）

			　そして、高高度から落下しながらの斬(ざん)撃(げき)。

			「だから、君は俺に、何が幸せか教えてくれ」

			　着地と同時に再び跳(ちよう)躍(やく)。先ほどまでいた地面を弾丸が穿(うが)つ。

			『私は……、でも……！』

			　モニタの隅に、ズームされたエリナが映っている。その顔には、いまだ迷いが見えた。

			　コテツは、その顔を見て思ったのだ。本当にエリナは冒険者になりたいのかと。迷いをもってして、幸せになれるのかと。

			　彼女に手渡された二択。そのどちらもが、幸せではない道なのではあるまいかと。

			　だから、本当の彼女の答えを聞きたいと思ったのだ。

			　きっとリヒャルトならば、その幸せを、応援してくれるだろうから。

			「君は言ったな。自由になりたいと。ならばこれのどこが自由だ。冒険者になるか、父の跡を継(つ)ぐか。一体これのどこが自由だと言うんだ。そして事態は君の手を離れ、転がりだした。このままでは、その二択すら、君以外が決めてしまう」

			　答えを待つために、時間を稼ぐために、コテツは戦闘を続ける。

			　大人が勝手に、結論を出してしまわぬように。エリナの答えを待つために。

			「もう一度言うぞ。俺が君の自由を保障する。君の自由を阻(そ)害(がい)するすべてを、実力行使で排除する。彼らが君を強引に二択のなかに押し込めていると言うのなら。そのすべてと俺は戦う」

			『私は……!!』

			　エリナは、コテツへ向かって声を上げた。泣きそうな声で。

			『いいんですか……っ、わがままを、許してくれるのですかっ……！』

			　コテツは、顔色一つ変えずに、あっさりと返した。

			「問題ない。冒険者になってもいい、領主になる道を選んでもかまわん。それ以外の答えがあるならそれも聞こう。邪魔があるなら、殲(せん)滅(めつ)する」

			　涼しい顔でコテツは弾(だん)幕(まく)を避(よ)け続けた。

			　

			　コテツが戦場に来て、エリナにつくといったとき。エリナは嬉(うれ)しくもあり、悲しくもあった。

			　不器用な彼が、結局自分を選んでくれたことは嬉(うれ)しかった。やはり優しいと、笑顔になってしまいそうだった。

			　だが、しかし、彼の助力で首尾よくこれが成功してしまったなら。

			　二度とエリナは、彼に会えないだろう。それは、寂(さび)しい。

			　だが。コテツはエリナの自由を保障すると言った。何が本当の幸せなのか、訊(き)いてくれた。

			　そう、発端はエリナだったのかもしれない。

			　だが、もう状況はエリナの手を離れていた。止めようとしても、ルーは止まってくれはしなかった。これがあなたにとっての幸せだと言って聞かなかった。

			　それに対抗するように、兵士たちも熱くなっていき、結局、エリナの意思はどこにあるのかわからない状況だったのだ。寂(さび)しかった。中心にいるはずの自分が、もっとも蚊(か)帳(や)の外にいる。

			　だが、父は、そしてコテツは、自分を見てくれている。

			「私は……！」

			　だから、エリナは考える。果たして自分の幸せとは。

			　ふと、彼女は昔のことを思い出した。

			　彼女は、父に向かって、自分の口から冒険者になってみたいという言葉を口にしたことがある。

			　――おとうさま、わたし、おおきくなったらぼうけんしてみたいのです！

			　父は、応援してくれると言った。それが、なんだか嬉(うれ)しかった記憶がある。

			　だけど、その言葉は。その言葉は――。

			「私は、イクールの街が好きです……!!　私は、私はお父様の跡を継(つ)ぎたくないわけではないのですっ!!」

			　決して、家を出たいという意味なんかじゃなかったのだ。

			「私は自分で何も手に入れてこなくてっ……、何も持ってなくて……！　こんなのじゃ、伯(はく)爵(しやく)どころか、誰にも胸を張れなくて……！」

			　ただ、誇(ほこ)りが欲しかった。何をしても、誰を前にしても胸を張れるだけの誇(ほこ)りが。

			　それがないと、安心して大人になれないから。誰にも胸を張れないから。

			「私の……、私の幸せは……!!」

			　これから口にする願いは、あまりに都合がいい。

			　だから、今まで口に出さなかったし、出すつもりもなかった。

			　でも、たった一人、味方がいてくれるなら、言える。

			　自分の願い。他の誰でもない、自分が決めた幸せ。

			　エリナは叫ぶ。喉が嗄(か)れそうなほどに。

			「私は……、私が胸を張れるようになったそのときに、この街に帰ってきたいですっ!!　たとえ都合の良い考えだと笑われても、私は――!!」

			　酷(ひど)く都合の良い願い。酷(ひど)くわがままな願望。

			『エリナ』

			　喉が嗄(か)れそうなほどに叫ぶエリナへと、コテツは呼びかけ、彼女は言葉を止めた。

			　その声は冷たくて。そのわりに優しくて。その声は静(せい)謐(ひつ)なくせに、とても力強かった。

			『――後は任せろ』

			　エリナは、その言葉に、何か返さなければと思って、良い言葉が思い浮かばなくて。

			　結局エリナは。涙の跡を隠しもせずに、笑顔を返した。

			「はいです!!」

			　

			　戦場には既に、三機のＳＨしか残ってはいなかった。

			　コテツと、ルーとクラウス。たったそれだけ。

			『エリナ！　貴族になんかなったって、ろくなことにならないわ!!　国外で冒険者になるのがエリナのためよ！』

			「エリナのため？　違うな、それは君の理想だろう」

			『違うわ！　エリナにとって自由こそが幸せなの!!　そのためには冒険者が一番だわ!!』

			「それは君にとっての幸せだ。君が手を引き、彼女を導く、それは本当に彼女の幸せか？」

			『わかってない！　貴族はね、結婚相手すら決められないのよ。恋愛の自由もないの！』

			「それを含めて、エリナが決めることだろう」

			　刀と、大振りなナイフが激しく打ち合う。背後から、クラウスの魔術の火球が迫る。

			『伯(はく)爵(しやく)になるほうが、無難な道だ。少なくとも僕は今でもそう思っている！　結果的に、こちらのほうが不自由しないはずだ!!』

			　ディステルガイストはすぐさま飛び退(の)いて、ハンドガンに持ち替え、銃撃を放つ。

			　が、すぐにルーが背後から襲いかかる。

			　牽(けん)制(せい)の回し蹴(げ)りを放ちながら、コテツは両機から距離を取る。

			「間違っているとは言わない」

			　結局、コテツには彼らを否定できるだけの年月の積み重ねはない。

			　エリナへの思いも、真剣さも、彼らには負けるだろう。だが。

			「だが、俺は依頼人の意向に従い、エリナの自由を保障する」

			　それでも引かない。

			『それなら私たちにつくべきよ！』

			「違うな。俺は彼女の自由を阻(そ)害(がい)する君たちを排除する」

			『私たちが!?』

			「外野が熱くなりすぎた。エリナをよそに、大人だけで戦っている現状がいい証拠だろう」

			『そんなことない！　私たちはエリナのためを思って……!!』

			「独(ひと)り善(よ)がりだ。だが、何が正しいとは言わん」

			　力強く、コテツは言った。

			「説き伏(ふ)せる話術もない。長年付き合いのある君たちと比して大義も持たん」

			　絶対に曲がらない意思を込めて。

			「力でねじ伏(ふ)せる」

			　通信の向こう側から、声はなかった。

			「あざみ」

			「はいはいなんでございましょう」

			「中距離から近距離に対応する武装はあるか」

			　その問いに、あざみはいつものように笑いながら応えてくれた。

			「はいはい、こんなのはどうでしょう」

			　腰部スラスターがスライドし、内部から二丁の銃が現れる。

			　いつも使用しているハンドガンよりも、細身で長い印象を受けるそれの、最大の特徴は。

			　――銃身に、銃剣状に鎌(かま)の刃がついていることだ。

			「ディステルガイストのテーマのひとつは、あらゆるケースに適応。それゆえに、こんな微妙な武器もございます。他にもっと使いやすいのもありますけど、とりあえずこれ使ってみます？」

			　迷わずコテツは、その銃を引き抜いた。

			『Change Arms』

			　機械音声が響(ひび)くと同時、光の粒子が両手に持つ銃のグリップから収(しゆう)束(そく)し、二つの銃を繋(つな)ぐ鎖(くさり)が形成される。

			「鎖(くさり)鎌(がま)か。いいだろう――！」

			　コテツは、こともなげにそう言ってのけたのだった。
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			『ええい、ここは協力するわよクラウス！』

			『わかった、僕もそれがいいと思う！』

			　再びルーが格闘戦を挑んでくる。コテツは上から振り下ろされた刃を銃の鎌(かま)部分で受け流し、もう片方の手で銃弾をクラウスのもとへと放つ。

			　機体の前方にあった待機状態の火球が消え、クラウスの機体は跳ねるように移動する。

			（……そんな簡単に使いこなせるもんなんですかねぇ、鎖(くさり)鎌(がま)って）

			　そんなことを思いながら、あざみはコテツを見つめていた。

			　移動しているクラウスの機体の腕へと、鎖(くさり)鎌(がま)が投(とう)擲(てき)され、巻きつく。

			　動きを制限されたクラウスへ、容(よう)赦(しや)ない銃撃。

			　そして、鎖(くさり)が解け、手元に鎌(かま)が戻ってきたと同時に、すぐさま背後へと振り向き、銃撃。

			　飛びかかろうとしていたルーの機体が、避(よ)けるように走り出す。

			　そして、その前方へと、コテツは鎖(くさり)鎌(がま)を投(とう)擲(てき)した。

			『なっ!?』

			　それはルー機に当たることはなく、地面に突き刺さり。

			　機体の足に鎖(くさり)を引っかけることに、成功した。

			　転倒。それに目もくれず、コテツは鎖(くさり)鎌(がま)を引き戻しながら背後を振り返る。

			「……そこか」

			　どうやら、クラウスは後衛に徹するようで、いくつもの火球をコテツへと放ってきている。

			　数を重視した、小さな球。それが幾つも迫ってきていた。

			『これだけ放てばいくらかは!!』

			　迫る火球に対し、コテツは鎖(くさり)部分を掴(つか)むと、そのまま振り回す。

			「数で押されるようなら、エースなどやっていない」

			　円を描くようにして回転するそれが、轟(ごう)音(おん)を立て。

			　空気を切り裂く鎖(くさり)と鎌(かま)が火球を掻(か)き消す――！

			「そこだ……！」

			　そして再び投げられる鎖(くさり)鎌(がま)。じゃらじゃらと音を立てて伸びていく鎖(くさり)。

			　今度はクラウスの機体の胴体に当たる。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)にはならず、装(そう)甲(こう)に弾かれるが十分だった。少しでも体勢を崩せれば。

			『ぐあ!?』

			「対応が遅い」

			　踏(ふ)み込み、そして鎌(かま)を振るう。鎌(かま)が、強引にその片腕をもぎ取る。

			『このっ！』

			「奇(き)襲(しゆう)にしてはお粗(そ)末(まつ)だ」

			　そこで、背後から迫ってきたのは投げナイフ。

			　コテツはこともなく、首をそらして避(よ)ける。そのナイフはクラウスの機体に弾かれた。

			（なんというか……、楽しそうですねぇ）

			　コテツの背後であざみは苦笑した。

			　やはり、戦っているときが、コテツは一番生き生きとしている。

			　他に何も知らないからか、それとも付き合いが長いからか。まるでＳＨを動かすことを、生き甲斐としているかのようでもあった。

			　今もなお、幾通りもの機体と武器の運用の思考が、機体を通して流れ込んでくる。

			　あざみは、苦笑半分、安心半分でそれを見守っていた。

			　まだ自分には、コテツへと渡せるものがあることへの安(あん)堵(ど)。ディステルガイストにはまだまだ、このような武装が積まれている。

			（きっとご主人様を満足させてみせますよ……！）

			　伸(しん)縮(しゆく)自在の鎖(くさり)鎌(がま)。ハンドガンよりも威(い)力(りよく)は低く、刃もさほど威(い)力(りよく)が高いわけでもない。そんな武装であるのにもかかわらず敵を圧倒するコテツならば、きっと搭(とう)載(さい)されたどんな武装も使いこなせることだろう。

			　振るわれる鎌(かま)は、まるで体の延長のように自在に動いて、時に敵の動きを阻(そ)害(がい)し、時に攻撃し、時に防御に利用されている。

			　涼しい顔でそれを行うコテツに、あざみは愛おしげに視線を絡(から)めた。

			　

			　クラウスは、コックピットで今までにない戦(せん)慄(りつ)を覚えていた。

			　自分たちも、そして、相手になるはずだった冒険者たちも、ベテランだったはずなのだ。

			　だがしかし、今となってはクラウスとルー以外に戦えるものはいない。

			「……騎士団は私一人、か」

			『で、私のところも私一人』

			　呟(つぶや)いて、クラウスは腰にマウントされた剣を引き抜いた。

			　右腕はもうない。左腕だけでクラウスはそれを構えると、前へ向かって歩き出す。

			「行きましょう」

			『……そうね』

			　覚悟を決めた。もう諦(あきら)めて、剣を置いてしまっても良かったのだ。

			　しかし、クラウスは剣を手に取った。今更、自分だけがここで抜けるわけにはいかない。

			（ならばせめて……!!　私も派手に散ろう！　あなたはその手で、お嬢様に絡(から)みついた鎖(くさり)を砕けばいい!!）

			　ここまで来たならば、いっそすべて壊してしまったほうが清(すが)々(すが)しいだろう、と。

			　あの白黒が、最後に残った自分を、大切なお嬢様を縛(しば)るすべてを壊してしまえばいい、と。

			　ただがむしゃらに走る。口からは雄たけびが漏(も)れていた。

			「ぉおおおおお!!」

			　二人は走る。そして、前方の銃撃を避(よ)けて左右にわかれる。

			　左右から敵を取り囲み、格闘戦を挑む。

			　剣とナイフの連撃。しかし、慌てることすらなく、敵は両手の鎖(くさり)鎌(がま)でそれを防いでいく。

			『見せてやるわよ！　私たちの!!』

			　ルーが機体を後ろにすべらせ、ナイフを投(とう)擲(てき)した。

			　敵は、首を逸(そ)らすだけで回(かい)避(ひ)。

			『あんたならそう避(よ)けると思ったわよ!!』

			　ルーは狙(ねら)いを寸分違わなかった。

			　まっすぐに投(とう)擲(てき)されたナイフ。それは、迷いなくクラウスの手元までやってきた。

			　クラウスは既に持っていた剣を投(とう)擲(てき)しており、即座にナイフへ持ち替えた。

			　投(とう)擲(てき)した剣との波状攻撃。

			「はぁあああ！」

			　敵は片腕を勢いよく上げた。それに追(つい)従(じゆう)する鎖(くさり)が剣を弾く。ナイフはもう一方の鎌(かま)で防ぐ。

			『このぉおお！』

			　その隙(すき)を逃さずルーが飛び込む。　敵は既に二撃受けている。

			（当たるか……!?）

			　だが、思(おも)惑(わく)は外れた。

			「なっ!?」

			　気が付いたときには、既にクラウスの機体の腕には鎖(くさり)が巻き付いていた。

			（いつ!?　まさかわざわざ鎖(くさり)で剣を弾いたのは……！）

			　ぐっと引き寄せられる感覚。ひらりと、まるで闘牛士のような動き。

			　牛役となったクラウスは、腕を引かれバランスを崩し、ルーへと剣を突き出していた。

			「危ない!!」

			『くっ！』

			　ルーは機体を急停止させ、なんとかそれを回(かい)避(ひ)する。

			　クラウスの機体の腕から鎖(くさり)が離れ、再び距離が取られる。

			『……強いわね』

			「……そうですね。ルー。次が、最後の攻勢になるでしょう。お願いできますか」

			『何年の仲だと思ってるのよ』

			「はは、では。行くッ――!!」

			　ルーの機体を背に、クラウスは全力で機体を走らせた。

			　敵が、銃を構え、銃撃を放つ。

			「障(しよう)壁(へき)、展ッ、開!!」

			　着弾の瞬間、薄緑の壁が眼前に輝(かがや)いた。

			　魔術による障(しよう)壁(へき)。それが弾丸の雨を防ぐ。だが、敵の銃撃は止まない。

			「ぐ、うぅううううう！」

			　透明度の高かった壁が、負荷により濃く染まっていく。

			　やがて、ひびが入り。空しくも障(しよう)壁(へき)がガラスのように砕け散る。

			　だが、彼はその足を止めなかった。

			「もって、くれよぉおおおおおおッ!!」

			　弾丸が機体を叩く。前進する機体。ついにそれが、敵を至近距離に収める。

			「ああああああああぁ!!」

			　そこで彼が振るったのは、拳(こぶし)だった。剣ではなく、拳(こぶし)。

			　敵が、左手の鎖(くさり)鎌(がま)で拳(こぶし)を弾く。あえなく、クラウスの攻撃は終わる。

			　だが、彼は笑っていた。

			『もらったぁあああああッ!!』

			　背後から跳(と)び上がったルーが、両手の剣とナイフを振りかざしていたからだ。

			　片腕の鎖(くさり)鎌(がま)は拳(こぶし)を弾いた。もう片腕は剣とナイフ、どちらかを弾くだろう。ならば残ったどちらかが当たる。いや、もしかしたらそれでも敵は迎(げい)撃(げき)が間に合うかもしれない。

			　渾(こん)身(しん)の力で、クラウスが敵の左手を掴(つか)む。これで、敵が使える武器は一本。先ほど以上の奇(き)襲(しゆう)が完成した。

			『なるほど』

			　案の定、剣を右手の鎖(くさり)鎌(がま)が防いだ。

			『そこぉおおおッ！』

			　着地もせぬまま、剣と鎖(くさり)鎌(がま)が鍔(つば)迫(ぜ)り合(あ)いをしているなか、ルーはナイフを突き出した。

			『だが、やらせん』

			　敵は、なぜか左手の鎖(くさり)鎌(がま)を落としていた。

			　操縦ミスではない。この男がそんなことするはずがない。

			　そして、落としたことにルーが気付いたときにはとっくに、機体の足が動いていた。

			「ルーッ！　何か来ます!!」

			　後ろ回し蹴(け)り。しかしそれはルーではなく、鎖(くさり)を狙(ねら)っていた。

			『もう少しナイフのリーチがあれば、話は違ったが』

			　クラウスの機体が中途半端に引きずられ、背後への蹴(け)りが放たれる。

			　蹴(け)りは空を切る。だが、足に引っかかった鎖(くさり)が、その先の鎖(くさり)鎌(がま)が、弧(こ)を描いてルーの機体へ直撃する。突き刺さったのは左肩。衝(しよう)撃(げき)で機体は着地を余儀なくされる。

			　体勢を崩された、死に体。敵は鎖(くさり)鎌(がま)を、今度は右肩へと振り下ろす。

			　火花を立てて刃が突き立つ。

			『くぅっ!!　でもね……！』

			　刺さった刃を、ルーはあえて深く突き刺さるように押さえていた。

			　絶対に、抜けないように。

			『クラウスッ！』

			　即座にコテツがルーの機体を蹴(け)り飛ばす。じゃらじゃらと鎖(くさり)が音を立てて、機体が吹き飛んでいく。敵は、両手の鎌(かま)を離し、無手。こちらには、ルーが残してくれた剣があった。最後のチャンス。最後の走り。

			「貫(つらぬ)くッ!!」

			　敵が勢いよく後ろへと飛んだ。クラウスはそれに追いすがる。無茶をさせた機体が悲鳴を上げている。膝が、今にも砕けそうなほどがくついている。これ以上は持たない可能性が高い。

			「届け……、届けェえええ!!」

			　機体がついに、敵の目前に来る。黙って、敵はこちらを待っていた。

			　地面を這う鎖(くさり)がまるで道のようだ。

			「あと、もう少しッ！」

			　集中力が限界まで高まり、世界が灰色に、ゆっくりになる。

			　敵の動きすらも緩(かん)慢(まん)だ。鎖(くさり)の音がいやにうるさい。今ならば、届く。あの機体に。

			　クラウスは突きを放つ構えで敵へと向かう。あと数歩。届く。間違いなく。

			（鎖(くさり)の音？）

			　瞬間、ふと冷静に立ち返った。これは、何の音だ。

			　機体を走らせるなか。視界の端にレーダーが映った。光速で迫るこの光点はなんだ。

			『クラウス!!　避(よ)けてッ――』

			　ルーは鎖(くさり)鎌(がま)を身を挺(てい)して使用不能にした――、いや。

			「すべて掌(てのひら)の上かッ……!!」

			　後ろに大きく跳(と)んだその動作によって、ルーの機体ごと、鎖(くさり)鎌(がま)は引き戻されていた。

			　その機体が、背後から衝突する。激しい衝(しよう)撃(げき)。折り重なって、機体は敵の前へ。

			　敵が、拳(こぶし)を構えて待ち構えていた。

			　そして、クラウスが目を見開いたその瞬間には。

			『終わりだ――』

			「……僕の負けか」

			　目の前には、拳(こぶし)だけが存在していた。

		

	
		
			　

			30　明(みよう)星(じよう)

			　

			　夜は、静けさを取り戻している。

			　地面に降り立ったコテツを真っ先に出迎えたのは、他でもないエリナだった。

			「おかえりなさい、コテツっ……」

			　そう言って彼女は、笑顔で迎えてくれた。

			　対するコテツはやはり無表情のまま、ただ一点を指差した。

			「話してくるといい」

			　彼女の父の方向へと。

			「はいですっ」

			　頷き、そして踵(きびす)を返し、駆(か)け出す寸前、彼女は一度だけ振り返った。

			「コテツ……、ありがとうです」

			　それだけ言って、彼女は走り出す。

			（エリナはもう、大丈夫だろう）

			　コテツはその背中を見送って、静かになった戦場へと目を向けた。

			　そこに遅れて、あざみが装(そう)甲(こう)を伝って降りてくる。

			「いやー、それにしても。派手にやりましたね、ご主人様」

			　彼女は、鋼(こう)鉄(てつ)が重なり合うようにして転がる戦場に、そのような感想を漏(も)らした。

			「しかし……、これを修理するのはどれくらいかかるのだろうな」

			　無論、それが誰の責任となるかは定かではないのだが、直接壊したのはコテツだ。

			　責任がコテツに降りかかる可能性もある。

			　しかし、最悪の場合、エリナが言うならば彼女を抱えてどこかへ逃亡することもありえたのだ。そう考えると、今となっては弁償費など些(さ)細(さい)な問題だ。

			「んー……、そんなにかからないんじゃないですかね。ヤバイのは二、三機で、他はすぐ直ると思います」

			　あざみの声は、あまりに緊張感も深刻さも孕(はら)んでいなかった。

			　あざみは、あっけらかんとざっとあたりを見渡した。

			「爆発した、砕けたひしゃげたのは専門的な修理が要りますけど。ここまで綺(き)麗(れい)にすぱっと行ってれば、機工系の魔術でくっつければ繋(つな)がりますよ」

			　確かに、さすがに人が死ぬと禍(か)根(こん)が残ると思い、刀で四(し)肢(し)を狙(ねら)って仕留めた相手が多い。

			　一部、銃撃で腕や足をもいだ相手もいるにはいるが。

			「まあ、さすがにジェネレータをやってしまったらダメですけどね。あれは専門家の芸術品と言っても、過言ではありませんから」

			「ジェネレータは貴重なのか？」

			　ジェネレータの概要は、コテツもある程度知っている。

			　空気中の魔力素を取り込んでエネルギーに変えるのが、ＳＨの基本的なジェネレータだ。

			　たとえガス欠に追い込まれても、二日三日放置しておけば、エネルギーは十分なほどには溜まっている。

			「ええ。ジェネレータの変換効率に関しては、どうしても造った機工士の腕がダイレクトに反映されるんですよ」

			　そういうことであれば、ディステルガイストのジェネレータを造ったのは、余程腕のいい機工士なのであろう。

			　いくら空を飛び回っても、エネルギー切れの兆候を見せることもないそのジェネレータもまた、アルトとノイの違いであると言える。

			「なので、ジェネレータだけはどうしても職人芸っていうか、芸術クラスですから。どんなに質が悪くてもハンドメイドですよ」

			　ちなみに、急いで補給を行うときは、魔力素を封入した石のようなものを使うらしい。いまだにコテツは使ったことがないが、一応持たされてはいる。仄かにオレンジ色に輝(かがや)いて見える、拳(こぶし)一つ分もない程度の石だ。

			　むしろ、これ一つで一機分補給可能だというのだから、コテツとしては恐れ入った。

			「便利だな、この世界の機動兵器は」

			　これまでの話を聞いて、思わずコテツはそう漏(も)らしていた。

			　起動に補給のいらない仕様や、するにしても必要なのが石ころ一つだけという補給の仕方。それに、魔術のサポートによる修理の簡便さ。

			　コテツの常識から見れば、かなり便利だ。むしろ、ほとんど機械設備のないこの世界で人型機動兵器を運用するなら、メンテナンスが楽なのは必要不可欠なのかもしれないが。

			「んー、便利ですよー。すっごい。でも、だからこそ買うまでが高いんです。買っちゃえばガソリン代が要りませんし。剣メインで生きてけば弾代かかりませんし。まあ、手入れはしなきゃいけないんで、多少の維(い)持(じ)費はかかりますけど」

			　確かにそうだろうと、コテツは思う。コテツの常識から見れば、魔術で動く機体など、物理法則の埒(らち)外(がい)で動く何かだ。

			「まあ、ともあれ、話はずれましたが、多分修理費の心配はありませんよ」

			「そうか」

			「ていうか、ベテラン冒険者と兵士がですね、たった一機に仕掛けて返り討ちにあって機体壊れてって、修理費要求どころか、渡そうとしたって受け取りませんよ」

			　それがプライドってやつです、とあざみは笑った。

			　コテツは頷く以外になかった。むしろ案件が一つ減り、気が楽になったとも言えるわけで。

			「お疲れ様でした、コテツさん、おかえりなさい」

			　と、そこにリーゼロッテが歩いてくる。

			「ああ」

			「話、上手く纏(まと)まるといいですね」

			「そうだな」

			　あとは、エリナとリヒャルト次第だ。コテツはエリナの去っていったほうを見つめた。

			　そして、そのまましばらくの時間が経ち。

			「コテツ」

			　エリナがコテツのもとに戻ってきた。

			（どうやら話もついたようだな）

			　彼女の顔は、月並みに表現するならば、まさにに憑(つ)き物が落ちたような顔で。

			　すっきりとした、清(すが)々(すが)しい表情で。

			　彼女は言った。

			「私は、エリナは。あなたについて行ってもよいですか？」

			　そして。

			「――あなたを、師匠と呼んでもよいですか？」

			　ただし、その言葉にコテツは固まった。

			「……何がどうなってこうなりました？」

			　彼の疑問は、代わりにあざみが口に。その疑問に、エリナは淀(よど)みなく答える。

			「ゆくゆくは、いろんなところを旅して一人前になりたいと思うです。でもまずは、自分を磨かないといけないと思うのです。だから、いろんなものが見られる王都で、修業したいです」

			　狼にすら苦戦してしまったですし、とエリナは笑った。

			「そしてコテツ、あなたにいろんなことを教えてもらいたいのです」

			　そう言って、コテツの瞳(ひとみ)を見つめるエリナへと、彼は口を開く。

			「俺が教えられるようなことは、ほとんどないぞ」

			　謙(けん)遜(そん)ではなく、冷静に考えたうえでの本音だ。

			「今回の旅だけでも、私はコテツにいろんなことを教わったのです」

			　生身での戦闘は、勘(かん)と動体視力と反射頼り。そして、ＳＨの操縦については、エースの操縦概(がい)念(ねん)など他人に理解できるわけもない。

			　ゆえの言葉だったが、それでもエリナはその目を逸(そ)らしはしなかった。

			「それに、たとえこの選択が間違いだったとしても、今はこれでいいのです。私は、今コテツに教えてほしいと思っている。これが、自由なんだと思うです。ダメだったら、また、そのとき考えるです。選んで、間違いならやり直せる。これが――、私の自由で、わがままです」

			　その瞳(ひとみ)はどこまでもまっすぐで。

			「嫌なら嫌と、言ってほしいですが、コテツ？」

			　コテツは考えを少し改めた。

			（少しくらいは、教えられることもある、か？　それに、重要なのは王都にはアルやシャルロッテ、クラリッサがいることだ）

			　むしろ、講師役なら彼らが適任といえるだろう。シャルロッテやクラリッサは、頼んでもやってくれるかどうかは未知数だが、アルベールはコテツの直属だ。どうにかなるだろう。

			（あとは他の貴族の干(かん)渉(しよう)だが……、エトランジェの庇(ひ)護(ご)下ということであれば、どうにかなるか）

			　確かに、王都はエリナの成長にとって、いい環境だろう、と。

			（屋敷だと、どうしても甘えが出てしまうことだろうしな）

			　そう考えて、コテツは彼女へと答えを出したのだった。

			「暇(ひま)なのでな。付き合おう」

			　

			『仕事はどうなったのかしら？　コテツ』

			「問題ない。多少の事件はあったがつつがなく依頼は完了した」

			　そうして、夜も完全に更(ふ)けたころ。

			　コテツはリヒャルトの屋敷の一室でアマルベルガと会話していた。

			『そう、それは良かったわ』

			　特にすべきこともなく、寝ようかと考えたところに突(とつ)如(じよ)、アマルベルガの声が響(ひび)き、目の前に水色の半透明の板に映った彼女がいたのだから、コテツは無表情で面食らうこととなった。

			　曰(いわ)く、召(しよう)喚(かん)主ゆえに、コテツとアマルベルガの間には魔力的繋(つな)がりがある。それを使えば、こうして通信のようなことができるのだそうだ。

			『おめでとう』

			　皮肉でもなく、アマルベルガは言う。普通に祝福するような声音で。

			「それを訊(き)きに、わざわざこんな真似をしたのか？」

			『まあ、そうね。一応有事の際にはこういうことになるって、教えておこうとも思ったのだけど』

			　どうやら、通信の魔術のお披(ひ)露(ろ)目(め)でもあったらしい。確かに、この術は状況によっては余計に驚いてしまうかもしれない。

			「それとだが、帰りに一人、人員が増える」

			　そんな意図で送られた通信のようだが、コテツにとってもちょうどいいと言っていいだろう。

			　帰ってからエリナのことを報告するより、先んじて言っておいたほうがいいだろうから。

			『どういうこと？』

			　怪(け)訝(げん)そうに問うアマルベルガに、コテツはかいつまんで今回の件について説明した。

			　事の発端や、当たり障(さわ)りないエリナやその周辺人物のこと。

			　それと、結末。

			「――と、いうことだ」

			　その事実を聞くなり、アマルベルガは口を開いた。

			『なるほどね。部屋を用意しておくわ。言っておいて』

			「む、いや、向こうである程度はどうにかするだろう」

			　あっさりと城に住まわせる方向に持っていったアマルベルガにコテツは言うが、彼女は取り合わなかった。

			『いえ、こちらにも考えがあると思ってちょうだい。まあ詳しいことは後で話させて』

			　そう言われては、コテツに反論しようもない。

			　政治そのものにはとんと無縁であったのだから、口を出せない領域だ。

			「わかった、すまない」

			　ただ、普通に行って帰ってくるだけの仕事が、一人人間を増やして帰ってくることになった件については、多少の負い目を感じている。

			『いいえ、気にしないで。誰かの悩みを解決できたなら、それは素敵なことよ。あなたにとってもね』

			「……そうか」

			　いつもより若(じやつ)干(かん)優しげに、アマルベルガは言った。

			　そのとき、部屋にノックの音が鳴り響(ひび)く。アマルベルガは、それを聞いて会話を切り上げた。

			『誰か来たみたいね。じゃあ、私はこれで失礼するわ』

			「ああ。それと、帰りは少しこちらに滞(たい)在(ざい)してからになる」

			『そう。無事の帰りを待ってるわ』

			　ぷつりと音声が途切れ、半透明の板も左右から狭(はさ)まり、やがて線になって消えた。

			「入ってくれ」

			　そして、コテツの声が響(ひび)くと同時に、入ってきたのはエリナだった。

			「こんな夜更(ふ)けに、どうしたんだ？」

			　少し恥ずかしげに、エリナは言う。

			「なんだか、今日はいろんなことがありすぎて、眠れない、です」

			　確かに無理からぬことかもしれない、とコテツは納得した。

			　人生の方向性が決まる瀬戸際だったのだから。

			「その、少しお話いいですか？」

			「かまわないが」

			　夜に男の部屋を訪ねるのはあまりよろしいこととは思えなかったが、コテツには彼女に襲いかかる気(き)概(がい)はないので、結局その提案を受け入れた。

			「あ、ところで、誰かと話してたですか？　話し声が少しもれてたですが」

			「ああ、少し通信のようなものをな」

			「そうなのですか。……ああ、そういえば」

			「なんだ？」

			「お父様からは、何か言われたです？」

			「娘を頼む、とだけな」

			　リヒャルトは他に何も言わなかった。

			「そうですか……」

			　と、そこでエリナはいったん言葉を止める。

			　何か思うところがある様子で、コテツには何も言えなかった。

			　そして、しばらくの間を空けてから、エリナはもう一度口を開く。

			「コテツには、感謝しても、しきれないです。あ、明日からはお師匠様ですね」

			「俺が勝手に始めたことだ」

			　放っておくことが、コテツ自身のためにならないと判断した。言ってしまえば自分のためだ。

			「それでも、ありがとうです。コテツ」

			　だが、そう言ってエリナは笑う。

			「コテツは、どれくらいこの街にいるですか？」

			「出発は、四日ほどあとになりそうだな」

			　見て帰るだけの観光気分なら、一日もあれば十分なのだろうが、コテツがしたいのは観察だ。

			　場合によっては、この街のギルドの軽い依頼を受けてみようかとも思っている。

			　ゆえに四日。状況によっては更に延びるだろうが。

			　その言葉を聞いて、エリナは表情を綻(ほころ)ばせた。

			「じゃあ、明日は街を案内するですね？　この街の、いろんなことを、コテツに教えるです」

			「ああ、頼む」

			「コテツに、この街を案内できること、嬉(うれ)しく思うです。本当に」

			　エリナは憑(つ)き物が落ちたかのように楽しげだ。

			「なら、今日は寝ることだ。起きていなかったら、勝手に散(さん)策(さく)するからな」

			「うー……、そうですね……。でも、眠くなるまでお話しさせてください」

			　そう言ってコテツを見上げるエリナ。コテツは呆(あき)れ気味だったが、結局断らなかった。

			「まあ、付き合おう」

			　対するエリナは、その笑みを少し悪(いた)戯(ずら)っぽく変えて。

			「暇(ひま)だから、ですか――？」

			「……まあ、そうだな」

			　少し参ったように、コテツは答えたのだった。

		

	
		
			　

			31　平(へい)穏(おん)静(せい)寂(じやく)

			　

			　王都、城にて。

			「今ごろコテツは、イクールの街かしらね」

			　その執(しつ)務(む)室で、アマルベルガは呟(つぶや)いた。

			「……まあ、そうでしょう」

			　その呟(つぶや)きに答えたのは、シャルロッテである。

			　ぐるりと周囲を窺(うかが)えば、そこにはいつものように控えるシャルロッテ以外にもクラリッサやアルベールがそこにいる。

			「どう、クラリッサ？」

			「どう、とは？」

			「コテツがいなくて、寂(さび)しい？」

			　にこりともせずにアマルベルガが言い、クラリッサは酷(ひど)くうろたえた。

			「な、な、何を言っておいでですかっ！　あんな男のことなど、知ったことじゃありません!!」

			「そうね。まあ、さすがにこの短期間で色(いろ)恋(こい)沙(ざ)汰(た)、というのもないでしょうね、あなたなら。でも、気になってはいるんでしょう？」

			「え、あ、まあ……。目が離せないと思います、危なっかしくて！」

			「まあ、あなたが一番訓練に付き合ったり、目をかけているものね」

			「……まあ、そうですけど」

			「私も、彼の行く末には興味があるわ」

			　言うだけ言ってクラリッサの言葉を受け流し、アマルベルガは手元の書類に目を通した。

			　そこに声をかけたのはアルベールだ。

			「で、姐さんよ、俺たちを呼んだのは一体なぜなんだ？　別に、そこの嬢ちゃんからかうために呼んだんじゃねーんだろ？」

			「あなた、王女様になんて口を――！」

			「いいわ、この世にはね、礼(れい)節(せつ)を求めても無(む)駄(だ)な相手がいるの。主に冒険者と盗(とう)賊(ぞく)ね」

			「こりゃ手痛い」

			　アルベールは朗(ほが)らかに笑った。王女は笑いもせずに先を続ける。

			「今日呼んだのは、そのコテツのことよ」

			「ダンナ？　ダンナがどうかしたのかい？」

			「彼は特にどうもしてないわ。訊きたいのは、彼について」

			　言いながら、持っていた書類を机の上へと彼女は置いた。

			「彼は、そうね、なんと訊(き)くべきかしら。あまりにも有り体に言ってしまえば、彼は強いのかしら」

			「……は？」

			　あまりにも今更な質問に、思わずアルベールは口を開けて固まった。

			　他の面(めん)子(つ)も、戸(と)惑(まど)ったような顔をしている。

			「いや、どうもこうも、姐さんも一応、戦ってるところを見たことあるって聞いてるが？」

			「私が見たのはディステルガイストに乗ってるときだけよ。訊(き)きたいのは、彼の操縦士としての技量。そこについては私は門(もん)外(がい)漢(かん)だから」

			「ははぁ。つまり俺らから見た操縦士のダンナはどうよ、ってわけだ」

			「そうね。とりあえずシャルロッテ、あなたの評価から聞かせてちょうだい」

			　アマルベルガはシャルロッテに矛(ほこ)先(さき)を向けた。

			　シャルロッテは少しの思案のあと、その薄い唇を開く。

			「未(いま)だこちらの機体には不慣れながら、操縦士としては一級品かと」

			「そう。クラリッサも同意見？」

			「はい。そこだけは認めます。彼の本気は私以上です。冷静で勘(かん)もいいようですし、被弾率もかなり低いです」

			「なるほどね。では、アルベールは？」

			　アマルベルガは、アルベールへと目を向けた。

			「んー……、なんつーのかねぇ。今のところ、底知れねぇなぁ……」

			「どういうこと？」

			「いや、一瞬見たくらいはあるんだけどさ。どうもダンナの本気って、相手に合わせて最適化って空気があるんだよ」

			「つまり、まだ余裕がある、と？」

			「一番本気っぽかったのは、そこの嬢ちゃんの機体に乗ってたときかな。まあ、とにかくつえーよ。まだ底は見えてねぇ」

			「そう、まあ操縦士としては極めて優秀なのね……。人としては非常に微妙なところだけど」

			　そう言って、彼女は溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			　やる気はなく、忠(ちゆう)義(ぎ)もなく、金で釣(つ)れず、女に手を出す様子もない。

			　かといって善良かと言われれば極めて朴(ぼく)訥(とつ)。

			　良くもなければ悪くもない、が良くなる見込みもない扱(あつか)いにくさ。

			「で、いきなりなんでそんなこと訊(き)くんだい、姐さんはよ」

			　が、彼女は少しだけそれが好ましいとも思っていた。

			　金で動くような男でもなく、かといって押し付けがましく人の力になりたいという男でもないことが、善人に見せかけた狸(たぬき)や、欲望にまみれた豚(ぶた)のなかで戦うアマルベルガにとっては安心できる。

			　エトランジェとしては、人としては、確かに問題かもしれないが、その朴(ぼく)訥(とつ)さがアマルベルガには好ましかった。

			　しかし、それはともかくとして、しかして、なぜそのような質問をすることになったのか。

			　その答えは、アマルベルガの前にある書類にあった。

			「とある貴族の一人が、真っ向からエトランジェ不要論を突きつけてきたのよ」

			「は……？」

			　一番驚いていたのは、クラリッサである。

			　このなかで一番生真面目で融(ゆう)通(づう)が利(き)かないのだから、無理からぬことだろう。

			　これまで連(れん)綿(めん)と続いたエトランジェを不要だなどと言うことは、時代を築いてきた先代たちへの侮(ぶ)辱(じよく)になりかねない。

			「それの返答に当たってね。一応コテツのことを聞いておきたいと思って」

			「ど、どういうことですか！　エトランジェが不要だなどと、そんな世(よ)迷(まい)言(ごと)……、歴代たちがこの世に生み出した影響の数々を、その貴族は忘れてしまったのですか！」

			　声を荒らげるクラリッサへと、アマルベルガはしかし冷めた視線を向けた。

			「エトランジェ不要論については、私も頭から否定できないと思ってるわ」

			「な、本当なのですか!?」

			「正直、他の世界から人を呼び出して戦わせ、国の重要な地位に据える。死にかけた人間を呼び出すから人命救助とは言い張れるけど、人道的なんて、私は口が裂けても言えないし、国としては歪(ゆが)んでいるわ」

			「しかし……」

			「でも、それは将来の話よ」

			　言いすがるクラリッサへと、きっぱりとアマルベルガは言った。

			「まだ、この国はエトランジェが。彼には申し訳ないけど……、コテツが必要なの。なんせ、エトランジェが死んだってだけで、他国が攻めてくるような国だもの。だから、エトランジェの看板は必要。外せるときが来るとすれば、新たな看板を作れたときよ」

			　国の歪(ゆが)み。直したいが、それには時間が必要だった。

			　対外的にエトランジェに頼らずとも戦える何か。それが完成するまでは、確かにエトランジェ不要論は、世(よ)迷(まい)言(ごと)でしかないだろう。

			「まあ、そんなところよ。呼び出しに応じてくれてありがとう、もういいわ」

			「いえ、アマルベルガ様のお言葉とあれば」

			　そう言って一礼するシャルロッテに、クラリッサも続く。

			「私も、同じくです」

			　アルベールだけは、態度も変えずへらへらと笑っていた。

			「ま、雇(やと)い主の雇(やと)い主だからな」

			　そうして、場に解散の空気が流れ出し。

			「そういえば、そのコテツだけど、一人女の子を連れ帰ってくるそうよ」

			　アマルベルガの爆弾発言によって、皆の発言が揃(そろ)った。

			「……は？」

			　

			　確かに、イクールの街は国境に近いと言うだけあって、多様な人種で賑(にぎ)わっていた。

			（そのなかにも、亜人はなかなか見当たらないが……）

			　エリナに先導されながら、コテツは周囲を観察している。

			「昔ここでご飯を食べたことがあるですが、とっても美味しかったです」

			「ああ、そうか」

			　約束通り、コテツはエリナに街を案内されていた。

			「とりあえず、お昼時ですし、そこでご飯を食べるです」

			「そうだな」

			　頷いて、コテツはエリナの指差した、オープンカフェのようなところに入っていく。

			　すぐに店員がやってきて、人数を聞き、そして、外にあるテーブルへと通された。

			「しかし、意外と驚かれないものなのだな。伯(はく)爵(しやく)の娘が来たというのに」

			「普通、貴族が降りてくるなんて思わないです。だから、こんな適当な変装でも誤(ご)魔(ま)化(か)せるです」

			　そう言って、彼女は自分の目元を指差す。

			　彼女の大きな瞳(ひとみ)の前、そこには四角いレンズの眼鏡がかかっていた。

			　適当な変装。伊(だ)達(て)眼鏡をかけて、髪形はポニーテールに。

			　ただそれだけの、変装とも呼べないマイナーチェンジ。

			「よしんば気付いても、いろんな人が集まる街ですから。詮索しないのが美徳ですし。変装しているとわかったら、察してあげるのがこの街です」

			「なるほどな」

			「それに、貴族の娘なんて、イメージ通りに型にはめますから、ちょっとずれただけでわからなくなってしまうですよ」

			「まあ、確かにそうかもしれん」

			　コテツの世界の高官の娘がいたとして、その娘が豪(ごう)奢(しや)な服装をやめただけで、コテツは気付かないかもしれない、と考える。

			　所(しよ)詮(せん)、大した付き合いでなければ、ちょっとしたイメージのずれでわからなくなるものだ。

			　もしくは、あまりにも当然のようにそこにいれば他人の空似で片付けてしまうかもしれない。

			「コテツは何を食べるですか？」

			「……む」

			　エリナにメニューを渡され、コテツはそれに目を通す。そして、困ってしまった。

			（これは……）

			　メニューが読めない。正確に言えば、読むことはできても理解が及ばない。

			　便利なもので、召(しよう)喚(かん)時にかけられた魔術によって、自動的に言語は翻(ほん)訳(やく)されている。

			　それは文章にも及ぶのだが、固有名詞については前の世界に該当するものがない場合、コテツにはひらがな、カタカナなどで表記される。

			（博打(ばくち)だな……）

			　普通に読めるものを選ぶべきか考えて、コテツはこう口にした。

			「何か君がお勧めを頼んでくれると助かる」

			　結局、コテツにメニューを理解することはできなかった。

			　まともに読める料理も、固有名詞ばかりでなんの料理かわからないものが多い。

			　完全に翻(ほん)訳(やく)しきれた野菜炒めやハンバーグなどは無難ではあるのだろうが、それを選ぶと、今後それ以外を食べることができなくなってしまうだろう。

			　同伴者がいるうちに、できればレパートリーを増やしておきたい。

			「そうですか？　じゃあ、注文お願いするです。アルラサンドと、ブロネギのサラダを二つずつお願いします」

			　エリナの言葉に応え、店員が奥へと入っていく。

			　確かに、サンドとサラダと聞いた限りでは極めて普通。

			　ただし、前に書かれたアルラとブロネギが気になる。

			「しかし、今日は案内だけで終わってしまうかもですね」

			「まあ、それもいいだろう。別にギルドを覗(のぞ)くのは明日でも問題ない」

			「そうですか。じゃあ、今日はゆっくり回れるですね」

			　そう言って笑うエリナ。

			「まあ、出発予定日は今のところは変更なしだ。準備はしておいてほしい」

			「はい」

			「しかし、これが君のためになるかは、わからんぞ」

			　確認するようにコテツは言った。果たしてコテツについてくるのが、エリナのためになるのかと。だが、何がエリナのためになるかなど、誰にも、何もわかりはしないだろう。

			「わかってるですよ。だから、選んで、迷って、選び直していい、そういう自由をコテツはくれたのです」

			　結局、確認しても返ってくるのは迷いのない瞳(ひとみ)だ。

			「まずは、王都でおうち探しですね」

			　エリナはわかっている、コテツもだ。生きる理由だとか、幸せだとか、そういった面倒なものを探すには結局手当たり次第になんでもやっていくしかないのだと。

			　コテツがエリナに与えてやれたのは猶(ゆう)予(よ)。生きる道が固定されるまでの期間を、少し延ばしただけに過ぎない。

			　だから、それまでの間は好きに生きて失敗すればいいと思う、成功するそのときまで。子供のうちは、失敗のフォローは周りの大人に任せておけばいい。

			「修業がきつかったら、こっそり脱走しますですっ」

			　そう言って、エリナは悪(いた)戯(ずら)っぽく笑った。

			「……そのときは、ここまで送っていってやろう。それだけは、約束する」

			　エリナは、エトランジェの客分という扱(あつか)いになるだろう。いや、コテツがそう言い張る限りはそうなのだ。

			　エトランジェはあらゆる権力や派(は)閥(ばつ)から乖(かい)離(り)した、不(ふ)可(か)侵(しん)な存在だ。

			　コテツの庇(ひ)護(ご)下にある限りは、彼女の自由を保障できる。エトランジェに近しいものとして関係者からのごますりくらいはあるかもしれないが、それについてどう思うかは彼女の自由。

			　無理だと思ったらまた別の方向を考えればいい。やはり、手当たり次第に思いつく限りをこなすしかないのだ。

			「あ、来たみたいです」

			　と、そこで、ウェイターが料理を持ってきた。

			　盆から皿をテーブルに移し、一礼すると去っていく。

			「さて、食べましょう」

			「ああ」

			　アルラサンドは白身魚を揚(あ)げたような味で、ブロネギはキャベツやレタスに近い空気の野菜だった。

			　

			　夕暮れ時、帰るなり、あざみが不満げな顔をして、コテツを出迎えていた。

			「本日はお楽しみでしたねー」

			「何がだ」

			「エリナとデートだそうで、うらやましい」

			「昼近くまで寝ていた君の言う台詞(せりふ)ではないと思うが」

			「お、起こしてくれればよかったんですよ、とにかくまあ、そういうことなんですっ、エリナだけデートでずるいというわけなんですー、リーゼロッテもそう思ってますよ、ね？」

			「えっ？　私？　私はコテツさんの好きにしていただければ……」

			「だそうだが」

			　あざみが言いがかりを付けて、コテツがあしらう。そんな光景を微笑(ほほえ)ましげにエリナは見つめていた。これはこれで、あざみも頼りにはなるのだが。

			　付き合いは短いが、エリナはあざみもリーゼロッテも慕(した)っていた。

			　どちらかと言えば、ルーと同じように、姉のように、だ。

			　ルーとは違うベクトルでだが、二人とも頼りになるのは冒険のうちでわかっていた。リーゼロッテは生活全般に造(ぞう)詣(けい)が深く、あざみはぱっと見頭が悪そうに思えるが、その実、飄(ひよう)々(ひよう)と上手く物事に対応していくのだ。

			　そんな彼女らを微笑(ほほえ)ましげに見つめるエリナに、話しかける人物がいた。

			「お嬢様、通信が来ております。至急通信室のほうへ来てください」

			　侍女が、エリナに通信が入ったと言っているのだ。

			　しかし、それをエリナは怪(け)訝(げん)に思った。果たして自分に通信が必要な人間などいただろうか。

			「通信……、です？　一体誰が」

			「はい、それが……、王女様だと」

			　思わず、戦(せん)慄(りつ)が走る。その言葉は本当か、と。そして、本当ならば一体なぜ。

			　堰(せき)切ってエリナは駆(か)け出した。

			　大きな屋敷の二階にある通信室。一部の貴族だけが持つ、大がかりな設備だ。

			　そこに駆(か)け込むと、エリナの視界のモニタには……、王女の姿が映っていた。

			「エリナ・イクール、ただいま参上しましたっ！」

			　通信機の前に立ち、直立不動。

			「突然の呼び出し、ごめんなさいね」

			「いえ、かまいませんです……えっと、かまいません」

			　いつもの口癖が出てしまい、慌ててエリナは言い直す。

			　何か粗(そ)相(そう)のないように、と必死だったが、アマルベルガは気にした様子もない。

			「別に楽にしててかまわないわ。そんな形式ばった話でもないし」

			「はいっ、ありがとうございますっ」

			　果たして一体何の用だろうか。もしかすると、先日の一件が王都に知れて、王女の怒りに触れてしまったのだろうか。

			　王女、アマルベルガは警戒するエリナへと、何でもないことのように口にした。

			「今後しばらく、王都で過ごすそうだけれど、あなたは城で暮らしてもらえないかしら」

			「……え？」

			　言っている意味がよくわからず、口からは妙な声がもれ出ていた。

			「見聞を広めに、こちらに来るのでしょう？」

			「は、はい。そうです、けど、なんで王女様がそれを……」

			「コテツに教えてもらったのよ」

			　その言葉に混乱は更に加速した。

			　コテツ。一体なぜ、その言葉がアマルベルガの口から紡(つむ)がれたのか。

			「こ、コテツに？　えっと、王女様はコテツと一体どんな関係が……」

			　そして、その言葉を口にしたとたん、アマルベルガの表情も変わった。

			　少々予想外だった、というような、そんな顔だ。

			「……もしかして、聞いてないの？」

			「何をでしょうか？」

			　果たしてコテツは、一体何者なのか、と首を傾(かし)げるエリナへと、アマルベルガは呆(あき)れた表情で返した。

			「そういったことに頓(とん)着(ちやく)しないのは彼らしいけど、どう考えても欠点ね……」

			　そして、アマルベルガは続けた。

			「彼は、エトランジェよ」

			「は……？」

			　いよいよもって、混乱が頂点に達してきた。

			　エトランジェとはこの国において、否(いな)、世界においても注目される、絶対不(ふ)可(か)侵(しん)の存在だ。

			　ＳＨを乗りこなし、既存のものとは一線を画する発想で、この世に何かを生み出す者。

			（そう言えば……、コテツ・モチヅキ……。名前くらい当然聞いてるのに、気付かなかった私はおばかです……!!）

			　よりにもよって、あの依頼でエトランジェに会うなどとは思ってなかったのが、災いしたと言ってもいいだろう。

			　はたまた幸運なのか。エトランジェと釣(つ)りをした人間など、この世にいくらもいないだろう。

			「……えと。本当ですか」

			「本当なのよ」

			　まるであの、平時はまさに敵のいないときの爬(は)虫(ちゆう)類(るい)のような唐(とう)変(へん)木(ぼく)が、エトランジェだったとは。

			　頭を抱えそうになるエリナだったが、王女の手前、それは自制することができた。

			「それで……、城に住んでほしいとのコトですが」

			「ええ、そうよ」

			　どうにか混乱した頭を静めて宥(なだ)めすかし、本題へと移る。そうでもしないと混乱のあまり王女の前で失態を晒(さら)してしまいそうだった。

			　とりあえず、どこかに手をついてどういうことですか、と叫びたい気分だ。

			「理由を、お訊(き)きしても？」

			　その空気をどこかに発散するために、とりあえず本題へと矛(ほこ)先(さき)を向けていく。

			「そうね、なんと言えばいいのかしら」

			　対するアマルベルガはそう言って、口元に手を当てて思案する素振りを見せた。

			「ねぇ、コテツが、やる気に満ちていないのはわかるわね？」

			「は、はい」

			　王女の歯に衣着せぬ物言いに、とりあえずエリナは同意した。

			　確かに、積極的に動き回って邁(まい)進(しん)するような男ではない。むしろ、エリナはコテツに自分と同じ空気を感じ取っていた。行き先も知れないまま彷徨(さまよ)う、そんな人間。

			「そんななかで、あなたは唯一、コテツが城の外で深く関わった相手なの」

			「そう、なんですか……」

			「だから、なるべくコテツの傍(そば)にいてほしい」

			　言ったあと、アマルベルガはしばらく迷うようにしながらも結局、言葉を紡(つむ)いだ。

			「私は、コテツに何かに執(しゆう)着(ちやく)してほしいのよ。さもなきゃ、ふらりと死んでしまいそうだから」

			　そして、ふっと、アマルベルガは笑みを浮かべた。優しげな、慈(いつく)しむような笑み。

			「あなたは、もしかしたらコテツにいい影響を与えてくれるかもしれない。まあ、断ってくれてもかまわないわ。無理強いしたとなったら、彼は怒るでしょうから。よく考えて、決めて」

			　それで、どう？　と、アマルベルガは目で問うてきた。

			　エリナは、一瞬の間を置いて、答える。

			「コテツには、恩がありますから。望むところです。それに、エトランジェ様に教えてもらえるなんて、それこそ望むところなのです」

			　城、そこにいれば望まざることも起こるかもしれない。

			　エトランジェに近しい者として、接触を求める貴族が現れる可能性は、決して低くはないだろう。エトランジェはあらゆる権力から切り離された存在であり、どの派(は)閥(ばつ)にも所属することはないが、自由という特権を持っている。

			　自陣に引き込まなくても利用価値はある。そのパイプに、エリナは利用できる。

			　それはエリナとしては望まざることだ。そう、城での生活は窮(きゆう)屈(くつ)かもしれないのだ。

			　だがしかし、エリナが欲したのはそのような自由だっただろうか。

			「いいの？」

			　いや、違う。心の奥底に、静かな声が響(ひび)いた。

			　エリナの求めた自由とは、そんな表面上のものではない。

			　気ままな生活がしたいだけなら、そのまま冒険者になってしまえばいい。

			　エリナが欲したのは選べること。自ら束(そく)縛(ばく)されることさえも選べることこそが、自由だ。

			　誰でもない、自分が選ぶこと、それに責任を持つことがエリナの欲しい自由。

			「はい。得るものがないと判断したら、出ていく、これがコテツとの約束です。それさえ、守っていただけるのなら」

			「約束するわ」

			　ならば、もう否(いな)はない。エリナは、ただ頷いた。

			「そう、感謝するわ。ついでに、あなたの父上には既に話を通してあるから。あなたの父上は、娘の意思に任せる、だそうよ」

			「いえ、このくらいなんでもないのです」

			「そう言ってくれると助かるわ。それじゃあ、通信を終わるわ」

			「はい」

			　ぷつり、とモニタから光が消え、画面の黒だけが残る。

			　それを確認すると、エリナは大きく溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「……いろいろと、予想外なのです」

			　確かに、軍服を着ていたから、王都の兵士だとは思っていたのだ。

			　依頼の募(ぼ)集(しゆう)にあまりに冒険者が集まらなかったから、王都の兵士が派遣されたのだと思っていた。が、しかし、よもやエトランジェとは。

			　予想外にもほどがある。まあ、名前を聞いてすぐに思い当たらなかったエリナもエリナだが。

			「とりあえず……、コテツは部屋ですかね」

			　どうにか気を取り直すと、エリナはコテツにあてがわれた部屋へと向かう。

			　廊下を歩き、程なくしてエリナは目的地へとたどり着いた。

			「コテツ、いいですか？」

			　こんこん、と扉を叩く。なかからは、いつもの声が聞こえてきた。

			「かまわない」

			　エリナは、その手でドアノブを捻り、コテツの部屋のなかへと入っていく。

			　そして、部屋の使用者はといえば、何をするでもなく、ベッドに腰かけていた。

			「何か用か」

			　短く問うコテツに、エリナはいつもより若(じやつ)干(かん)低い声を出す。

			「……コテツ、自己紹介の際に重要なことを言い忘れていないですか？」

			「特にはないが」

			　しれっとコテツは言ってのけた。真面目な顔で。

			「例えば、自分がエトランジェなこととか」

			「……言っていなかったか？」

			　真面目な顔で、である。

			「言ってないですよ！　もう!!　心臓が止まるかと思ったのです！」

			「……そうか、と、すると王女とでも話したのか？」

			「はいです」

			「それで、俺がエトランジェだということを知ったうえで、君はどうすることにしたんだ？」

			　問われて、エリナはまっすぐコテツの瞳(ひとみ)を見返した。

			「行くです。予定通り、いろいろとコテツには教えてもらうです」

			「一体、何を教わりたいんだ君は……」

			　若(じやつ)干(かん)、困ったような顔でコテツは問う。

			「大きなわかりやすい部分は、ＳＨの操縦、です」

			「まあ、その基(き)礎(そ)くらいなら問題はないが……」

			　あとは、本当いろいろなのだ。

			　いろいろ、この男から学び取れそうな部分がある気がするから、ついていきたいのだ。

			　だから、今は迷わない。

			「さて、そろそろ夕食の時間だと思うです、コテツ、行くですよ」

			「ああ」

			　エリナは、コテツの手を引くと歩き出した。

		

	
		
			　

			32　白昼夢

			　

			　早朝。

			　必要がなくても、習慣が刻み込まれた体は勝手に目を覚ます。

			　コテツは、ベッドの上から身を起こした。

			「……朝か」

			　当然のように、その部屋には朝日が差し込んでいる。

			　そんななか、豪(ごう)奢(しや)な部屋の調度が目に入って、コテツは現状を再確認した。

			　ここはイクールの屋敷の一室である。

			　と、そこでふと、壁に立てかけられた剣が視界に収まった。

			　この世界においては何の変(へん)哲(てつ)もない、ただのロングソード。

			　コテツにとって、まるでこの世界を象徴するかのような存在。

			（似合わない物を握っているな……）

			　ベッドから立ち上がり、軍服に着替えながらも、視線はその剣から外さない。

			（こういうのは、エミールのほうが似合いそうなものだが）

			　心中でそう呟(つぶや)いて、剣の手前にとある男の姿を思い描く。

			　元の世界の知人。同じエース。あるいは、敵だった男。エミール・ディー。

			　口調も外見も、貴公子と呼ぶに相応(ふさわ)しい、剣に誇(ほこ)りを持った金髪の男だった。

			　この世界に来るのなら、彼のほうがよっぽど似合っているだろう。

			　コテツはそう、考える。

			（果たして、今の俺を奴が見たら、なんと言うか……）

			　燃え立つようなあのころの炎は今胸にはなく、ただ、生きる目的を求めて彷徨(さまよ)っている。

			　情けない話だとは、自分でもわかっているのだ。

			『随(ずい)分(ぶん)と腑(ふ)抜(ぬ)けたね。望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)』

			　なんとなく、思い描いたエミールの虚(きよ)像(ぞう)が、喋(しやべ)った気がした。

			（なるほど、奴の言いそうなことだ）

			『情けないと思うなら、戻ればいいんじゃないかい？　戦場の最前線にいたあのころに。雑(ざ)魚(こ)を食い荒らし、エースとしのぎを削(けず)り合ったころに』

			　その虚(きよ)像(ぞう)は、嫌に魅(み)力(りよく)的(てき)な提案をしてきた。なるほど確かに、それは手っ取り早い。

			　こんなところで彷徨(さまよ)っているよりも、ずっと簡単に答えが出るだろう。

			『まだ、燻(くすぶ)ってるんだろう？』

			　戦場は、戦うことそのものが、生きることだったから。戦い続けることが生きる目的で、手段で、理由、そのすべて。

			　だが、それはできない提案だ。

			（俺の戦争はもう終わった。その先を、考えなければならない）

			　何かの理由で、目的で誤(ご)魔(ま)化(か)して、時間を稼いで鈍(のろ)になって死ぬ。

			　それが理想だ。今のように残った火種も消していって、燻(くすぶ)る思いも打ち消して。

			　この世界の戦いは、コテツの戦争ではないのだから。

			『これしか、知らないくせに？』

			　そう言ってエミールの虚(きよ)像(ぞう)は剣を指差す。

			（他の何かを、……知らねばなるまい）

			　戦う以外のことを。

			　と、そこでふっとエミールの虚(きよ)像(ぞう)は姿を消した。

			『これしか知らないくせに』

			　そんな言葉を言い残して。まるで、白昼夢だ。

			（生霊でも飛ばしてきたか……？　いや、エミールならやりかねん。洒落(しやれ)にならんな。ただの気の迷いだ）

			　誰よりもコテツと戦うことにこだわった男。コテツがこちらの世界に来たあとも、死んだなどという心配は、微(み)塵(じん)もしなかった。そういう男なのだ。

			　ただ、いつものようにコテツは軍服に着替え、身だしなみを整えて、部屋の外へと向かった。

			　

			　王宮。アマルベルガは、その長い金髪を靡(なび)かせて、凛(りん)とした表情で歩いていた。

			　その廊下の奥、アマルベルガの見ている向こう側から、一人の男が歩いてくる。

			「これは、王女様。今日もお美しい」

			「あら、ありがとう。フリード卿(きよう)」

			　初老の男に、にこやかに対応しつつも、アマルベルガは会いたくない人間に会ってしまった、と歯噛みした。

			　フリード・エンリッヒ。この国の侯(こう)爵(しやく)だ。

			　王都の北に広大な領地を持つ領主。年老いた外見とは裏腹に高い背をまっすぐに伸ばし、年季の入った白い髪を後ろへと撫でつけたその姿は、まさに老(ろう)獪(かい)の雰(ふん)囲(い)気(き)。

			　……アマルベルガに、エトランジェ不要論を突きつけた男。

			「私の上(じよう)申(しん)は、見ていただけましたかな？」

			　いけしゃあしゃあと、フリードは笑顔で言ってのけた。

			　アマルベルガもまた、笑顔で対応しなければならない。

			「ええ。見せてもらったわ」

			「それで、いかがですかな？」

			「あなたの空(くう)挺(てい)国防理論は素晴らしいものだと思うわ」

			　アマルベルガはまず、核心から外れた場所から切り崩しにかかることに決めた。

			　エトランジェ不要論よりも先に、それに付属していたエトランジェ廃止後の国防策の話を切り出す。

			「ただ、それを実行するには時間が足りないのではなくて？」

			　空(くう)挺(てい)国防理論。つまるところ、空(くう)挺(てい)に飛行型ＳＨを搭(とう)載(さい)し、可動的に国を守るという話の、青写真。確かに、これが成立すれば、全体的に鈍(のろ)いこの世界の戦闘においては画期的だろう。

			　なんせ、その成果を見せたのは、先の敵国、ジルエットの空中戦艦なのだから。

			　空中型には空中型で対抗しなくては、一兵卒には対抗が難しい。それが突(とつ)如(じよ)、喉(のど)元(もと)に食らいついてくるのだから、恐ろしい。

			　そして、空(くう)挺(てい)でなくては行けないような高高度に届くような対空兵器は、今の時代、ほとんどないのだ。なにせ、騎士や兵士のＳＨの武装は剣が主流。あの状況でジルエットの空中戦艦がどうにかできるような対空兵器があれば、とっくに使っていただろう。

			　その空中戦艦を打ち破ったのが、今まさに不要論を突きつけられているエトランジェだというのが皮肉だが。

			「それに、地上の守りについては、どうするのかしら？」

			　アマルベルガはあえて、エトランジェについて直接言及するのは避(さ)ける。

			　少なくとも、コテツは必要だ。今現状、コテツだけは。

			　祖父が傾けた国を、父がどうにか立て直し、アマルベルガが安定させる。

			　先代のエトランジェが父とともに戦い、平和を勝ち得たように。

			　アマルベルガはコテツとともに、この国に安定をもたらさねばならない。

			「それらに関しても、考えておりますよ。それらを一挙に解決する術があるのです」

			　空(くう)挺(てい)の開発製造の期間と費用、そして必要なだけの地上の守り。正直夢物語が過ぎる。だが、それを解決できる、と言ってフリードは笑った。

			「そう、それは是(ぜ)非(ひ)教えてもらいたいわね」

			「はっはっは、そうですな。ただ、いま少し情報を吟味してから、といったところでしょうか。王女様に嘘(うそ)をお教えするわけにはいきますまい。ですが、試すに足るかとは思いますな」

			　具体的なことは何も言わなかった。がしかし、アマルベルガにそれ以上、追(つい)撃(げき)することもできなかった。

			（上手くかわされたわね……）

			　そして。

			「それで、エトランジェ不要論については、目を通していただけましたかな？」

			　容(よう)赦(しや)なく、この男は本題へと切り込んだ。

			「……ええ。でも、今の段階でコテツは手放せないわ」

			「そうですか……、そうでしょうとも」

			　張り付いたような、何も読ませない笑み。気に食わないが、どうすることもできない。

			「さて、それではこれで、失礼させていただきます。その件について、続報がありましたら、お伝えしましょう」

			　そう言って、少し挨(あい)拶(さつ)をしただけのような気軽さでフリードは去っていく。

			　そんな背を見送って、アマルベルガはただ、呟(つぶや)いた。

			「頭が痛いわ……」

			　その背は、悠(ゆう)然(ぜん)と歩く王女の姿ではなく、まるで少女のような小ささだった。

			　

			　ディステルガイストの姿はいささか目立つ。

			　この世界の機体群のなかにあって、異(い)彩(さい)を放っているのは確かだった。

			「そんな特別な機体が……、穴掘りですか」

			「穴掘りじゃない」

			「……じゃあ、なんですかご主人様」

			「岩を砕く作業だ」

			「そのまんまじゃないですか」

			　そんなディステルガイストは、全長の半分ほどもある岩の前に立っていた。

			「誇(ほこ)りあるアルトのすることじゃないですよう……」

			　依頼。それは眼前の岩を破壊すること。付近で崖(がけ)崩れが起こり、その際にこの岩が街道を塞ぎ、それを移動することに成功はしたものの始末に困る、というのが大体の過程。

			　安物の作業用ＳＨでは、破壊するだけの馬力が得られなかったらしい。

			「世のため人のためのお仕事ですね、お師匠さまっ」

			　そんなわけで、岩を砕き割ろうというディステルガイストだが、内部には、あざみとコテツのほかに、エリナの姿もあった。

			　見学の申し出をコテツが断らなかった結果、いつの間にやらコックピット内で作業を見守ることとなったのである。

			　そして、こういった状況において、エリナはコテツを師と呼ぶことにしたようだ。

			　その件についても、コテツがそう認めたわけではないが、断ることもなかった。
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			「とりあえず、何か使えそうな武装はあるか？」

			　岩を見つめながら、コテツはあざみに問う。

			　銃撃は銃弾が残って面倒だし、刀は砕くと言うより切るだ。求められているのは砕くほうなので、使えないというか、効率が悪い。

			　それで、何かあればいいと思ってはいた。思っただけだ。ないならないで拳(こぶし)か蹴(け)りかで砕くしかない、のだが。

			「……ありますよ。ええ、ありますよおあつらえ向きなのが」

			　ディステルガイストの手元に粒子が集まり、紫(し)電(でん)を伴い徐々にそれが姿を現していく。

			　それは。――ツルハシ。

			「……初代はこの機体で炭(たん)鉱(こう)夫(ふ)でもするつもりだったのか」

			「あるんですよ。なぜかね！　どうしてでしょうね!!　泣きたいです!!」

			　いつもより一段テンションの低いコテツと、今にも号泣しそうなあざみ。

			　そんななか、エリナだけが感心したようにそのツルハシを眺めていた。

			「へぇ……、これがアルトなのですか。便利です……」

			　別に嫌(いや)味(み)でもなく、ツルハシに向けられたというよりかは、武器の転送に向けられた言葉。

			「ふむ、今のが直接転送した例か」

			「ええ、そうですよ」

			　普段、腰部バインダーから武器を呼び出すディステルガイストだが、それにはもともと、異空間に格(かく)納(のう)された武装のなかで使用頻(ひん)度(ど)が高い物、使用が予想されるものを先んじて格(かく)納(のう)しておくという意味合いがある。バインダー内から明らかに体積の合わないものが出てくることもあるが、それでも格(かく)納(のう)できる大きさには限界がある。

			「思ったよりもラグがあるな」

			「大きさとかにもよりますけどね」

			　と、すれば間抜けにも世界最(さい)高(こう)峰(ほう)のＳＨでツルハシを振り回すだけだ。

			　ディステルガイストがまっすぐにツルハシを構え、そして、振り下ろす。

			「あっさりと入ったな」

			「そりゃあ、性能は最(さい)高(こう)峰(ほう)ですからね！　コンセプトはあらゆる状況に対応！　不意の穴掘りにも!!」

			　自(じ)棄(き)と呼ぶに相応(ふさわ)しいぶっきらぼうさであざみは言い、コテツは黙ってツルハシを振り下ろした。何度も突き刺すうちに、やがてヒビが生まれ、そして割れる。

			　二つに割られた岩を、更に細かく砕き、人の手でも運べるようにしていく。

			　数分後、巨岩の姿はそこにはなく、小さな岩がそこかしこに散乱していた。

			「こんなものでいいか」

			　既に、下では運び出しが始まっている。ＳＨの足元だというのに、おかまいなしだ。

			　現場慣れした人間はいつもこうだ、とコテツは元の世界との共通点を見つけ、なんとはなしに嘆(たん)息(そく)した。そして、機体を数歩ずらすと片膝立ちの体勢にし、コックピットハッチを開く。

			　コテツとあざみが装(そう)甲(こう)を伝って駆(か)け下りるなか、慣れていないエリナは、機体に標準装備されたワイヤーロープを使って地面へと降りる。

			　結果としては、地面についたコテツとあざみに、エリナが追いついた形となる。

			「ご苦労さん、ありがとう」

			「いや、仕事だ。問題ない」

			「おう、そんじゃ、金はギルドに振り込んであるからな」

			　そして、依頼主である、中年の麦(むぎ)藁(わら)帽(ぼう)子(し)の男の言葉を受け、コテツたちは歩き出した。

			　ＳＨに乗って帰れば早いのは確かなのだが、どうにもコテツはそうしようという気にはなれないでいる。

			　小回りは利(き)かせにくいし、腰部バインダーを家屋に引っかけかねない。無論、そうならない程度の腕も道の広さもあるのだが、しかしそうやって操縦するのは面倒というものだ。

			　飛んでいけばいいとも思うだろうが、普通、燃(ねん)費(ぴ)の悪さからＳＨは飛行型でも飛ぶというのは奥の手だ。ディステルガイストのように目立つ機体が街の上を飛行していては、ちょっとした騒ぎになりかねない。

			「しかし、お師匠さま、意外です」

			「む」

			「お師匠さまほどの腕なら、討(とう)伐(ばつ)依頼に出向くかと思ったです」

			　そんな言葉に、コテツは少しの思案のあと、答えた。

			「戦わずに済むならそれに越したことはない。たとえ死亡率が一％であろうとも、百回戦闘すれば一度は死ぬことになる」

			『ウソ吐(つ)きめ』

			　朝見たエミールの幻(げん)影(えい)が、そう笑った気がした。

			　

			「岩を砕くだけでこの金額か……」

			　コテツはギルドを出て、今回手に入った報酬を見つめた。銀貨七枚に、銅貨十枚。

			　時間と費用を考えればそれなりの儲(もう)けだ。

			「冒険者がＳＨを欲しがるわけだな」

			　呟(つぶや)きながら、コテツは手のなかの銅貨をポケットのなかに入れた。

			　その隣に、二人の少女の姿はない。

			　一人で散(さん)策(さく)したい、とコテツは二人を先に帰らせたのだ。

			　あざみはなんだかんだと渋りそうに思えたのだが、空気を読んで意外にもあっさりとエリナの家へと帰っていった。

			　コテツは、目的もなく歩き続ける。

			　ただ、ひたすらに長閑(のどか)な町並みがそこにはあるだけだ。

			（……ここ数年、こうしてぼんやりと街を眺めたことはなかったな）

			　まさに平和である、と言えた。

			（それとも、俺が消えたあとの世界もこんなふうに変わって行くのか）

			　きっと、コテツにそれを見ることは叶わないだろう。文(ぶん)献(けん)だろうが伝(でん)聞(ぶん)だろうが、エトランジェが元の世界に戻れたという話は聞かない。

			　しかし、今朝見た幻(げん)覚(かく)のせいだろうか、この長閑(のどか)さにコテツは、一(いち)抹(まつ)の疎(そ)外(がい)感(かん)を感じてしまう。場違いな気がしてならないのだ。それは、住んでいた世界が違うからか、それとも戦争という、住む世界が違うからか。

			　コテツは考える。放っておけば感覚は鈍っていくだろう、と。錆(さび)付いて風化してしまえば、この疎(そ)外(がい)感(かん)も消えることだろうと。

			「……こんにちは、無表情な人」

			　と、そんなときだった。

			　コテツに、話しかける人間が一人。

			「何か、用があるのか」

			　それは、コテツに負けず劣らず無表情な女だった。

			　肩まで届かないくらいのウェーブのかかった髪。そして、コテツを見る感情のこもらない瞳(ひとみ)は、まるで眠そうにも、半眼で睨(にら)みつけているようにも見える。

			　身長はコテツの胸元ほど。服装はドレス、とは言えど、パーティに出るような豪(ごう)奢(しや)なものではなく、申し訳程度に胸元にフリルをあしらっただけの、町娘、と言った風情(ふぜい)のドレスだ。

			　そんな彼女が、ただ、コテツを見上げていた。

			「思ったより」

			　果たして、なんの意図を持って話しかけてきたのか、いまだコテツは図りかねている。

			　ただ、道行く人に挨(あい)拶(さつ)しただけというのならば、コテツというチョイスはあまりに妙だ。

			　こんな辛気臭い顔の男に向かって挨(あい)拶(さつ)するくらいなら、もっと別に相手がいるだろう。

			「冴(さ)えない」

			　そして、その言葉に更にコテツは押し黙った。いきなり、駄目出しをされている。ということはコテツにもわかったのだが、その理由が本当によくわからない。

			（俺のコミュニケーション能力が足りないだけか……？）

			　もしかすると、これが普通の会話で、自分が読み取れていないだけかもしれない、とコテツはその女の顔を覗(のぞ)き見るが、やはりコテツにはなんの表情も読み取れず。

			「不思議」

			　彼女は無表情に微笑(ほほえ)んだ。無表情に微笑(ほほえ)む、というのもおかしな話だが、コテツにはそう感じ取れた。

			　張り付けたような笑み。目が笑っていない。ただ口だけが弧(こ)を描いているかのような。

			「君のほうが不思議だ」

			　思わず、正直に呟(つぶや)いていた。すると、その女は不思議そうに首を傾(かし)げていた。

			「……そう？」

			「ああ。それで、何か用か」

			　妙なものに絡(から)まれたものだ、とコテツは心中で溜(ため)息(いき)を吐(つ)く。

			　自分のコミュニケーション能力ではいささか手に余る、と判断し、できるだけ早く話を片付けたかったのだが。彼女は、つい、と道の向こうを指差した。

			「向こうまで、ご一緒」

			「……すまない、言っている意味がわからない」

			「少しだけ、話がしたい」

			　どうやら、帰り道に同行して話をしたい、らしい、というところまではコテツにも理解できた。なぜ、という疑問に答えは出ないが。

			「コテツ・モチヅキ」

			　なぜ、名前を知っている、という言葉はコテツの喉を突いて出ることはなかった。おかしくはないはずだ。

			　コテツはエトランジェ。王都にいればその名を知り、顔を見る機会もあったかもしれない。多少の違(い)和(わ)感(かん)はあれど納得できる。

			「君の名前は？」

			「必要？」

			「どちらでも」

			　謎(なぞ)の女というものに、さほど興味もなく、若(じやつ)干(かん)投げやりに、コテツは言った。

			　ただ、名を問うくらいは礼儀だろう、と。

			　それをどう取ったか、彼女はぽつりと口にする。

			「エスクード。親しい人はソフィアと呼ぶ」

			「そうか。ではエスクード。君は何か俺に言いたいことや訊(き)きたいことでも？」

			　ソフィア、と呼ぶ気には到底なれそうもなく、コテツはエスクード、と厳(いか)つい名を呼んだ。

			　どう考えても、コテツと彼女は親しい間柄ではない。

			「コテツ。コテツ・モチヅキ。あなたに興味がある」

			「そうか。好きにしてくれ」

			　エトランジェである以上は好奇の視線やそういったものは否応なしに向けられるだろう。コテツはそう断じ、歩き出した。彼女もまた、コテツと同じように歩き出した。

			「あなたからは覇(は)気(き)が感じられない」

			「そうか」

			　あんまりな言われようだったが、別段コテツは気にしなかった。むしろ、ここまでくるといっそ清(すが)々(すが)しい。

			「目が死んでる」

			「……そうか」

			　それほどまでにわかりやすいだろうか、とコテツは屋敷に戻ったら鏡を拝(おが)むことを決心した。

			「興味深い」

			「そうか……？」

			　屋敷までの道はさほど遠くもない。

			　本当に、ちょっとそこまで、の距離である。すぐにコテツは屋敷に着いた。

			　別に、建設的な会話も何もあったものではなかったが。

			　そして、コテツが屋敷の門へと足を踏(ふ)み入れたとき。

			「私はその目を知っている」

			　コテツの背中に、彼女は言葉を投げかけた。

			「祖父王の目。国を潰(つぶ)しかけた愚(ぐ)王(おう)の目。あなたの行く末に、興味がある」

			　コテツは思わず振り向いた、が。振り向いた先に、既にエスクードの姿はなかった。

			　

			　その晩。コテツのもとに再び、アマルベルガからの通信が入る。

			『コテツ……、あ』

			　彼女にしては珍しく、唐(とう)突(とつ)に表情が変わる。

			　理由は簡単。通信に出たコテツが半(はん)裸(ら)だったからだ。彼は今、その上半身を晒(さら)している。

			「すまない、少し待ってくれ」

			　風呂上がりだったコテツは、言いながらかかっていたシャツに袖(そで)を通した。

			　さすがに王女と話すのに寝巻きというのは、いささか格好がつかないと判断してだ。

			「見苦しいものを見せた」

			『いえ……、まあ、なんというか。やっぱり、傷だらけなのね』

			　戸(と)惑(まど)ったような声。嫌(けん)悪(お)でも恐怖でもなく、ただの困(こん)惑(わく)。

			　いつも揺らがない彼女にしては珍しい、と思いつつもコテツは答えた。

			「機体が大破すれば、これくらいの傷はすぐできる」

			　機体が大破してそうそう生きていられるものではないが、もしそうなれば無数の破(は)片(へん)が突き刺さり、部品がわざわざ身体を貫(つらぬ)いてくれる。

			　そして、コテツは生(しよう)涯(がい)、一度も撃(げき)墜(つい)されたことがないわけではなかった。それだけの話。

			「それで、何か問題でもあったのか？」

			　その問いのあと、珍しい、とコテツは三度目の感想を抱いた。

			　その返答は彼女にしては珍しく歯切れが悪いものだったから。

			「あ……。そう、ね、元気だった？」

			「至って健康体だが」

			　よくわからないまま返答をすると、今度はアマルベルガは呆(あき)れたように溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「質問を変えるわ。そちらは、楽しい？」

			「……楽しい、とは？」

			「弟(で)子(し)もできたみたいだし、イクールと言えば、活気があるそうよ？　あなたの劣(れつ)化(か)した頬(ほほ)の筋肉も少しは動いたんじゃなくて？」

			　皮肉気に問うてくるアマルベルガ。

			「それなりだ」

			　コテツは無難な答えを選んだ。

			「そう……」

			「本当に、どうかしたのか？」

			　いい加減、真意が読めずに問い詰めてみるも、アマルベルガは首を横に振るだけだ。

			「なんでもないわ。それだけよ、じゃあね」

			　そう言って、通信は途切れる。コテツは、ただ、無表情に首を捻る。

			　ことここに至って、妙なことが多い。

			　彼女の祖父についても訊(き)いてみたかったのだが、訊(き)きそびれてしまった。

			　結局彼は、あとでもいいか、とベッドに腰掛けたのだった。

		

	
		
			　

			33　硝子(がらす)一枚

			　

			　意外と、ギルドには楽な依頼が多い。

			「ご主人様ー腕が疲れましたー。あうあうあー」

			　ぼんやりと、コテツは畑に向かって、鍬(くわ)を振り下ろしていた。

			「無視ですかー、そうですかー。まったく、か弱い女の子にやらせる作業じゃないですよねー……、ってリーゼロッテはやけに手(て)馴(な)れてるし……」

			　同意を求めてあざみは隣を見るが、手(て)馴(な)れた様子で畑を耕(たがや)すリーゼロッテに、あざみは呆(あき)れた瞳(ひとみ)を向け。

			「別についてくる必要はなかったんだが」

			「いえ、こういった民(たみ)の暮らしを知るのも為(い)政(せい)者の務めですっ！」

			「エリナはやる気満々だし……」

			　コテツは、別に慣れているわけでもないが、腕力はそれなり、体力は職業柄底なしだ。

			　慣れがなくても、多少は強引にやれる。

			「ご主人様ー」

			「……ん」

			「終わったらなでなでしてくださいよう」

			「……ん、ああ」

			「ご主人様、聞いてます？」

			「……ん」

			　微妙に考え事をしながら、コテツは鍬(くわ)を振り下ろす。

			　これまた、このうえなく、わかりやすい労働だ。

			　畑を耕(たがや)すこと。ちなみに、種植えなどの依頼もある。

			「ご主人様ー？」

			「……ああ」

			　コテツは、異世界人であるがゆえに、できうる限り戦争に出て人を殺して、というのは避(さ)けるべきだと考えている。

			　エトランジェとして国から要請があるならともかく、というやつだ。

			（そもそも戦争をしているわけではない。目についた相手を殺していては、きりがない）

			　日常に馴染まなければならない。戦う以外のことを、覚えなければならない。

			　戦争のために生きるわけにはいかない。

			　の、だが。鍬(くわ)が、手に馴染んでくれない。

			　空が、やけに眩(まぶ)しく見える。どこかで、エミールが笑った気がした。

			　何を寝ぼけたことを、と、コテツは鍬(くわ)を固く握りなおしてまた、振り下ろす。

			　最近、ずっとこうしてこういった依頼を受けているが、いつもこうだ。

			　どこか、馴染まない。違(い)和(わ)感(かん)がある。まるで、フィルタを一枚通しているかのように、鮮(せん)明(めい)にならない。いつもどこでも、鮮烈にして明快なのは、コックピットのなか――。

			「ご主人様ぁ！　あんまりです!!」

			「……ん、ああ」

			　ただ、無心に、コテツは鍬(くわ)を振り下ろした。

			　しばしの年月があれば、きっとこの違(い)和(わ)感(かん)も消えてなくなることだろうかと。

			　

			　こうしてイクールの街に滞(たい)在(ざい)し、作業系の依頼を受けて過ごし六日が経った。

			　そして今日の依頼は珍しくも一人。誰かに手伝わせる内容ではない。

			　はずなのだが。

			「楽しいのか？　エスクード」

			「それなりに」

			　森の木に腰かけて、エスクードは木の実を採るコテツを見つめていた。

			　木の実の回収。それがコテツの今回の仕事である。採るのはリーゼロッテと前回採ってきたものと同じなため、手伝ってもらおうとは露(つゆ)とも思わず。

			　むしろ、これくらいは一人でできねばなるまいと思っていた。

			　その結果、なぜか街で会ったエスクードがついてきていた。

			「なぜ、あなたはそんなことをするの？」

			　コテツが彼女から感じるのは、好奇でもない何か。彼女は何もせず、コテツの背後から見つめるだけ。まるで観察されている。

			「どういう意味だ？」

			「噂(うわさ)の腕前なら、機体に乗って狩りでもすればいいのに。どうしてそんな無(む)駄(だ)なことを」

			　無(む)駄(だ)なことを、とはコテツの手にある木の実のことを指すのだということに、気が付いた。

			　なりふりかまわなければ、もっといい稼ぎがあるんじゃないのかと。

			「いや、これでいい」

			「本当に？」

			「こうあるべきだろう。人というものは」

			　戦争が終わったのだ。果たして、兵士から戦争を奪い取ったなら、何が残るというのか。

			「あなたのような兵隊から、戦いを取ったら何が残るの？」

			　わざわざ、彼女は訊(き)いてくれた。

			「至って普通の人間が、残らなければならない。家で家族が待つような」

			　だから、これでいいのだと、コテツは言う。

			　戦争が終わって人が残る。ただの人は平気な顔で命を賭(と)したりはしない。

			　ただの人は、生きる理由を見つけ、それなりに生きて朽(く)ちねばならない。

			「だから、こうして少しずつ錆(さび)付いていく？」

			　見透かされている、とコテツは思った。

			「あなたは、着地点を見失ってしまったみたい」

			　冷たい瞳(ひとみ)が、容(よう)赦(しや)なく踏(ふ)み込んでくる。

			「降りるはずの着地点が消えたから、ゆっくりそのまま不時着してしまおうとしてる。無様」

			「君の知る祖父王と、俺はそんなに似ているのか？」

			　コテツは、木の実を採りながら問うた。

			　まるで、知っているかのような口ぶりは。祖父王と重ねてみているのだろうかと。

			　彼と自分はそんなに似ているのかと。

			「似ている」

			「そうか」

			　愚(ぐ)王(おう)と呼ばれた人物に似ていると言われて、嬉(うれ)しいわけでもなく。

			「あなたは、なんのために生きてるの？」

			「今それを探している」

			「今までの理由を、捨てられる？」

			　今までの理由。戦争のために生きていた。戦争を終わらせるために生きていた。

			　その戦争は終わったから、その理由は立ち消えたはずだ。

			「きっとあなたは、生きる理由も死ぬ理由も見つけられない」

			「なぜ、そう言える」

			「祖父王が、そうだったから」

			「なぜ、そう断言できる」

			「あなたが、祖父王と同じ道を歩んでいるようにしか、見えないから」

			　ならどうすればいいのかと。コテツは彼女に問いかける気にはなれなかった。

			　ただ、黙りこくって木の実を採った。実際、否定できないだけの要素があったのだ。

			　これまでの日々で、いろいろと試してみた。ギルドの依頼で畑を耕(たがや)したり、木の実を採ったり釣(つ)りをしたり。

			　だが、どれもしっくりこない。馴染めない。まるで、フィルタを通したように、ガラス一枚を挟んだように、それらは馴染んでくれなかった。

			　まるで、やりたいことはそれじゃないと叫ぶように。

			　どうにも、上手くいかない。まだ、胸に燻(くすぶ)るものがあるからだろうか、とコテツは考える。

			　そのときである。不意に、影が差した。樹木の折れる耳障りな音がする。

			「……こんなところには出ないんじゃなかったのか」

			「そのはず」

			　白く巨大な狒(ひ)々(ひ)、ブランサンジュ。

			　それは、北のほうにしか出現しえぬ、大型の魔物のはずなのだが。

			　疑問を挟む余地もなく、狒(ひ)々(ひ)は拳(こぶし)を振り下ろしていた。

			「障(しよう)壁(へき)展開」

			　避(よ)けようと、コテツがエスクードの首を引っつかむと同時、コテツたちとブランサンジュの間に半透明のエメラルドグリーンの壁が現れる。

			　拳(こぶし)は壁に阻(はば)まれた。コテツはこれらを行ったのがエスクードだということに気が付いた。

			「君は魔術師か。アレを倒せるような魔術を持っているのか？」

			「答えはノー。私は防御特化」

			　その答えに、コテツは舌打ちすることはなかった。

			　判断は素早く。エスクードの首根っこを掴(つか)み更に抱え上げるようにし、すぐさま走り出す。

			　もたもたしていると死ぬ。しかも森のなかは避(よ)けにくい。今回は立ち向かおうだなどとは、少しも思わなかった。立ち向かう理由がないし、結局勝てはしないのだ。

			「……速い」

			「舌を噛(か)むぞ」

			　コテツは、後ろを気にしつつも獣(けもの)のように森を疾(しつ)駆(く)する。

			　どうやら、森がデメリットになるのは敵も同じようだった。

			　巨体ゆえに、木々が邪魔になる。対するこちらは、足元が不安定なだけだ。

			　そして、この森と街は程近く、街に近づけば警備のＳＨがすぐに現れることは知れている。

			　結果は、前回よりは断然楽に、コテツたちはブランサンジュから逃げ切ることができた。

			　

			「……またブランサンジュに出会うとはな」

			「不思議」

			　逃(とう)走(そう)劇(げき)のあと、間もなく、ブランサンジュは撃破された。コテツが戦列に加わるまでもなく、数機で取り囲み、足止めを行い、魔術を放って片が付いた。

			　そうして、木の実を納品したあと、コテツがやってきたのは図書館だ。

			「ブランサンジュ……、やはり寒冷地に生息する、か。ここは寒冷地じゃないはずだな？」

			「そう。むしろ、この国でブランサンジュなんてそうそう見ることはない」

			「アマルベルガにあとで報告しておくか」

			　言いながら、本棚へ本を戻すコテツ、そこに、エスクードからの声がかかった。

			「しばらく、ここにいる？」

			「ああ、そのつもりだが」

			「本、読んでる。行くとき、声かけて」

			　そう言って、彼女はふらりと本棚と本棚の間へと消えていく。

			　コテツは、特に言うこともなく見送り、自分の読むべき本を探し始めた。

			　おおむね、カテゴライズは歴史書。

			　いまひとつ勝手がわからないので、それらしきものを数冊抜いて、テーブルへと戻る。

			　そして、椅子に座ると、ぱらぱらとその本を捲(めく)り始めた。

			「祖父くらいの年代だと、歴史書に載(の)っているのか……？」

			　気になっているのは、祖父王のことだ。

			　ブランサンジュについて調べるついでに、それについても調べておきたかった。

			　あそこまで似ていると言われれば、気になると言うものだ。

			　大体五十年前あたりの比較的新しい年代のところを、ぺらぺらと捲(めく)っていく。

			　そのあたりで、ぱっと見て一番目立つのは、アマルベルガの父と先代エトランジェだろう。

			　今まさに調べている祖父王が崩しかけた国を救ったという彼らは、まるで英雄のように語られ、賛美されている。そして、その次あたりに祖父王たちの年代に入る。

			　そこには、いかにその時代、酷(ひど)い政策が行われたかが列挙されていた。

			　増税、地方領主の横暴、貴族の強欲。しかし、そんななか、ふと気が付く。

			（祖父王について、妙なほど書かれていないな……）

			　横暴を働いた領主についてなどは事細かに書かれていながら、祖父王についてはあまりに書かれていない。

			　悪行として書かれているのは、亜人の娘をさらい、手ごめにしようとしたことだけ。

			　亜人と交わるなど、王族にあるまじき汚らわしさだと、書かれている。

			　コテツは、その歴史書を置いて、別のものに手を伸ばす。

			　だが、どの歴史書を読んでも、さしたる情報が、手に入らなかったのだった。

			「……無(む)駄(だ)か」

			　もしかすると何かを秘(ひ)匿(とく)しているのかもしれないが、そうすると、そういったことについて書かれている本があったとしても、禁書としてすべて燃やされたことだろう。

			　得るものはない、とコテツは諦(あきら)めることにした。そして、本を置き、立ち上がる。

			　彼は、記憶にある通りに本を戻して、そして、エスクードに声をかけることにした。

			　声をかける義理はない気もしたが、大した手間ではないと、椅子に座って本に視線を落とす彼女に、彼は声をかけた。

			「エスクード」

			「終わった？」

			「ああ」

			「……ん」

			　と、そこでふと、コテツは気が付いた。彼女の視線が、本に残っている。
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			「……本、好きなのか」

			　問うと、ここに来て初めて、彼女は本当の意味で表情を変えた。

			　少しだけ、恥ずかしそうに、少しだけ、照れくさそうに。俯(うつむ)いて、頷く。

			「……うん」

			「そうか」

			　結局、コテツは彼女の隣に腰を下ろした。不思議そうに、彼女はコテツを見てくる。

			「……いいの？」

			「夕方までは俺もやることがない」

			「ありがとう」

			　彼女は、そう言って少しだけ微笑(ほほえ)む。

			「じゃあ、あと五分だけ」

			「好きにしてくれ」

			　呟(つぶや)いて、ぼんやりとコテツは頬(ほお)杖(づえ)をつきながらエスクードを眺めた。

			　非常に、整った顔をしている、とはコテツも思う。

			　ウェーブのかかった髪は、黒髪かと思えば、どうも少し青みがかっているように見えた。

			「……何？」

			「いや、なんでもない」

			　どうやら視線に気付かれたようで、すぐにコテツは視線を逸(そ)らす。

			　図書館は、酷(ひど)く静かで、妙に、嫌なほどに落ち着いた。

			　ぼんやりと、思索の海を漂(ただよ)うだけで、五分はすぐに過ぎ去った。

			「終わった」

			　あと五分、というのは、ちょうど五分で読み終わるという計算だったらしい。

			　読み終わった本を戻してきたのを見計らって、コテツも立ち上がった。

			　そうして、二人隣合って、外へと歩いていく。

			「……君の興味は、満たせているのか？　俺は」

			　ふと、気になってコテツは訊(き)いた。エスクードは、頷く。

			「うん」

			「俺のどこに興味がある？」

			「妹が、あなたのことを好きみたいだから。どこがいいのか、気になって見にきてみた」

			「それは、奇特な人物だな」

			「そうかもしれない」

			　確かに、コテツは今、噂(うわさ)に事欠かない人物であるし、一応の実績もある程度出てきた。

			　となれば、ファンがつくようなこともあるのかもしれない。実際のコテツがどうであれ。

			「こんどは、私が訊(き)いても？」

			「ああ」

			　エスクードの言葉に、別に訊(き)かれて困るようなこともない、とコテツは頷いた。

			　すると、エスクードは、こんな質問をしてきた。

			「エトランジェになる前のあなたは、なぜ戦っていたのか」

			　問われて、コテツは過去の戦いを思い出す。

			　果たして、なぜコテツはエースとして戦場を駆(か)けたのか。そんな記憶を掘り起こした。

			「あのころは……、そうだな。平和のために、戦っていたはずだ」

			「人類のために？」

			「人類を皆殺しにすれば戦争は起きない。そういう類(たぐい)の考えだ。口が裂けても人類のためとはいえないな」

			「じゃあ、なんのために？」

			「女のために」

			「恋人？」

			「いや」

			「じゃあ何？」

			「元上官だ。会ったのは一日だけだが」

			　コテツはぽつりと呟(つぶや)いた。

			「それにあとを頼まれた。だから、目の前の敵をすべて排除することに決めた」

			「正気？」

			「エースとはそういうものだ」

			　正気かどうかと問われれば、コテツにイエスと答えることはできない。

			　ただ、コテツにとってそれは、戦うに足る理由だと思ったのだ。

			「それで、作れた？　その女性の願う平和は」

			「……さてな」

			　それはわからない。平和になったのだろうとは思うが、しかし、コテツはそれを見ることは叶わなかった。

			　そんなコテツをどう思ったのか、隣を歩くエスクードはコテツを見て、口を開く。

			「あなたは、無理をしていない？」

			「……どういうことだ」

			「日常に馴染もうと、焦(あせ)っていないかと、訊(き)いている」

			　言われて気が付いて、コテツは思考する。

			　確かに、そうかもしれない。エミールの幻(げん)影(えい)でも拝(おが)んだせいだろうか。

			「そうかもしれん」

			　それとも、上手く馴染めないことを、認めたくないだけか。

			「待ってくれたから、一つだけ、お礼」

			　彼女は、そんなコテツに、言う。

			「無理に心の整理を付けようとしても無(む)駄(だ)だし、焦(あせ)る必要もない」

			　年下であろう少女にそんなふうにされて、コテツは苦笑した。

			「どうせこの先数十年、あなたはあなたでしかないんだから」

			「そうか」

			　少しだけ、心が軽くなった気がして、コテツは苦笑を深めながら、帰路を歩いていった。

		

	
		
			　

			34　人が纏(まと)う災害

			　

			「……困るわね」

			　執(しつ)務(む)室でぽつりと、アマルベルガは呟(つぶや)いた。

			　仕事は尽きないばかりか、増えていく。

			　エトランジェの必要性と、コテツの有用性について。

			　フリード・エンリッヒの上(じよう)申(しん)を却下するのに必要な書類をしたためる必要があった。

			　国を守るに、そこだけは、コテツだけは譲れない部分だ。少なくとも、アマルベルガの手札には、それしかない。

			「また、負担を強いることになりそうだわ……」

			　コテツは、そこにいてくれるだけでいいと思っていた。見せ札なのだ。実際に切る必要はなく、手札にあることをほのめかせておけば、相手が勝手に勝負に出ることを躊躇(とまど)うという代物。

			　初期は、いろいろあったが、盗(とう)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)の件で十分に足元を固めてくれた。ゆえに、後はそこにいてくれれば役目を成す。

			　これ以上の負担を強いたいとは、アマルベルガには思えなかった。

			　だが、このまま、また、何かしてもらわないといけないかもしれない。

			　そう思うと、勝手に溜(ため)息(いき)が漏(も)れ出る。

			（彼に、私は好かれていないし……。これ以上、関係を悪化させたくはないのだけど）

			　彼を拉(ら)致(ち)し、労(ろう)役(えき)につかせた主犯、そういう人間であるということは、マルベルガにも自覚はある。それでも、どこか嫌われたくないと思うのは、彼しか縋(すが)るものがないからか。

			　城のなかのどこにも、味方がいない。フリードはもちろん、宰(さい)相(しよう)だろうが、大臣だろうが、己の欲を芯に動いている。

			　政治においては腹心も、部下もいない。仲間がいるとすれば、子飼いの騎士団のみ。その騎士団は役柄上、政治の中(ちゆう)枢(すう)までは食い込めない。

			　他の権力者からしてみれば、アマルベルガなど、王位継(けい)承(しよう)権(けん)を持つだけのただの小娘だ。

			　神輿(みこし)として担(かつ)ぐなら最適だが、しかし、その神輿(みこし)は小ざかしい知恵を以(もつ)て口出ししてくる。ゆえに、誰もアマルベルガにはつかない。

			　手札は、エトランジェだけ。味方は、コテツのみ。

			「本当に、頭が痛いわ……」

			　こめかみを押さえて、アマルベルガは立ち上がった。

			　信用できるのは、この執(しつ)務(む)室に呼べる人間しかいない。

			　城内に、味方を増やすことは難しい。アマルベルガ、彼女の手腕は決して優秀ではないのだ。

			　勤勉さと、必死さでどうにか及(きゆう)第(だい)点(てん)を保つことができる、本当に、ただの小娘でしかない。

			　そうして、自(じ)嘲(ちよう)気味に窓の外を見た瞬間。一人の兵士が、執(しつ)務(む)室へと転がり込んできた。

			「何事かしら」

			　兵の様子は、明らかに只事ではない様子だ。息も絶え絶え、ノックする余裕すらないようだ。

			　そんな兵は、室内に入ってアマルベルガの存在を確認するなり、叫んだ。

			「王女様にお伝えします！　王都を、多数の大型魔(ま)獣(じゆう)が取り囲んでおります!!」

			　アマルベルガの思考が止まる。

			「……なんですって」

			　そういうレベルの、異常事態だった。

			　思わず崩れ落ちそうになるのを、彼女はどうにかこらえる。

			「詳しく説明して」

			「はっ。つい先ほど、付近の森などから、突如として、身を潜めていた大型の魔物たちが姿を現し、瞬く間に王都を……」

			「相手の規模は？」

			「百やそこらでは利(き)かないほどに！　更に後続が迫っています」

			「どうしてそんなことになるまで気付け……、いえ、言ってもどうしようもないわね」

			　放り投げてしまいたい、とアマルベルガは思う。

			　現在稼動可能な保有ＳＨ数は、八十二。

			　そして、大型の魔物の相手は、基本が三対一。そこからの単純計算であれば、相手が少なく見積もって百だとしても、戦力差は三倍以上ということになる。

			　だが、アマルベルガは王女だ。まだ女王ではないとはいえ、政治の全権を握っているのだ。

			　責務を胸に、どうにかアマルベルガは思考をめぐらせる。

			「騎士団は？」

			「配備が終わり、待機しています」

			「どうして戦闘を開始していないのかしら。それだけの権限はシャルロッテにもクラリッサにも与えたはずよ」

			　責めるような声をアマルベルガが発したとき、伝令の兵は更に衝(しよう)撃(げき)的な言葉を、その口から放った。

			「――これが、フリード・エンリッヒ卿(きよう)の仕業だというからです！」

			「……説明なさい」

			　まるで、後頭部を何か硬いもので殴られたかのよう。眩暈(めまい)で膝をつかなかった自分を、褒(ほ)めてやりたいくらいの心境だった。

			　そう。ありえない、ありえないはずだが、しかし。

			　フリード・エンリッヒは陸の守りに何か秘策がある、と言っていた。ありえないはずなのだが、もしもこの包囲がフリードの思い通りならば、確かにこれは、秘策となる。

			「フリード卿(きよう)から通信が入っております！　こちらへ」

			　伝令の兵に連れられ、部屋を出る。

			　そして、通信設備のある部屋へと赴く。その部屋の機材には、初老の男の姿が映っている。

			『どうもごきげんよう、王女様』

			「……最悪な気分だわ」

			　どうこらえても、不快感を隠すことはできなかった。

			　笑うフリードからは、ハッタリや虚勢を見て取ることはできない。

			　つまり、この状況は彼の思い通りということだ。

			「この周辺に、ブランサンジュを引き入れたのは、あなただったのね」

			『まあ、そうですな。少々テストを行わせていただきました』

			「テスト？　人を襲わせるのが？」

			『いえ、それは手違いでして。どれほどの距離までなら、彼らを操れるのか、試していたのですが、おかげさまで』

			　やはり、とアマルベルガは心中で呟(つぶや)いた。彼らは、魔物を操る術を得ている。

			「テストが終わった、というわけね」

			　皮肉気に、アマルベルガは口を歪(ゆが)めるが、状況は一切笑えない。

			　――クーデターだ、これは。

			「でも、そんなつまらないことを言いにきたわけじゃないでしょう？」

			　一難去ったと思えばまたこれだ。

			　やっとの思いでエトランジェを召(しよう)喚(かん)して、やっと安定してきたと思ったのに。

			　こんな状況、どうやって覆(くつがえ)せと言うのか。

			『ええ、伝えておきたいことがありまして』

			「聞かせてもらうわ、遺言として」

			『おお、怖い。それでですな。実は、貴方(あなた)様には死んでいただこうと思っておりまして』

			　真顔で、フリードは言った。決して、嘘(うそ)や冗談などではない、とその表情が証明している。

			「そう」

			　動揺などおくびにも出さず、アマルベルガは聞き流した。

			『おや、意外と冷静ですな』

			「……一応、理由を聞かせてもらえるかしら。どうせ、答えなんて読めてるけど」

			『ふむ、そうですな。では、まずは私の狙(ねら)いから。一つ目はご存知の通り、エトランジェの廃止。もうひとつは、王家の血を絶やすこと』

			「まあ、あなたの言うことを実行すれば自ずとそうなるわね」

			　王位を継承する権利のあるものは、アマルベルガしかいない。他は先の戦争で逝(い)ってしまった。それゆえにアマルベルガが政治を受け継(つ)いだのだから。

			『この国は、歪(ゆが)んでおります』

			　怒りもなく、一切の笑いもなく、ただ、フリードは言い切った。

			『一つのところに権力が集中するというのは、初動の速さを始め、いろいろ利点もあるでしょう。王が優れているときは、特に素晴らしい。しかし――、優れた権力者が続くわけではない。そのたった一代で、国が滅びかねない』

			　アマルベルガは何も言い返さなかった。言い返せなかった、とも言う。

			『エトランジェなど。エトランジェなど輪をかけて手に負えない。暴力を自由に振るえる権力者、それが彼らの姿。殺(さつ)戮(りく)の限りを尽くした者、贅(ぜい)を尽くし、国庫を空にした者も確かにいるのです。それを、誰も止められないのが、問題なのです』

			　そのことは、既にアマルベルガにも理解できているのだ。

			　だが、それを実行できるだけの手札がなかったがために、どうすることもできず、将来的な方向性の一つでしかなかった。

			『……いえ。もう、過去のことなどどうでもいいのかもしれません。ただ――』

			　前方をしっかりと見据えながら、フリードは言った。

			『――個人がすべてを左右する時代は終わりにしましょう』

			「ならば、誰が国を動かすのかしら」

			『人の群れが』

			「そのために、私とコテツは邪魔なのね」

			『ま、そうですな』

			「そう」

			『死んでいただけますかな？』

			「随(ずい)分(ぶん)急ぐのね」

			『老い先短いですからな。私の他に、誰も歪(ゆが)みに気付かぬのなら、私がやろうではありませんか。私しかやらぬのならば、死ぬ前に』

			　王政はもちろん、エトランジェについても、国民や政治に携(たずさ)わる者にとって当然のこと。これに疑問を抱く者は少しもいない。

			　そんな歪(ゆが)みに気付くことのできた二人が敵同士という関係は、皮肉としか言いようがないが。

			『これより一週間後、王都に総攻撃をかけます。それまでに住民の避(ひ)難(なん)を。せいぜい、抵抗してください』

			「そう。あなたのことだから、無抵抗で明け渡せと言ってくるのかと思ったわ」

			『信用できるはずがないでしょう？　貴方(あなた)も、私も、この力が国の守り足りえるのか』

			「私はあなたの試金石？」

			『逆かもしれませぬぞ』

			「買い被らないで。私はただの小娘だわ」

			　百の魔物を切り倒せるだけの手札があれば、とうに切っている。

			『その小娘が、ここまで政治を回してきたのです。悪くない政治だったと思いますぞ。奇をてらわず、無難な道を追求していくのは』

			「だったら、見逃してもらえないかしらね、あと五十年くらい」

			　冗談めかして、アマルベルガは言った。

			『今日、無難な政治で安定を取り戻しても明日は？　生まれてくる貴方(あなた)の御(お)子(こ)は優秀ですか？もう、土台を作り直すしかありますまいよ』

			　アマルベルガに返事はできなかった。どうしようもない。

			　そして、国は今、何よりも安定を求めているのだ。独(どく)裁(さい)の成長性よりも、安定を。

			　そのための、クーデター。

			『それでは、また一週間後に』

			　確かに、無抵抗というわけにはいかない。いかに大(おお)法(ぼ)螺(ら)を吹かれようが、何も見もせずにすべて任せていいなどとは思えない。

			　ぷつりと切れる、通信。アマルベルガは、逃げるように、その部屋をあとにした。

			「……伝令、王都の民(たみ)を避(ひ)難(なん)させるよう動きなさい。私は、考えをまとめるために部屋にこもるから、しばらく誰も通さないで」

			　兵の返事を置き去りに、アマルベルガは執(しつ)務(む)室ではなく、自室へと戻った。

			　フリードの言葉を信用するならば、決戦の日は、一週間の後。

			　戦わねばならない。すべてを明け渡したあと、フリードの切り札である魔物たちが実はまったく使い物にならず、木(で)偶(く)の坊(ぼう)でした、じゃあ話にならない。

			　だが、それを証明するのに消えていくのは、兵の命。

			　自室の椅子に、倒れ込むように座り込み。ただ、縋(すが)るようにアマルベルガはとある魔術を起動した。薄い緑の半透明の板が、アマルベルガの前に現れる。

			「コテツ、聞こえる……？」

			『こちらコテツ・モチヅキ。聞こえている。何か用か』

			　聞こえてきたのは、鋼のように重く、硬く、冷たい声。

			　――助けて。

			　その、悲鳴のような言葉は、ちっぽけなプライドで飲み込んだ。

			「王都で問題が発生したわ。クーデターよ。魔物が百単位で王都を取り囲んだわ」

			『……何？』

			　一瞬、その眉(まゆ)が歪(ゆが)んだ気がした。

			『いや、なるほどな。こちらからも報告が一つ。ブランサンジュを再び見る羽目になった。この件に関することだろう』

			「そうね。手の回る限りは私たちが魔物たちを駆(く)除(じよ)してるから、遠方から魔物を引っ張ってきたんでしょうね、……というか、随(ずい)分(ぶん)落ち着いてるわね。私としては、魔物を操るなんて前代未聞なんだけど」

			『魔術があるなら、なんでもあり、という心境だ。こちらの技術でも、脳を改造すれば不可能ではあるまいし』

			「そう」

			『しかし、王家にクーデターなど。上手くいったとして国民は許すのか？』

			「大義があれば、許すでしょうね。先王はよくやったけど、祖父王はダメだったから、王家への信頼は微妙だもの」

			　国を救ったのも傾けたのも王族だと考えてみると確かに、フリードの言う通り勝手な話だ。

			『向こうに大義は、あるのか？』

			「ええ。私、即位してないもの」

			　アマルベルガは、王女であって、女王ではない。

			　本来は先王が死に、王女が戴(たい)冠(かん)式を行うその日まで、代理を立てるべきだった。

			　しかし、彼女の周囲には信頼に足る貴族が、大人がいなかった。それゆえに、彼女が無理を言って自分で国を回してきたのだ。これは、そのツケだ。

			「即位していない、王足らぬ身で政(まつりごと)を行った王女に鉄(てつ)槌(つい)を。それだけで十分よ」

			　そう言って、彼女は自(じ)嘲(ちよう)気味に笑った。

			『それで、俺は今すぐ戻ればいいのか？』

			「……いえ」

			　こみ上げる不安に、飲み込んだ言葉が出かけるが、今一度、それを彼女は呑(の)み下す。

			「間違いなく、こちらは負けるわ。だから、選んで。来るか、来ないか」

			『俺はエトランジェのはずだ』

			　行くのが道理だ、と続くであろう言葉を、アマルベルガは強引に断ち切った。

			「この戦が終わればエトランジェじゃなくなるわ」

			『だが……』

			「何言ってるのよコテツ。あなたは、自由になれるのよ。国の犬じゃなくなるの。望むところでしょう？」

			　勝手に呼んで、勝手に働かせ、勝手に戦わせた、が、アマルベルガはそれ以上のわがままを、望まない。一緒に滅べなど、言えるはずがない。沈む泥(どろ)舟(ぶね)に乗ってくれなどと。

			『……そうだな』

			「そういうことよ。返事は、一週間後までにお願いね。その日から、王都は戦場になるから」

			『ああ』

			「それじゃ、切るわね」

			　そう言って、通信を切ろうとするアマルベルガを、コテツは引き止める。

			『では、二度と聞けなくなる前に、聞かせてくれ』

			「何？」

			　引き止められて、首を傾(かし)げるアマルベルガに、彼は、予想外の質問をした。

			『俺と君の祖父は、似ているか――？』

			　どきり、と、鼓(こ)動(どう)が鳴る。一瞬、心臓が止まるかと思うほどに、彼女は驚いた。

			　なぜならそれは、まさに彼女の思うことだったのだから。

			「ええ、似ているわ。だって、あの人が愚(ぐ)王(おう)と呼ばれているのは、横暴を働いたからじゃなくて――」

			　似ている。この男は。

			　だからこそ、祖父と違う道を歩んでほしいと、心のどこかで思うのだ。

			「――何もしなかったからなんだもの」

		

	
		
			　

			35　続行の意志

			　

			『――何もしなかったからなんだもの』

			　言葉が、胸に突き刺さるように感じたのは、初めてのことだったかもしれない。

			　コテツは、部屋のなか、黙ってアマルベルガの声を聞いていた。

			『貴族たちの横暴を、国が崩れていく様を、ただ、見守っていたのが、私のおじいさま』

			　だから、歴史書に彼の記述が極端に少なかったのかと、コテツは思い至る。

			『私にとっては、いいおじいさまだったわ。知性的で、博(はく)識(しき)で、紳士なおじいさま。とっても優しかった。でも、無気力だった。指をくわえて見ていることしかしなかった、できなかったおじいさま』

			「その博(はく)識(しき)で知性的な祖父は、なぜそこまで無気力に？」

			『私のおじいさまはね、亜人の子が、好きだったのよ』

			　亜人が好き。異世界から来たコテツにしてみればいまひとつ理解しにくい部分があるが、しかしこの世界において、人とは差別の対象。

			　つまり、その恋愛は、王族が行うには許されるはずのないものだ。

			『まあ、ただね。おじいさまの好きだった彼女は病魔に冒(おか)されて、もう、死にそうだったわ。でも、祖父は彼女を愛していた』

			「それで、か？」

			　その彼女の死が、祖父王から気力を奪ったのか、と。

			　しかし、アマルベルガは首を横に振った。

			『いいえ。わかったうえで愛したのだから、きっと本当は乗り越えられたはずよ。でも、祖父はちゃんと終わらせることができなかった』

			　寂(さび)しげに彼女は呟(つぶや)いて、続ける。

			『死期が近いのを知って、おじいさまは結婚式を挙げることにしたの。非公式に、こぢんまりとした。そして、彼女の余生をともに過ごして、ちゃんとすべてを終えるはずだったの』

			　はずだった、ということはそうはならなかったということ。

			『式の前日に、彼女は殺されちゃったから』

			　あえて、無感情に徹しているように、彼女は軽く言葉にした。

			　その言葉に、コテツは背筋に薄ら寒いものを覚える。

			　同じだ。祖父王とコテツ。祖父王は愛する人との日々を、コテツは、自分の戦争を、しっかりと終えることができなかった。それまですべてだったものはぷつりと途切れ、それでも日常は続いていく。胸に残った何かが燻(くすぶ)り続け、どうしようもない日々を送る。

			『たとえ非公式であっても、王族が亜人となどと、なんて言うのがいたのよね。結果、祖父はそれ以来、無気力になった』

			　アマルベルガは、きっと祖父が好きだったのだろう。その程度のことは、コテツですらわかった。その祖父がいたから、きっと彼女は亜人にも優しく接することができる。

			　その祖父がいたから、役立たずと言われたころのコテツの前でも、態度を変えることはなく。

			『それが、私がおじいさまとお父様から聞いた話よ』

			　そう、コテツが使えないと知っても、使えると知っても、アマルベルガだけは一度も態度を変えなかった。ただ、それを受け入れて、できるだけコテツの立場が悪くならないように。

			　優しいとは言えないかもしれないが、しかし、あっさりと放り捨てられる可能性すらあったなか、あの処置は寛(かん)大(だい)だったと言えるだろう。

			「そうか」

			「知りたいことは聞けた？　一体どこの誰から、そんなこと聞いたのか知らないけど』

			「旅先で少しな。それと……」

			　コテツは、最後に一つだけ、聞いておこう、と口を開いた。

			「その祖父王は、結局、失意のまま、死んだのか？」

			　ほとんど、わかりきったようなことだが、それでも問うた。

			　そう、それはコテツの末路でもあるのだ。

			　自分でもしかと把握した。コテツと、祖父王はよく似ている、と。

			　ぷっつりと途切れてしまい、何もかもなくなった日々。

			　一緒だ。見失った着地点。どこに足を下ろしていいかわからなくて、低空飛行を続ける日々。

			　もしも、祖父王にも胸に燻(くすぶ)る何かがあったのなら。同じ道を辿(たど)る、予感がした。

			『――ええ、そうよ』

			　呟(つぶや)かれた言葉は、胸にすとんと落ちるように、収まる。

			　それは、低くない可能性で起き得るコテツの末路だ。

			　胸に何かを燻(くすぶ)らせたまま、何にも馴染めず死んでいく。

			『それじゃあ、返事、待ってるから』

			　切れる通信。コテツは、少しだけ困ったような顔をした。

			　このまま死ぬのは困る。なぜかはわからないが、そう思った。

			（――ああ、困るな）

			　そうして、一つの思いが胸に去来した。

			　気付いた。気付いてしまったのだ。

			（――俺の戦争は、まだ終わっていなかったのか）

			　

			『答えは出た？　……まあ、聞くまでもないかもしれないけど』

			　あれから三日経ち、再びアマルベルガから通信が入っていた。

			　通信が入ったのは、静かな図書館。ここのところ、コテツはずっと図書館に入り浸っている。

			「……」

			　アマルベルガの問いに、コテツは返事をしなかった。どう言葉にしたものか、わからないまま少しの時間が過ぎる。

			『まだ迷ってるのかしら。こっちは別に、なんともないわよ？　両手を挙げて、降(こう)参(さん)すれば、命は助けてもらえるだろうし』

			　嘘(うそ)か真か、それはわからない――、否(いな)。心配させないだけの嘘(うそ)なのだろう。

			　王女に鉄(てつ)槌(つい)を。そんな大義を掲げるような状況で、王女が生き残れるなどという楽(らつ)観(かん)視は、コテツにはできない。そんななか、王女は少しの逡(しゆん)巡(じゆん)のあと、口を開いた。

			『なら、もう一つ言わせてもらうわ。来ないで』

			「……む」

			『私は、誰でもいいのよ。この国に安(あん)寧(ねい)をもたらせるならば、誰でもいいの』

			「君じゃなくても、か」

			『私より優れた人間がやるというのなら。彼の言うことが本当なら、私よりずっと上手く国を守れるし、政治手腕はずっと巧い』

			　覚悟の決まった瞳(ひとみ)。

			『だから、……私の国のことを少しでも想ってくれるなら……、来ないで』

			　コテツは、答えないでいる。すると、アマルベルガは、間を置いてから再び口を開く。

			『……それと、向こうから期間の延長があったわ。何を考えてるのか知らないけど二日ほど、猶(ゆう)予(よ)が延びたから。避(ひ)難(なん)に手間取ってるからかしらね。それまでに、心の準備をしておいて』

			「そうか」

			『それじゃあ、切るわ』

			「ああ」

			　切れる通信。

			　突然の通信にも、好き勝手に切ってくれる王女にも、いい加減慣れてきたころだ。

			「選択肢は二択。細かく分ければいくらでも出てくるだろうが、大別すれば結局二つだ。行くか、行かないかでしかない」

			「どちらを選ぶの？」

			　背後から、声がかかる。

			　聞こえていたのだろう。当然だ、コテツは聞こえるように呟(つぶや)いたのだから。

			　平日、日中の図書館には人はほとんどいない。静かで、ただコテツとエスクードの声だけが聞こえてくる。コテツは、座っていた椅子から立ち上がって、外に向かった。

			　突然の通信だから応対したものの、図書館であまり言葉を発するものではない。

			「このまま逃げる。のが無難だろうな」

			　戦う以外の生きる理由を求めるのならば、王女の下にいるべきではない。

			　どこか遠くで、ただのコテツとして平和な生活を送るべきだ。

			　そもそも、自ら積極的にこの世界の戦争に関わるべきではない、とコテツは考えていたのだ。

			　攻めてきたら守る、王女の命令があるなら戦う、くらいに思っていた。

			　今回の王女の命令は、来るな。しかも、そのほうが国が良くなると、彼女は踏(ふ)んだのだ。

			　行く理由が、見当たらない。

			「そう」

			　エスクードが立ち止まる。それを置き去りにコテツは歩く。

			「最後に一つだけアドバイス。生きる理由なんて、戦いながらでも見つかるものじゃない？」

			「覚えておこう」

			　しばらく行くと少し向こうに、あざみが立っていた。

			「用は、済んだんですか？」

			「ああ」

			　あざみと合流し、二人歩く。

			　そんななか、不意にコテツは口を開いた。

			「あざみ。王都に危機が迫っている」

			「はい」

			　神妙な顔で、彼女は頷いた。

			「アマルベルガには、戦うか逃げるか選べ、と言われている」

			　コテツは続ける。

			「俺には、来るなと言われてまで戦う理由がない。だから、君に訊きたい。君は、王都が墜(お)ちたら困るか？」

			　アマルベルガは、コテツが来ることを望まなかった。

			　コテツは考える。軽々しく手を出していい問題かと。コテツが行けば、コテツの力でその戦況を変えられるかもしれない。

			　だが、これまでとは違う。ある種、国の将来を決定するとも言える岐(き)路(ろ)だ。最初のときのように、勢いだけで戦っていいのか。さしたる理由もなく戦い、そして、そのあとはどうする。そのあとにコテツは責任を持てるのか。

			　気まぐれで助けて、そのあとは放り投げるのか、最後まで付き合うのか。

			　ぴたりと、どちらともなく歩みが止まる。

			「君は、俺に戦ってほしいか」

			　まるで、助けを求めるような問いだった。

			　理由がない、答えがない。だからコテツは彼女に答えを求めた。

			　彼女は、迷わず答えた。

			「あ、わりとどっちでもいいです」

			　あっけらかんと、間抜けとも言える表情で。

			「あー、あー。ん、えーと。確かに、戦ってほしいですよ？　別に王都の知り合いは嫌いじゃないですし。死なないほうがいいに決まってます」

			　彼女がコテツの前に立つ。

			「うーん、でも、私が言ったら私のために戦ってくれるんですか。それはそれでロマンティックでアリ……、ではありますけど」

			　そう言って彼女は苦笑した。

			「ご主人様が決めてください」

			　彼女と歩いてきた先には、ディステルガイストが立っていた。

			「私は、あなたのエーポスです。行き先は、あなたが決めてください。どこまでも、ついていきますよ」

			　この世界に来てからの、相(あい)棒(ぼう)。

			「きっとこれは、どんな理由でも、ご主人様が決めないといけないことですからね」

			　鉄の巨人が見下ろし、訊(き)いている。どうするか、と。

			「ご主人様は自由ですよ。逃げてもいい。戦ってもいい。何せ、今ならなんのしがらみもありません。たった一人の異(い)邦(ほう)人(じん)です」

			　彼女は、コテツの手を取った。

			「それでも、どんな選択でも私だけは一緒ですよ」

			「……自由か。そうか、俺は、自由なんだな」

			　逃げる理由も、戦う理由もない。

			（いや、戦う理由なら少しだけあるか）

			　たとえば、エリナとの約束。たとえば、短い間だがそこで暮らしたという少しの愛着。知人、友人の存在。

			「行くんですか？」

			「ああ」

			　コテツは、再び歩き出す。

			「ちぇー。ご主人様との逃避行も悪くないと思ったんですけどねー」

			　拗(す)ねたようにしながらも、器用にあざみは笑って見せた。

		

	
		
			　

			36　Battle Continue

			　

			　あれから、一週間の時間を置いて、きっちりと、フリードの率いる軍勢は攻めてきた。

			　一週間ちょうどである。避(ひ)難(なん)も済み、王都に残るのは戦闘員のみとなったときのことだった。

			「最後に言っておくわ。いくら私の騎士団だからって、死ねとは言わないわ。逃げたかったら好きになさい」

			　格(かく)納(のう)庫まで、わざわざアマルベルガは足を運んで、王女騎士団の面々へと声をかけた。

			　誰もが彼女に向かって敬礼をするなか、アルベールだけがいつものように軽口で答える。

			「俺はダンナに留守を任されてるんでね」

			「そのダンナは、もう帰ってこないかもしれないわよ？」

			「捕まってる俺の仲間が、あんたがいなくなっても無事だっつー証拠は？」

			「ないわね」

			「なら答えは変わらねぇさ」

			　そう言って、アルベールは機体へと乗り込んでいく。

			　続いて、口を開いたのはシャルロッテだ。

			「我ら騎士団一同、今更逃げるような腰抜けはいません！　この命、王女様とともに！」

			「私なんて、ただの小娘よ。今だって、あなたたちに死を強いることしかできない、無能な主だわ」

			「知っていますよ」

			　苦笑するように、シャルロッテは笑った。

			「え？」

			　予想外の返事に、少しだけ、アマルベルガは目を丸くする。

			「そんなただの少女が、父の死を機に一人で立ち上がったことを、私たちは知っています。あなたが、その勤勉さと熱意だけで、ここまで国を回してきたのを知っているからこそ、そんなあなたを守りたい。あなたが生まれてから今までをずっと見てきた、あなたの王女騎士団なのですから」

			　そこには兵士、と呼ばれる側の人間の姿はない。魔物が兵になったとしても、人間の兵士は必要だ。全員で玉(ぎよく)砕(さい)するわけにはいかない。それに、犠牲は、少ないほうがいいだろう。

			「では、行って参ります」

			「できれば、死なないで。生き残ることを、最優先して」

			　その言葉に、一同が再び敬礼を返す。

			　整然と、彼らは機体へと向かっていった。その顔に、迷いも恐怖もない。

			　その彼らに恥じないように、と彼女は背筋を伸ばして格(かく)納(のう)庫をあとにした。

			　そして、向かうのは城内管制室。

			　その部屋の椅子の一つに座り、一人、彼女は機材を起動した。

			「それでは、これより指揮を開始するわ。みんな避(ひ)難(なん)させてしまったから、私が管制を行うわ。よろしく」

			『いやはや、姫様に直接管制してもらえるなんて嬉(うれ)しいねぇ』

			　騎士団の一人が、笑いながら返答を返す。

			『違いない』

			　また、別の騎士がそれに同意した。

			「……もう」

			　困ったように、アマルベルガは表情を変える。

			　それが可(お)笑(か)しかったのか、通信機から、また笑い声が漏(も)れた。

			『王女様のテレ顔だ。レアだぜレア』

			『保存した』

			『あとで寄越せ』

			『お前ら、何をやっている……！』

			　結局、彼らはシャルロッテが嗜(たしな)めるまで笑っていた。

			「ほら、早く行って。じゃないと、命令違反で鞭(むち)打ちの刑に処すわよ？」

			『わお、姫様自らやってくれるなら、ご褒(ほう)美(び)だぜ！』

			「本当に、いい加減にして」

			『了解。各員配置につきます』

			　さすがにベテランたちだ。切り替えは素早い。レーダー上に映る光点が動き出す。

			『俺、騎士団の奴らと気が合うかもしんねぇわ』

			「程々にして」

			　アルベールからの通信に、短く返し、彼女はレーダー全域を見張る。

			　取り囲むようにある敵の光点の一部が、真正面から王都に侵入しようとしている。

			　どうやらフリードは、できるだけ物を壊さぬ腹(はら)積(づ)もりらしい。

			　王都を囲む壁を壊さず、門から入ってくる気のようだ。

			「予測どおり、相手は門から侵入してくるわ。一度に来る数はそう多くない。迎(げい)撃(げき)して」

			『チームアルファ、配置につきました』

			『チームブラボー、同じく配置につきました』

			『チャーリー、同じく……、敵影発見、迎(げい)撃(げき)します』

			　配置は、各チーム十人ずつ。

			　正門と北門と南門。この三つの門の壁の上に、彼らは待機しており、魔物たちが接近次第、上から魔術を撃ちかける構え。

			『チームブラボー、接敵！　数二十！　一気に攻めてきました!!』

			「南門が本命……？　とにかく迎(げい)撃(げき)して」

			『こちらチャーリー、一匹撃破、こちらの損(そん)傷(しよう)はなし。続けます』

			『こちらアルファ、敵二十。門に食いつかれました。全力で引き剥がします！』

			　現状は、こちらが有利だが、それは敵が城に入る前までだけだ。

			　壁を破壊する気がないため、門が破られる瞬間までは、上から一方的に攻撃を仕掛けることができる。魔物には、遠距離攻撃のできるものは少ないのだから。

			「随(ずい)分(ぶん)犠牲が出るはずだけど……、魔物だからかまわない、ということ。パフォーマンスね。舐められたものだわ」

			　フリードは、この魔物を操る技術で何ができるのか、見せつけにきている。

			　余計な部分を壊さず作戦行動を取れることや、いくら死んでも元手がかかっておらずコストパフォーマンスに優れ、無茶な使い方もできるということ。

			『チームブラボー！　押さえ切れません！　門、突破されます!!』

			「壁から離れて！　クラリッサ!!」

			『了解!!』

			　チームブラボーの守る、南門。そこを、設置されたカメラが映し出す。

			　まさに突破した魔物を、クラリッサのシュティールフランメが大剣で切り払う瞬間だった。

			『次っ!!』

			　クラリッサが、更なる敵へと切り込んで行く。

			　それを囮(おとり)に、部隊の他の人間は魔術を組み上げ、侵入しようとする魔物たちに放っていった。

			　魔術を五回。これが一体の魔物を倒すために必要な、魔術の回数。

			　無論魔術によって変わるし、当たりどころも関係する。だが、このような大量の魔物が押し寄せてくる状態で、冷静に特定の部位を狙(ねら)うことなどできるだろうか。

			　とにかく、敵に向かって放つのが精一杯だ。

			『こっちも来た！　撃つぜ!!』

			　そんな真似ができるとすれば、アルベール、クラリッサ、シャルロッテくらい。

			　正門に配置されたアルベールが、門の突破と同時に、銃撃を仕掛ける。

			　スナイパーライフルによる狙(そ)撃(げき)。弾丸が、狼型の巨大な魔物の眼球を突き抜け、後頭部から吐(は)き出される。

			『来ました。全員抜(ばつ)剣(けん)！　一丸となって迎え撃つ！』

			　北門のシャルロッテが剣を抜き、それに続く数機とともに押し寄せる敵を、怒(ど)涛(とう)のラッシュで押し返す。

			『散開！　放て!!』

			　そう思えば、一息に各機飛び散り、そこへ魔術が殺到する。

			『このまま繰り返すぞ！　続け!!』

			「第二波接近。正門二十、南門十五、北門十三よ！」

			　王女騎士団というベテランたちと、突出した隊長格。彼らのおかげで、三十三という機数でぎりぎり持ちこたえられている。だが、倒す数より追加される数のほうが多い。

			「無理しないで、後退しながら迎(げい)撃(げき)して！」

			　こうなっては、いかにこの面(めん)子(つ)であれ、突破されるのは仕方がない。

			『っ……！　一匹逃した!!　アルベール、撃ってください!!』

			『アイアイサー!!　よっと!!　命中確認、敵沈黙!!』

			　クラリッサが叫び、それに答えたアルベールが、一匹飛び出してきた熊のような魔物を撃ち抜いた。

			「どうやら、突破したあとは、私に向かって来るみたいね」

			　呟(つぶや)いた瞬間、通信が入る。相手は、フリード。

			　彼は、通信機の向こうで、笑いながら戦況を見守っているのだろうか。

			『奮戦……、いたしますな』

			「おかげさまでね」

			　予想に反し、フリードの表情は真面目そのもので。

			『これで、私は国を守れますかな』

			「守れるでしょうね。反則よ、これ」

			　代わりに、アマルベルガが笑った。

			「わざわざ、見せ付けてくれて。これで、安心して死ねるって言えばいいの？」

			『……申し訳ありません』

			「謝らないで。それでもやるんだから、変わらないわ」

			『そうですか……』

			「それで、なんの用？」

			『あなたに、最後のお別れを』

			「それは気が早いんじゃなくて？　まだ、シャルロッテもクラリッサもアルベールも、頑張っているわ」

			『……いえ、おしまいですよ』

			「そう？」

			『最後のデモンストレーションです』

			　呟(つぶや)きは、途中から聞こえなかった。

			　背後から――、轟(ごう)音(おん)が聞こえてきたからだ。

			　立っていられないほどの揺れ、何かが崩れる音。

			　地面に手を付きながらも、アマルベルガは懸(けん)命(めい)に後ろを振り向き――、絶句した。

			『こういう命令も、可能なのですよ』

			　背後にいたのは、巨鳥だ。

			　鷲(わし)を巨大化したような、猛(もう)禽(きん)類。鋭い瞳(ひとみ)。妙だとは思っていた。意図的に隠せるとはいえ、どうしてここに至るまで、これだけの魔物を発見できなかったのかと。

			　まさに、空(くう)挺(てい)作戦。

			　陸路であればどこかに門が、壁がある。その、壁がある安心感で生まれる隙(すき)。

			　そこを彼らは悠々と飛び越え、魔物を運び入れることができたわけだ。

			　これは監視カメラの配備を考えなければならない。費用と維(い)持(じ)費がかかる。頭が痛い。

			　そこまで考えて、もう関係のない話だと気がつく。

			「――すごいわね」

			　笑いが漏(も)れ出た。それ以外に何も出なかった。

			　最後のデモンストレーション、それは。背後から、それも空からの奇(き)襲(しゆう)――。

			　どうやらフリードは、人的被害も、限界まで抑えるつもりらしい。

			　アマルベルガを討ち取れば、それでこの戦いは終わるだろう。

			　騎士団を出し抜き、王女を討ち取る。十分な、デモンストレーションだ。

			　死を前に、アマルベルガは通信を行うことにした。

			　それぐらいの余命があることを期待して。

			　相手は、コテツに決まっている。アマルベルガは、コテツに嘘(うそ)を詫(わ)びなければならない。

			「コテツ、聞こえる……？」

			　開戦の延長。その嘘(うそ)。彼に二日延びると伝えておいたのは、真っ赤な嘘(うそ)だった。

			　彼が、迷っているようだったから。彼は、祖父と同じように、少しだけ優しいから。

			『なんだ』

			　いつもの声。彼の声に上も下もない。それで、なんだか安心した。

			「実は、あなたに一つ嘘(うそ)を吐(つ)いたの」

			　巨鳥が仕掛けてこないのは、フリードの慈(じ)悲(ひ)だろう。

			　おかげで、しっかりとコテツに伝えることができる。

			「戦争はもう終わり。私が死んで、終わるわ」

			　手遅れと知れば、コテツももう迷うことはないだろう。

			　そして、手遅れになったのに、万が一こちらに来てしまっては困るから、ここで種明かし。

			『既に始まっている、か』

			「そう。もう遅いわ。だから、早く……、あれ……？」

			　不意に、アマルベルガは頬(ほほ)を伝うものに気が付いた。涙が、溢(あふ)れていた。
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			『……手遅れだな』

			　エトランジェ。呼び出す前から、呼び出した瞬間まで。アマルベルガはその名に踊らされていた。少女のように、夢見ていたのだ。エトランジェ。それは、隣を歩いてくれる物語の騎士のような存在だと。

			　父とともにあり、国を立て直した男のように、味方になって、守ってくれて、ともに戦ってくれる男だと思っていた。

			　しかし、実際は。やってきたのは、どうしようもないほどただの人間だった。どこか疲れた空気のある、そんな男。そこに、アマルベルガは大好きだった祖父の影を見た。

			「そう、手遅れね……。だから、早く国外に行きなさい。あなたなら、引く手数多でしょう？」

			　そうしてからは、どうにかして彼を奮い立たせてみたいと思った。祖父とは違う結末を見たいと思ったのだ。それが、自分にはできると思っていた。自分は、祖父のときのような子供じゃなくなった、と。

			　結果はこうだ。情けない。情けなくて、悔(くや)しくて涙が出る。自分なりに頑張ったつもりだった。だが、自分なりでは認めてもらえないのだ。

			『いや、手遅れだと言ったんだ』

			　帰ってくるのはいつもの冷たい、鋼のような声。

			「どういうこと……？」

			　それは、いつものように――。

			　こう言った。

			『悪いが』

			　瞬間、突然巨鳥の首が跳ねた。

			『もう来ているぞ――』

			　その背後から現れたのは、見覚えのあるモノクローム。白黒の機体――。

			「……どう、して……」

			　当然のように、それはそこに立っていた。

			『理由はあるようでない。一つ言えることがあるとすれば』

			　アマルベルガはただ、それを眩(まぶ)しそうに見上げていた――。

			『俺はまだ、エースだ』

			　

			「君は来るなと言った」

			　アマルベルガは、コテツに来るなと言い、死ぬことを覚悟していた。

			　だから、コテツは来るべきではなかった。

			　なぜなら、異世界人であるコテツが、蚊(か)帳(や)の外からエゴで国の未来を左右して良いわけがない。

			　努めて、エトランジェであるべきだった。

			　国の、王女の命令を聞き届け、それ以上をすることはなく、それだけであるべきだった。

			「だが、もうこれは俺の戦争だ。まだ心の整理が済んでいないのに、ここがなくなるのは困る」

			　しかし、コテツは中断していた戦争を、再び始めることに決めたのだ。

			　まだ、コテツの戦争は終わっていなかった。まだ、平和となった街並みを、コテツは見ていない。だから、終われなかった。

			　それが、胸の燻(くすぶ)りの正体なのだろう。手が届きかけたところで取り上げられた。

			　そんな中途半端なところにまた、戦争が転がっている。

			　飢(う)えた獣(けもの)の前に餌(えさ)を置いたようなものだ、とコテツは思う。

			「ここからは、俺の戦争だ」

			　馬鹿馬鹿しい、と彼は笑った。

			　――世界が変わったごときで何をうろたえていたのか。

			　戦場が目の前に転がっている。

			　エースならば、目の前に戦場があれば嬉(き)々(き)として参戦し、好き放題に食い荒らす。

			「ならば、俺が潰(つぶ)し、俺が斬(き)り、俺が裂く。そして、俺が殺す戦争だ」

			　自分の戦争とは一体何か。力で平和を創ること。

			　ならば、目の前に戦いがあるならば、戦わない道理がどこにあろうか。

			　エース、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は世界を超えたことで死んだ。そして、エトランジェ、コテツ・モチヅキとなったはずだった。努めてエトランジェであるべきだった。

			　だが、まだ死んでいない。胸に残った燻(くすぶ)るような炎は、エースそのもの。

			　今ここにいるのは、エース、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)だ。

			　エースだったあのときのように、コテツ・モチヅキは望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)のようにこの戦場を食い荒らす。

			　戦わずには、いられない。

			「まずは、近場の魔物から片付ける」

			「アイアイサー！　腕が鳴りますね！」

			　機体が飛(ひ)翔(しよう)し、高速で空を翔る。

			「アマルベルガ、管制を頼めるか？」

			『……機材は、ええ、生きてるけど』

			「やれるか？」

			『心配、かけたわね』

			　その言葉を、コテツは肯定と受け取った。

			「頼んだ」

			『ええ。今、北門に人がいないわ。どうやら、迎(げい)撃(げき)よりもフリードを直接狙(ねら)いにいったみたい。敵は五十。行けるの？』

			「やるとも」

			　滑(かつ)空(くう)と同時に刀を抜く。そして、魔物たちの一団とすれ違いざまに斬(き)る。

			『二体、沈黙』

			　足を突いて急回転し、更に一(いつ)閃(せん)、斬(き)る。

			『三体目、撃破』

			　次の瞬間、刀を投げると、両手にはハンドガン。

			　射撃。弾を撃ちつくすような勢いで放たれた弾丸が、目や関節を撃ち抜いていく。

			『敵、沈黙！　残り二十二！』

			「行くぞ」

			　次の瞬間、飛びかかってくる熊のような魔物に向かって膝蹴り。

			　弾き飛ばされた魔物が、別の魔物に衝突。

			　瞬間、投げ飛ばし、落ちてきていた刀を再びその手に、重なった二体を刺し貫(つらぬ)く。

			『残り二十！』

			　更に、もう片方の手にも刀を握り、敵陣へと踏(ふ)み込む。

			　群れのなかで、コテツは刃を振るった。

			　まるで暴れ狂うかのごとく、しかし、正確に急所を捉(とら)え。

			　次々と、魔物が薙(な)ぎ払われていく。

			『残り四！』

			　唐(とう)竹(ちく)割り。

			『残り三！』

			　袈(け)裟(さ)斬(ぎ)り。

			『残り二！』

			　――一刀両断。

			『一！』

			　振るった刀が、遂に弾かれる。

			　相手を見れば、巨大な亀のような生物が、甲(こう)羅(ら)を以(もつ)て、その斬(ざん)撃(げき)を弾いていた。

			「あざみ、アレを出せ」

			「アレって……、これですか、もしかして！」

			　手のなかに粒子が集まる。異空間から召(しよう)喚(かん)される武装。

			　粒子は像を結び、形となる。その間、数秒。

			　それをコテツは思い切り振り下ろし――。

			『……すごい。北門、制圧だわ』

			　ツルハシが亀の甲(こう)羅(ら)を貫(つらぬ)いた。

			「次行きましょう！」

			　残った死体には目もくれない。

			『南はアルベールが押さえてるし、敵も少ない。問題は正門だわ。一番進入が酷(ひど)くて、そこらじゅうに魔物がいるわ。そして、大本命もね』

			　コテツは再びの飛(ひ)翔(しよう)で、すぐに正門外周へ。

			「ご主人様、チャージが完了しました、いつでも撃てますよ！」

			　その言葉に、コテツはちらりとあざみを見た。背後のパートナーは笑っている。

			「トリガー回しました。ご主人様の思い描いた通りに飛びます！　やっちゃってください!!」

			「了解した……！」

			　派手に決めろ、度(ど)肝(ぎも)を抜いてやれ、と笑うパートナーに答えて、コテツはそのトリガーを。

			　引いた。瞬間、機械音声が響(ひび)く。

			『FullCharge Burst !!』

			　まばゆい光が、周囲一体を包み込んだ。それは、凄(すさ)まじい数のレーザー。

			「こちとら光魔術の専門家ですから」

			　数十数百の光の束(たば)が、コテツの思い描いた通りに、放物線を描いて好き勝手に飛(ひ)翔(しよう)する――！

			『正門付近の魔物、全滅を確認。でたらめね、もう』

		

	
		
			　

			37　くべられた火

			　

			　コテツが、アマルベルガのもとに現れる少し前。

			　アマルベルガからの通信が途切れ、シャルロッテは不安とともに、ぎろりと正門付近を睨(にら)み付けた。

			「あれが……」

			　目に入ったのは黒塗りの巨大な機体だ。

			　高さは、通常のＳＨの一・五倍くらいだが、妙なほどの重(じゆう)装(そう)甲(こう)。横幅は、二倍以上。

			　あれがフリードの乗る機体だろう、とシャルロッテは判断した。

			「各員！　あれを狙(ねら)え!!　中身を殺さないように捕縛しろ!!　そうすれば、魔物を止める方法がわかるかもしれん!!」

			　途切れた通信。一刻の猶(ゆう)予(よ)もないと、シャルロッテは考えていたのだ。

			　城で、何かがあった。アマルベルガの身に何かがあったのだと。

			　だが、今から救(きゆう)援(えん)に行っても間に合わない、ならば、なんらかの方法で魔物を操るフリード、その乗機のコックピットに刃を突きつけて止めさせるしかない。

			「アルベールは正門から南門へ移動してくれ！　クラリッサは城へ数機回して私の援(えん)護(ご)を！　北門はかまうな、あれを押さえればすべて終わる!!」

			　終わるはず、それが推測であることは、誰にも告げない。今この場でもっとも上の立場にあるのがシャルロッテだ。その彼女が自信なさげでは、誰も戦えない。

			（大丈夫……、まだアマルベルガ様が死んだとは決まっていない……！　あれさえ倒せば！）

			　ゆえにこそ、不安に騒ぐ己にさえ嘘(うそ)を吐(つ)いて、シャルロッテは機体を走らせた。

			『了解！　すぐ行きます』

			『へいへい、南門に付くぜ』

			　そうして、十人の手勢を連れて、彼女は一直線に黒い機体へと向かっていく。

			　周囲も迅(じん)速(そく)にアマルベルガに続き、敵の下へと到達した。

			「かかれ！」

			　シャルロッテたちは全員で機体を取り囲み、切りかかる。

			　次の瞬間だった。眩い光がモニタを焼いた。一瞬モニタが白く染まり、次第に色を取り戻す。

			「しまった！　避(よ)けろ!!」

			　だが、その光が光学兵器だと知れたときには、既に遅い。

			『ホーミングレーザー、四十二門。この機体は私のジョーカーですからな。そう簡単にはやられはせんよ』

			『うぁ、うわあああ！』

			『機体損(そん)傷(しよう)、動きません!!』

			『団長、ジェネレータをやられました！　機体停止!!』

			　一瞬にして薙(な)ぎ払われた十一機。まさに、死(し)屍(し)累(るい)々(るい)。

			「こんな切り札までっ、備えていたのか……！」

			　シャルロッテの機体は、黒塗りの機体の足元に倒れていた。

			　機体を貫(つらぬ)いたレーザーは、足をもぎ取り、結果、彼女は地に伏(ふ)す結果となってしまった。

			「……不覚っ」

			　悔(くや)しげに呟(つぶや)いたところで、機体が直るわけもなく。

			　無情に、黒の機体が一歩前に出た。シャルロッテは、ただ、その機体を睨(にら)み付ける。

			　憎い相手だ。絶対に、倒さねばならない。

			　完全に、してやられたかたちとなる。既に、シャルロッテ自身に勝ち目はないことだろう。

			「だが……」

			　もう、一歩前へ。

			　今一歩。主君のために。主のために。

			「最後の一撃くらいはッ!!」

			　瞬間、倒れていた機体がばね仕掛けのように立ち上がった。

			　そして、剣を振りかぶると、思い切りよく、彼女はそれを振り下ろした。
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			　何かをする暇(ひま)すら与えない。

			　不意打ち、奇(き)襲(しゆう)、そして、至近距離。避(よ)けさせない、当たる。

			　――当たった。

			　が、しかし。その攻撃は、不可視の壁に、阻(はば)まれていた。

			「障、壁……」

			　想定外の反動を受けて、バランスを失った機体が再び、背後へと倒れていく。

			『自動七重結界。もう一つの切り札、というやつですな。何も通しませぬよ』

			　結界の強度は、剣を振るったシャルロッテが一番わかっている。

			　びくともしなかった。

			　本来、攻撃を受けた結界は色が現れるはずなのだ。薄緑や薄紅、もしくは無色から色が付き、攻撃の威(い)力(りよく)が高いほど色が濃くなっていき、割れる。攻撃の拒絶に起因するものなのだが、この障(しよう)壁(へき)は無色透明。つまり、この障(しよう)壁(へき)にとっては、シャルロッテの一撃は、拒絶するまでもないということ。

			「なんという強度か……！」

			　機体が轟(ごう)音(おん)を立てて再び地に伏(ふ)したその瞬間、ＳＨの走る音が地響きとしてシャルロッテに届く。

			『フリード卿(きよう)！　お覚悟を!!』

			　クラリッサの部隊が追いついたのだ。

			「気を付けろ！　こいつはホーミングレーザーと高強度の障(しよう)壁(へき)を備えている！」

			『了解です！』

			　そうして、部隊の一機が高速で駆(か)け、すれ違うように黒い機体に切りかかる。

			『……え？』

			　だが、次の瞬間にはその一機は胴と下半身を分断され、地に伏(ふ)すこととなった。

			　今度は何をしたのか。

			　否(いな)、特別なことは何もしていない。ただ、敵は剣を抜き、振るっただけだ。

			『どれ、障(しよう)壁(へき)もレーザーもなしでお相手しましょう』

			　誰も、馬鹿にして、などとは思わなかった。

			『使わないでくれるなら、付け込みなさい！　いいですね!!』

			　応、と低い声が響(ひび)き、四方から剣を振るい、機体が突っ込んでいく。

			『十二分な練度ながら、この程度では負けはせぬよ』

			　フリードの機体は遠方に魔術の火球を放ち牽(けん)制(せい)しながら、先んじて背後を振り向くと、一(いつ)閃(せん)。

			　右手の剣で一息に、背後と左方にいた機体を切り裂く。

			　そして、更にもう一方から迫る機体の突きを絶妙な体勢のずれだけで回(かい)避(ひ)し、突き返す。

			　それを抜くと同時に、今一度振り返り、前方から迫っていた敵を横薙(な)ぎに。

			　仕掛けた人員は、全滅。残るのは、クラリッサ、一人。

			　そのクラリッサは、唐(とう)突(とつ)に叫んだ。

			『行けッ！』

			　瞬間、遠巻きから見ていたクラリッサの大剣から雷が放たれる。

			　解き放たれた雷は、轟(ごう)音(おん)を立てながら、その巨体をも飲み込んだ。

			　クラリッサの、渾(こん)身(しん)の魔術。彼女に放てる最大のものだろう。先の四人の犠牲による時間稼ぎで生まれた、魔術。それは、まさに必殺の一撃となるはずだったが。

			『……あ、あ』

			　ずん、と大きく音が響(ひび)いた。

			　――無傷。

			　それどころか、雷に向かってその機体は歩んでいき――、その瞳(ひとみ)を輝(かがや)かせながら、クラリッサの眼前へと現れた。

			「クラリッサ！　逃げろ!!」

			　叫んだ瞬間、剣(けん)閃(せん)が煌(きらめ)く。

			　全力で背後に飛び退(さ)るように回(かい)避(ひ)行動を取ったクラリッサだが、足を取られた。

			『きゃあああ！』

			　両足をもぎ取られ、そのまま地に伏(ふ)す。

			『おいおい、マジかよ!!　全滅!?』

			　驚きに満ちたアルベールの声が聞こえる。シャルロッテは悔(くや)しさに歯噛みした。

			　相手の機体が凄(すご)いだけではない。その操縦技術もまた、圧倒的。

			　なぜなら、誰もまだ、フリードの手によって死んでいないから。

			　殺さぬように手加減できるほど、余裕があるということだ。

			『ま、そろそろ決着もついているころでしょう』

			「……何？」

			『城の背後に、飛行型の魔物を配置しました』

			「……な」

			　シャルロッテは絶句した。やはり、突(とつ)如(じよ)通信が途切れたのはそういうことか、と。

			『ちっくしょ、お前ら全員でアレやりに行くぞ！　勝てるかわからんが、大博打(ばくち)にでも勝たんと、状況はひっくり返らねぇらしい!!』

			『おっと。これ以上は面倒なので』

			　アルベールたちが動き始めた瞬間、フリードの周囲に魔物が集まり始める。

			　まさに、壁。こうなっては、近づけない。

			　少しずつ魔物を排除して地道にいくしかないが、そんな余裕はどこにもない。

			『おいおい……、万策尽きるかよ……。お前ら、覚悟決めろ。なんとか、団長だけでも助けに行くぞ』

			『応！』

			『俺らは死ぬかもしんねぇが……、あとのことを考えると、偉い奴が残ってるほうが、まだマシだろ』

			　アルベールの声と、部下たちの威勢のいい返事が聞こえる。

			　それを聞いていることしかできないのが、どうにも悔(くや)しかった。

			『ふむ……、なかなかどうして。素晴らしい精兵たちだ。ここまでしてまだやる気とは』

			　アルベールたちに向かって、フリードは感嘆の声を上げた。

			『しかし。どうにも、できるだけ犠牲は少なくしたい。君たち騎士団も、解体し、適材適所で働いてもらいたい』

			『そっちから仕掛けといて、随(ずい)分(ぶん)勝手なこと言うじゃねーの』

			『仕方ありますまい。これは最終テスト。想定より少々はてこずりましたが、そこまでです。予定通りテストは終わり、あとは事態を収(しゆう)拾(しゆう)するのみ』

			　確かに、まあどう転んでもこうなっただろうとはシャルロッテも思う。

			『あとは、人との連(れん)携(けい)を踏(ふ)まえて組み込まねばなりません。それに際し、有能な人材は幾らでも欲しい』

			『ケッ、魔物だけで回してろよ！』

			『そうできるほど、私は魔物を信用しきれておりませんのでな。この戦いで、実践に耐えうるとはわかりましたが』

			　フリードの言うことを実現するには、王女を殺さないわけにはいかない。

			　たとえ王女を引きずり下ろしても、旧態依然の状況を好む輩(やから)はこぞって彼女を担(かつ)ぎ上げるだろう。もう、王家の血を絶やすしかない。

			　そういう、苛(か)烈(れつ)なやり方をせざるを得ない改革なのだ。

			　そうなれば、王女騎士団は絶対に戦う。たとえアマルベルガ本人が戦うなと言おうとも、彼女を守るために。結局、結果は一つなのだ。

			　王女を守るための王女騎士団ならば、王女がいる限り、全滅するまで戦い続ける。

			『団長を殺せば、折れてくれるかね』

			　フリードは冷たく言い放った。その言葉に、嘘(うそ)はないだろう。

			　その程度の覚悟は、向こうにも、こちらにも、ある。

			　魔物が、ゆっくりと歩みを進めて、シャルロッテのもとにやってきていた。

			『くっそ！　撃て!!　届かねぇ奴は急いで向かえ!!』

			　アルベールが、次々と弾丸を放っていく。

			『ほう、いい精度だ』

			　正確に脆(もろ)い場所を狙(ねら)って放たれる弾丸は、魔物たちを地に倒していく。

			　が。なにしろ、数が多すぎた。

			　いかに速く、正確であろうと、限界はすぐに訪れる。

			　すぐ近くに、足音が聞こえた。ブランサンジュとはまた違う、黒い、巨大な猿。

			　その手には、ブロードソードが握られていた。

			「……そんな芸当も可能、か」

			　逆に、感心してしまった。死を前に、喚(わめ)く気も失せてしまっていた。

			『……それでは』

			　フリードの声が聞こえ、猿がブロードソードを振り上げる。

			　がん、と耳障りな音が大きく響(ひび)く。

			　続けて、何度も何度も。果たして、この機体の装(そう)甲(こう)はあと、どれくらい持つだろうか。

			　警報が消えない。幾度も幾度も、硬質な音が響(ひび)き渡る。

			「……もう駄目か」

			　フリードに一(いつ)矢(し)報(むく)いようとしたおかげで、残った関節部にも異常が見られた。

			　諦(あきら)め気味に、シャルロッテは目を閉じる。

			　すると、クラリッサの喚(わめ)くような、シャルロッテを呼ぶ声が聞こえてきた。

			　きっと先ほどからずっと呼んでいたのだろう。それに今まで気が付けなかったのは、余裕のなさのせい。

			「言うほど、私も冷静ではなかったようだな……」

			　そして、呟(つぶや)いて肩の力を抜いた。そのときだった。

			　モニタ越しでもわかる、まぶたごしでもわかる、光の奔(ほん)流(りゆう)が、彼女の視界を貫(つらぬ)いた――。

			「……なんだ、これは」

			　光の奔(ほん)流(りゆう)。それはまるで、先ほど、フリードが放ったホーミングレーザーのよう。

			　否(いな)、それよりも多く、力強く。次々と、魔物たちを打ち払っていく。

			『シャルロッテ、聞こえる？』

			　不意に王女の声が聞こえてきた。

			「アマルベルガ様!?　無事だったのですか!!」

			　突然の通信の回復に、シャルロッテが驚きの声を上げると、それが幻聴ではないことを示すかのように、再び声が聞こえてくる。

			『……来ちゃったからね。助(すけ)っ人(と)が』

			　モニタに映る顔は、いつもと違って、表情があった。

			　少しだけ困ったように、それでも嬉(うれ)しそうに、複雑そうに、笑っている。

			「助(すけ)っ人(と)……？」

			　見れば、レーダーに一機、反応が増えていた。味方の反応。これは。

			「――ディステルガイスト!!」

			『少し遅れたようだな』

			　響(ひび)いた声は聞き知る声。状況に似合わぬような、落ち着いた声だった。

			「……遅いぞ。コテツ」

			　空に浮かぶ白黒の機体。ディステルガイスト。

			　それは、空から地へと舞い降りると、すぐさま黒い機体へと向かっていく。

			『馬鹿な……！　いくら絶対数が少ないとはいえ、百ではきかない飛行型の魔物を配備していたはず……！　どうやってここに!!』

			　驚いたフリードの声を聞いて、シャルロッテは人知れず笑った。

			　いい気味だ。コテツ、見せつけてやってくれ、と。

			『エースにも、流儀というものがある。誰が言い出したのかも知らん不文律だが、その一つだ』

			　対するコテツは、冷たい言葉で返した。

			　まるで、当然のように、妙なことなど、何もないかのように。

			『目障りならば、薙(な)ぎ払え――。それができない者を、俺たちはエースと呼ばない』

			　刀と剣が噛(か)み合う。一歩、黒の機体の足が後ろへと下がった。

			『ぬう……!!』

			　そうして、コテツとフリードの戦闘が行われているなか、アルベールのシャルフスマラクトがシャルロッテのもとにやって来る。

			『クラリッサの嬢ちゃんと、団長、回収してくぜ』

			　残った腕に、肩を貸すようにして、アルベールはシャルロッテの機体を持ち上げた。

			　横を見れば、クラリッサも救出されている。そして、そのまま後退する。

			「……だが、コテツの援(えん)護(ご)をせねば」

			『無(む)駄(だ)無(む)駄(だ)。どうせ俺らが行ったってしゃあねぇよ』

			　シャルロッテの言葉に、有無を言わさないアルベール。

			『それによ。今ごろ思い知らされてるだろうさ』

			　そして、ある程度後退したとき、彼はコテツたちのほうへと振り向いて、喉を震わせた。

			『これが噂(うわさ)に聞こえた凄い奴(エース)だってよ――！』

		

	
		
			　　

			38　人という災害

			　

			『なぜ、来たのですか貴方(あなた)は』

			　あざみの主には、欠けたものが多すぎる。

			『なぜ、貴方(あなた)は戦うのですかな……？』

			　果たして、その言葉に主は答えられるかどうか。

			　答えられるかどうかは、不安である。

			　だが、しかしだ。この男は、ことここに至っては。戦うと決めたなら。

			「戦うことに理由がいるのか？」

			　一度も迷ったことはない。

			　あざみの主には、欠けたものが多すぎる。

			　ゆえにこそこの男は、操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握って初めて、完成する。

			（的外れに過ぎますねぇ。ご主人様が今更、それで止まるものですか）

			　逆なのだ。コテツに戦う理由を求めてはいけない。

			　戦うのが普通、デフォルトの設定であり、今までは戦わない理由があっただけ。

			　だが、今となってはそれももうない。

			　コテツを止めるならば、戦わない理由で止めるしかない。

			（くふ……、いいですよ、ご主人様。所(しよ)詮(せん)私も、戦うために造られた存在です）

			　あざみが口端を歪(ゆが)めるなか、一太刀。たった一太刀で、コテツはフリードの剣を弾き飛ばす。

			『くぅっ！』

			　苦(く)悶(もん)の声。そこに向かって返す刀でもう一太刀。

			『戦うと言うのなら、貴方(あなた)はこちらにつくべきでしょう!?』

			　黒い巨体が、その身に似合わぬ軽快さで後ろへと下がり、体勢を立て直す。

			『万の民(たみ)をより多く生かせるのは私だ。今後数百年を見れば、私のほうが安定に導く自信がある。魔物だけでこれだけのことができる……、このうえ、更に人を上手く使ったならば。強く、安定した国を作ることができる！』

			　本当に、自信を持った威(い)厳(げん)のある声。

			「そうか。そうかもしれん、そうなのだろう。だが」

			　あざみもそう思う。嘘(うそ)はないだろう、と。

			　それを実行できるだけの能力は、あるのだろうと。

			「そんなことは、どうでもいい」

			　だが、それをコテツはあっさりと切り捨てた。

			『では、見捨てると。国を、民(たみ)を』

			「国のことなど知ったことか。国も身分も人も派(は)閥(ばつ)も未来も関係ない。許されるはずだ、俺だけは」

			　異(い)邦(ほう)人(じん)だから。

			　機体に乗れば、コテツと繋(つな)がるあざみだからこそわかる。コテツは気がついている。

			「俺だけは許されるはずだ。いや、せめて俺くらいは、だ」

			　異(い)邦(ほう)人(じん)だから、という言葉のもう一つのニュアンス。

			「せめて俺くらいは、万の人間より一人の女を優先しても、いいだろう――？」

			　家族もなく、祖国もなく、今まで戦ってきた仲間もいない代わりに。

			　誰よりも孤独である代わりに、コテツ・モチヅキは誰よりも自由である。

			　迅(じん)速(そく)な踏(ふ)み込みが、そこから振るわれる斬(ざん)撃(げき)が、敵の腕を跳ね飛ばす。

			『ぐうう！　王女に、それほどまでの価値があると？　貴方(あなた)はそう言うのですかな、エトランジェ！』

			「それこそ知ったことか。俺は、アマルベルガ・ソムニウムを嫌いではない。そして、お前のことは知らない。十分だろう、理由としては」

			『それで貴方(あなた)は万の軍を敵に回せると？　どんな国からも守って見せると？』

			「それが俺の戦争ならば仕方あるまい」

			『……正気じゃない』

			「それがエースだ」

			　更なる踏(ふ)み込み。そして、斬(ざん)撃(げき)。しかして、その刃は不可視の壁に阻(はば)まれる。

			　その透明な壁は、即座に薄く赤く染まり、斬(ざん)撃(げき)を受けきった。

			「……む」

			『私は負けるわけにはいかない。ここまで来たからには――!!』

			　にわかに、敵機の背後が輝(かがや)いた。

			　それが魔法陣の出現だと見て取った瞬間、コテツは即座に地面を離れる。

			　四十二門、ホーミングレーザー。

			　四十二門とは実際に砲口があるわけではなく、機体装(そう)甲(こう)内に刻まれた陣の数となる。

			　それだけの記述を装(そう)甲(こう)に施すなどというのは、正気の沙(さ)汰(た)とは思えない。

			　魔術師、技師、そしてフリードの、執念。

			　それはまるで流星群か。しかも、機体を追うレーザーに紛れて、機体を追わない通常のレーザーも交ぜてくるために、手がかかる。ホーミングレーザーは、自分のいる場所に向かってやってくる。つまり、避(よ)け続ければ、動き続ければ当たらない。

			　ただし、それに通常のレーザーを交ぜると、途端に回(かい)避(ひ)難(なん)度(ど)は跳ね上がる。回(かい)避(ひ)行動中に、自らレーザーに当たりにいく可能性があるからだ。

			　だが、そんな光の雨を、まるで空を泳ぐかのように、コテツは避(よ)ける。

			「あざみ」

			　そのなかで、短く呼ぶ声。あざみはすぐに反応した。

			「はいはいなんでしょう！」

			「アレを君の魔術で抜くことはできないか？」

			　コテツが言うアレ。つまり敵機の障(しよう)壁(へき)、バリアだ。確かに、あのバリアは頑(がん)丈(じよう)だ。

			　計算された多重構造によって、まず最初の一枚目すらかなりの強化を受けている。

			「うーん、私の魔術でってのは、無理じゃないですかねぇ。そもそも、あの障(しよう)壁(へき)、メインは魔力耐性ですし。フルチャージなら抜けそうですけど、待ち時間的に効率は悪いかと」

			「そうか。では少々骨が折れそうだな」

			　コテツは言う。

			　その、あざみの無理という発言に、怒りも失望もなく、ただ受け止めて、興味なさげに操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握りなおす。

			　その仕草に、あざみは一(いち)抹(まつ)の寂(さび)しさを覚えた。

			　これならば、理不尽でも叱ってくれたほうがいい。舌打ちの一つもないと、まるで自分やディステルガイストに興味がないみたいで、悲しくなる。

			「あざみ」

			　微妙に沈んだ状態で呼ばれて、しかし返事はした。この程度で職務放(ほう)棄(き)などは考えられない。

			　むしろ、この人付き合いに向かない男の相(あい)棒(ぼう)を名乗るのなら、これくらいは笑って受け流すしかない。

			「なんでしょう」

			「俺にとって、コックピットはまるで牢(ろう)屋(や)だ。ここでなければ何もできない。しばらくは抜け出せそうもない」

			「そーですか……」

			　しかしやはり、ディステルガイストのなかを牢(ろう)屋(や)に例えられて、あまりいい気はしない。

			　先ほどから、何かあざみのテンションは下がっていくのだが。

			「この狭(せま)いコックピットが俺の世界だ」

			　機体を通して読み取れるコテツの思考が、なぜだか温かくて。

			「そんななか、君がいてくれて、良かったと思っている」

			「え」

			「コックピットのなか、背後に人がいるというのも……、悪くはない」

			　振り向きもせずに、コテツは言う。

			　一人で戦争をしてきた男が、背後にあざみがいることを認めてくれた。

			　コックピットのなかでしか世界を変えられない男が、一緒に世界を変えることを選んでくれた。

			「えっと、これあれですか。私これ、えんだぁあああああ、って叫ぶところですか？　叫んでいいですか？」

			「……ほどほどに頼む」

			　下がり気味だった気分など、一体どこにあったというのか。

			　今となっては嬉(うれ)しくて仕方がない。にやけた顔が、直らない。

			　相(あい)棒(ぼう)として、認められている。それが嬉(うれ)しくて、あざみは口の端を歪(ゆが)めて、喋(しやべ)った。

			「さてさてご主人様。アレは私の魔術じゃ抜けませんが」

			「ああ」

			　コテツは、まるでなんでもないことのように光の群れを避(よ)けながら、言葉を交わす。

			「アレを抜ける装備ならあるんですよ、これが」

			　そんな主が誇(ほこ)らしくて、そんな主に向かって、見てほしいと、褒(ほ)めてほしいと。

			　驚いてほしい、こんなこともできるのかと。まるで、子供のように、自分の半身を褒(ほ)めてもらいたくて。

			「私の数ある武装のなかでも、銘在り(とっておき)を見せてあげますよっ」

			　銘在り。大量にあるディステルガイストの武装のなかでも、わざわざ名前を付けられた、特別な存在。

			　絶大な威(い)力(りよく)を誇(ほこ)る、そのなかの一つ。

			　ディステルガイストの手元に、光の粒子が集まっていく。

			「召(しよう)喚(かん)に数秒要ります。耐えてください」

			「問題ない」

			　あざみは防御を考えない。すべて避(よ)けてくれると、信じた。だから召(しよう)喚(かん)の速度を速めることに集中する。次第に光は集まり、形を見せていく。

			　長い柄(え)と、巨大な塊(かたまり)。おぼろげに、それは姿を現して。

			『く……、避(よ)けてくる！　だが、少しずつ、追い詰めて――!!』

			　そこで、フリードの必死な声が聞こえてきた。

			　確かに、上手くレーザーを放ち、少しずつ、ディステルガイストは地面へと追い詰められている。それは遂に、地面に接触するかというところまできて――。

			『仕留める！』

			「甘い」

			　それでもコテツはすべて避(よ)けた。

			　この状況で、コテツは前に進み出て、すり抜けるようにすべてを回(かい)避(ひ)し、地に足をつけた。

			　滑り込むように着地したディステルガイストの脚部が地面を削(けず)り、そこに悠(ゆう)然(ぜん)と立つ。

			　フリードのほうは、レーザー使用後のチャージが始まったのだろう。光の雨が一時的に止む。

			　激しい戦いの、光の雨のなかの刹(せつ)那(な)の静(せい)寂(じやく)。

			「……ブローバックインパクト、ジャンクオーバー。召(しよう)喚(かん)完了」

			　そんな状況で、それは姿を現した。

			「これは……、ハンマーか」

			　それは、全長が機体よりも大きい、巨大な槌(つち)。

			　打撃部分は、まるで銃を模したかのようなデザイン。

			　腕には、あざみがどうこうするまでもなく、機体のステータス変化により、『BROWBACK IMPACT!』の文字が躍る――！

			「ちょうど良く、魔物の生き残りが来ましたよ！　やっちゃってください!!」

			「了解……！」

			　飛びかかってくる、巨大な狼。コテツは、迷うことなく、そのハンマーを叩き付けた。

			「インパクト！」

			　瞬間、あざみが叫ぶ。重い衝(しよう)撃(げき)が機体を揺らすと同時に、文字通り、狼は弾け飛んだ。

			　文字通り、原形を留めず、一瞬の延命も許されず。ただ、無常に無抵抗に、弾け飛ぶ。

			　銃のようだった打撃部位は、まさしく銃のように、そのスライドを後ろに動かして、薬(やつ)莢(きよう)を排出する。

			　巨大な薬(やつ)莢(きよう)が地へと落ちて音を立てるなか、スライドした銃身から排(はい)熱(ねつ)の蒸気が吹き荒れた。

			「……なるほど」

			　打撃の瞬間。それは殴っただけではない。特殊な杭を、ゼロ距離で打ち込んだ。

			　それは、巨大な魔物を、一撃で肉塊に変える威(い)力(りよく)。

			「突破能力は随(ずい)一(いち)ですよ！」

			「いい武器だ」

			　ブローバックインパクトを、手のなかで回転させ、ディステルガイストがそれを構える。

			『別の武装、ですかな』

			　そして、対面する向こうでは、チャージを終えたらしいフリードが、再び機体の背後に魔方陣を浮かび上がらせた。

			『しかし、近接武装。レーザーの前に避(よ)けることしかできない状態で、当てられますかな……！』

			　再び放たれるレーザー群。ディステルガイストの足が、また地を離れる。

			『持っている魔結晶も、残った内在魔力もすべて注ぎ込みましょう!!　これでなお、近寄ることが、避(よ)けることができると言うか!!』

			　先ほどよりも、光の奔(ほん)流(りゆう)は更に激しく。

			『砲口が焼け付くまで！　私の生が絶えるぎりぎりまで!!　私は、このイミテートでアルトを、エトランジェを超えてみせる!!』

			　その激情に呼応するかのように、イミテート、そう呼ばれた機体から発せられる光は激しさを増していく。だが。

			　しかし、彼は、一つ勘違いをしている。

			「――造作もない」

			　冷たく、声が響(ひび)く。

			　コテツは、近づけなかったのではなく、効果的な武装がないために、近づかなかっただけ。

			　今まさに、フリードはその勘違いに気がついたことだろう。

			　そして。気付いたときにはもう遅い。

			「武装のブローバック機構をロック！　人為的に暴発状態(スタンピード)を作り出します!!」

			　既に眼前。目と鼻の先。

			　まるで、まさに魔法のように。まるで、眼前に突(とつ)如(じよ)出現したかのように。当然のように、ディステルガイストはそこにいる。

			「つまり」

			「思いっきりやっちまってくださいってことです!!」

			「なるほど、簡(かん)潔(けつ)だ」

			　ディステルガイストが、その手の槌(つち)を振り下ろす。

			　重苦しい衝(しよう)撃(げき)と同時に、一瞬で赤く染まった障(しよう)壁(へき)が砕け散る。

			　銃のスライドは、ブローバックを行わず。もう一撃。砕け散る障(しよう)壁(へき)。

			　更に。もう一度。殴る。殴る、殴る――!!

			『ぐうぉおおおおおおおおっ!!』

			　次々と、突破される障(しよう)壁(へき)。

			　ブローバックとともに行われる排(はい)熱(ねつ)も行われず、ブローバックインパクトの銃身は赤く染まっていく。

			　ブローバックインパクトは、その特徴であるブローバックを行わないことで、一時的に内部の熱を高め、意図的な暴発を起こし、ノーウェイトで連射が可能になる。

			　ゆえの、怒(ど)涛(とう)の連撃。

			　対するフリードは、ただ殴られたままではいられない、このままではすべての障(しよう)壁(へき)が破られる、と残った腕で剣を振るう。

			　コテツへと迫りくる一撃。だが、彼はそれをブローバックインパクトの柄(え)尻(じり)に付いた、銃剣状のナイフで弾く。そして、最後の一枚へ。

			「まだだ！　もう一撃!!」

			『ぬおおおぁあああ!!』

			　最終障(しよう)壁(へき)、突破。

			　砕けた障(しよう)壁(へき)が、赤い粒子となって周囲を包む。

			　そんななか、ディステルガイストはその目を煌(こう)々(こう)と光らせる。

			　そして、ディステルガイストは、赤熱化したブローバックインパクトを天高く振り上げた。

			　青い空に、赤い銃身。空気を焼くような、赤い銃身からは、白い煙(けむり)が噴出し――。

			「……行くぞ」

			　その声とともに、ブローバックインパクトは振り下ろされる。

			　その巨体で空気を裂くほどに、それは加速していき。

			　一瞬は、ずっと長く引き伸ばされ。

			　それが黒い装(そう)甲(こう)に当たった瞬間、一瞬だけ、時が止まる。

			　すべての音が消えて、あらゆる色も消えて、ただ、衝(しよう)撃(げき)だけがそこにある。

			　重(じゆう)装(そう)甲(こう)、何するものぞ――。まるで、飴(あめ)細(ざい)工(く)。

			　その一撃は、なんの抵抗も許すことなく、イミテートの左半身を削ぎ落とし、その巨体を地へと叩き伏(ふ)せた。

			　スライドが、大きく後ろに下がり、更に折れ曲がるようにして、ばらばらと、空薬(やつ)莢(きよう)がすべて同時に排出。

			　同時に、後部から溜まった熱が蒸気として勢い良く噴出した。そして、通常状態に戻ったブローバックインパクトを、コテツはフリードへと突きつけた。

			『ぐ……、うう……、ああ』

			「魔物の進軍を、止めてもらおうか」

			『私の……、負けですかな』

			「これで負けていないと言い張るも自由だ」

			『……いえ、負けでしょう。ああ、さすがに、アルトは強い……。これでは、国を守りきれそうにないようだ』

			　衝(しよう)撃(げき)にやられたか、弱ったような声を、フリードは上げる。果たして、魔物とイミテートで、国外のアルトに対抗しうるのか。それは否(いな)だと突きつけられた。

			　たとえ国外においてアルトを使いこなせるものなど、片手の指の数ほどもいないとしても。

			　それは、フリードの負けだった。

			『このあと私は処(しよ)罰(ばつ)されるでしょう』

			　ただの、疲れた老人の声。すべてを込めて、負けた男の声が響(ひび)く。

			「だろうな」

			『そのあとの国を……、頼めますかな』

			「国など知らん」

			『では……、王女を』

			「それが俺の戦争ならば」

			『頼みます』

			「善(ぜん)処(しよ)しよう」

			『ありがたい……。では、止めましょうか……』

			　そう言って、モニタの向こうにいるフリードは、機体のコンソールをいじりだす。

			　コテツは、それを見て、抵抗の意思なしと判断し、ブローバックインパクトを下ろす。

			　周囲からも、ほっとしたような空気が伝わってきた。

			　絶望的だった戦いが終わる、そんな空気。

			　そんななか、数秒の時間を置き、フリードは唐(とう)突(とつ)に表情を変えた。

			『……操作、受付不能？　ハッキング……!?』

			　その顔には、焦(あせ)り。

			　不(ふ)穏(おん)な空気に、コテツが眉(まゆ)を顰(ひそ)めたのが、背後のあざみでさえわかった。

			「一体何が」

			『システムがハッキングを受けて制御不能……、配置された魔物が大挙して押し寄せてくる……!?　一体誰が!!』

			「アマルベルガ、そちらでは何か観測したか？」

			『レーダーに感あり……、これは少しまずいんじゃないかしら。数えるのも億(おつ)劫(くう)だわ。システムを信用するなら、数、二千百十四』

			「そうか、では行くぞ」

			　言い切ったコテツが、なんだか微笑(ほほえ)ましくて、あざみは苦笑してしまう。

			「迷いませんねぇ」

			「迷う理由がない」

			「そうですか。でも、多分、街に被害は出てしまいますよ。幾ら私でも二千はちょっと、倒すだけならどうにでもなるんですけど」

			「どうしようもあるまい。他に方法を俺は知らない」

			　言われて、あざみは更に苦笑を深めた。

			「そうですね。じゃあ、行きましょうか」

			　戦うまでは悩むくせに、戦い始めたら迷わない人だ、とあざみは笑いながら戦闘の準備を始めた。

			　あざみは、ディステルガイストを、自分を使われることに無上の喜びを覚える。

			　コテツは、機体を使いこなし、限界まで性能を引き出して戦うことに無上の喜びを覚える。

			　相性は、抜群だ。と、そんなときだった。

			『待つことをお勧めする』

			　瞬間、響(ひび)いた声。聞き覚えのある声だった。そして、嫌な予感。

			　これはまるで、お邪魔虫――。

			『コテツ、聞こえる？　あなたに自信があるなら、私に乗って。それが、被害なしで終える唯一の方法』

			　あざみは、コテツと同時に思わず口を開いていた。

			「エスクード……？」

			「お姉さま!?」
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			　そして、コテツがあざみの姉の名を知っていることにも驚く。

			　と、そこで、モニタに通信の相手の顔が映し出された。

			　肩まで届かないくらいのウェーブのかかった髪。そして、感情のこもらない瞳(ひとみ)は、まるで眠そうにも、半眼で睨(にら)みつけているようにも見える。

			　エスクード。愛称、ソフィア。エスクードの名は、エーポスとしての名称だ。愛称は、見た目の可(か)憐(れん)さとその名の厳(いか)つさゆえに贈られたもの。

			　そう、彼女はあざみの姉。アルト・シュタルクシルトのエーポス。

			「えっと、知り合いだったんですか？　お姉さまと」

			「街で少しな。君こそ、あれは君の姉だったのか」

			「まあ、お気付きの通りかと」

			　唐(とう)突(とつ)に、ディステルガイストの前に、白い巨体が現れる。

			　空中に生成されるように現れたそれは、地面へと降り立った。

			『乗って』

			　その、姉の言葉にコテツは一瞬の間を置いて、頷いた。

			「わかった、乗ろう」

			「う、浮気ですか！」

			「……状況を考えてくれ」

			「もう、仕方ありませんね。お姉さまー。私のご主人様を貸してあげますから、完(かん)璧(ぺき)に、どうにかしてくださいね」

			『それは、彼次第』

			「ああ、それなら大丈夫ですよ」

			　心配は、まったくない。

			　それは、絶対に杞(き)憂(ゆう)というものだと、あざみは信じている。

			「行ってらっしゃい、ご主人様。勝利報告、待ってますよ」

			「そうしていてくれ」

			　機体同士を近づけて、ハッチを開く。

			　飛び移ろうとするコテツに、あざみは笑顔でひらひらと手を振った。

			「ようこそ。私のなかへ」

			「邪魔をする」

			　操縦席は、ディステルガイストとまったく変わりはしない。

			　招かれたコテツは、手(て)馴(な)れた様子でシートへと座った。

			「機体の名前は？」

			「シュタルクシルト」

			　シュタルクシルト。その機体は、白く、大きい。

			　白と黄色を主体としたカラーリングに、真紅のマント。

			　力強い外見は、門の外で押し寄せる大群を睨(にら)み付けていた。

			「チャージ開始……」

			　エスクードが呟(つぶや)く。機体の周囲が揺らめくようにして、風を纏(まと)った。

			　少しずつ、モニタの示すパラメータが上昇していく。

			　大群もまた、少しずつ迫ってきていた。

			「俺のことが好きな妹とは、あざみのことだったのか」

			「そう」

			　敵の到達を待ち構え、エスクードとコテツは言葉を交わした。

			「今まで一度も決まったことのなかった、あの子のパートナー。気になっているのは、私だけではないはず」

			「そうか」

			　興味なさげにエスクードの前に座る男は、呟いた。

			　千を超える大軍を前に、気負うでもなく。

			「……チャージ完了。敵の判定はあなたに任せる」

			　そう、エスクードは呟(つぶや)いた。今から行うのは、範囲殲(せん)滅(めつ)の魔術。

			　都合の良いことにそれは、敵味方を識別したうえで発動することができる。

			　のだが、それはパイロットの思考で判定が下される。つまり、失敗すれば街のどこかも破壊しかねないということだが。

			「了解。いつでもいいぞ」

			「では、行く」

			　すると、シュタルクシルトの周囲に球状の壁が現れる。

			　色は、薄緑。半透明のそれは、今にも弾け飛びそうな紫(し)電(でん)を纏(まと)っていた。

			　空間を揺るがしそうなほどの、力のうねり。周囲からかき集めた、力の奔(ほん)流(りゆう)。

			「フルチャージ、バースト……！」

			　エスクードに合わせ、歌うように、機械音声が叫ぶ。

			『FullCharge Burst!!』

			　瞬間、纏(まと)っていた障(しよう)壁(へき)が、膨(ぼう)張(ちよう)を開始した。

			　機体を守るはずの壁が、圧倒的暴力と化す。

			　広がっていく障(しよう)壁(へき)は、暴風を伴いながら、魔物たちを巻き上げていく――！

			「シュタルクシルト。万能なあの子と違って、用途は、拠点防衛」

			　それは、圧倒的な暴力の盾(たて)。王都を包み込むほどに、それは膨(ぼう)張(ちよう)し。

			　その壁は、いとも簡単に、敵たちを打ち払って見せた。

			　高貴に、強く、泰(たい)然(ぜん)とシュタルクシルトは草原に立つ。

			「残りは、残党」

			　無感動に、当然のようにエスクードは呟(つぶや)き、コテツもまた、同じように口を開く。

			「武装は？」

			「そんなものはない。障(しよう)壁(へき)、つまりバリアしかない」

			「どうするべきだ？」

			「イメージして」

			　エスクードは言う。

			「イメージのままに、私はバリアを形作る」

			「了解した」

			　コテツは、あっさりと言ってくれた。

			　マントを翻(ひるがえ)しながら、ブーストを吹かし、シュタルクシルトが加速していく。

			　そして、接敵。

			「できるの？」

			　そのあまりにあっさりとした様に、エスクードは少しだけ心配してしまった。

			　エスクードと彼には信頼しきれるほどの付き合いはない。

			　だが、どうすることもできず、ただ、見守る。

			　瞬間、機体を通してイメージが伝わり、

			「つまりこういうことだろう？」

			　敵の眼前で、コテツは腕を振るった。するりと、巨猿の胴体と下半身が、ずれる――。

			「……うん」

			　驚きとともに、エスクードはそれを見ていた。

			　振るったのは、障(しよう)壁(へき)。長い板状にされた剣のような薄緑のバリア。

			「ならば、このまま行く」

			　更に振るわれる障(しよう)壁(へき)。それは魔物を切り裂き、更に、突(とつ)如(じよ)として、周囲の魔物のもとに、円(えん)錐(すい)状(じよう)になった障(しよう)壁(へき)が次々と突き刺さっていく。

			（これは……、いい、すごい。あざみが惚(ほ)れ込むのも、わかる）

			　その真紅のマントを翻(ひるがえ)し、手の薄緑の刃を振るいながら、敵の攻撃を避(よ)けつつ、突(とつ)如(じよ)出現する円(えん)錐(すい)状(じよう)の障(しよう)壁(へき)が敵を貫(つらぬ)いていく。

			「……素敵」

			　思わず呟(つぶや)いていた。

			　シュタルクシルトというアルトの操縦難易度を跳ね上げるのが、今まさに暴力として振るわれている障(しよう)壁(へき)。戦いながら、自ら敵を切り裂きながら、次々とバリアを敵に突き刺さるように出現させることなど並ではできない。

			　人には、思考の限界というものがある。並みの一般兵を乗せて、エスクードが強引に機体の性能を引き出したら、廃人を作り出してしまう。

			　そうでなければ、バリアを纏(まと)って体当たりするくらいが関の山。

			　エスクードを、シュタルクシルトを使いこなすのに必要なのは、限界の戦闘の最中でなお、今日の夕飯について想い馳(は)せられるような異常な精神構造。

			「アマルベルガ、あと何体いる？」

			『……え。っと、初撃で壊(かい)滅(めつ)、現在の反応、十二匹』

			「では、これで終わりだな」

			「後ろ」

			　エスクードは、背後からの反応をコテツに伝える。

			「問題ない」

			　次の瞬間には、出現する障(しよう)壁(へき)が飛びかかっていた熊を貫(つらぬ)いていた。

			　エスクードは理解する。この男は、なるほど、理想的だ。

			「もう終わった」

			　なんでもないことのように、取り囲むすべてに突き刺さる薄緑の板。

			　それは深緑に染まり、弾けて消える。

			　周囲を舞う緑の粒子だけが、周囲を漂(ただよ)うように、動いていた――。

			『……お疲れ様。なんだか、もう気絶していいかしらね。いろいろとありすぎて、なんだか、もう』

			「せめて、人が来てからにしてくれ」

			『とりあえず、帰ってきて。待ってるわ』

			「ああ、すぐ行く」

			　残ったのは静(せい)寂(じやく)。ひたすらに静かになった戦場を背に、コテツは機体を歩かせた。

			「あざみ」

			『はい？』

			「勝ったぞ」

			『はい！』

		

	
		
			　

			39　二つ目の古き鋼爵

			　

			　倒れてしまいたいような、喜んで飛び上がりたいような気分だった。

			「おかえりなさい、コテツ」

			　だが、喜ぶのも倒れるのも後回しだ。

			　巨体のなかから降り立った男に、アマルベルガは微笑(ほほえ)みかける。

			「ああ」

			「お疲れ様。あなたの戦争は、終わったの？」

			「さてな」

			　アマルベルガの質問に、コテツは惚(ほう)けたような答えを返した。

			　そんなコテツに、彼女はわざとらしく溜(ため)息(いき)を吐(つ)いてみせる。

			「あなたの戦争は、どうやったら終わるのかしらね」

			「俺の見える範囲すべてが静かになれば」

			　果たしてこれで静かになったのか、問われれば否(いな)。

			　ハッキングを仕掛けてきた相手。調査をしなければわからないが、フリードの下にスパイがいた可能性が高い。

			　明らかに国力の低下を狙(ねら)ってきている以上、国内外、どちらかに脅(きよう)威(い)ありと言ったところか。

			　話し合いで済むかどうかは、わからない。

			　そして、済まなければ、コテツの戦争は続くのだろう。

			「まあ、昔と違って常に戦いがあるわけではないからな。ない間は、ゆっくりと戦い以外のことでも考えさせてもらおう」

			「そう。じゃあ、そんなあなたに任務をあげる」

			　ずるい相手だ、とアマルベルガは人知れず笑った。

			　自分は既に倒れてしまいたいほど疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)しているのに、目の前の相手は涼しい顔。

			　もう少しだけ、格好つけていないといけない。

			「世界中、好きなところを見てきなさい。そして、あなたの力を見せ付けてくること」

			　後半は、飾り。その勇名が轟(とどろ)くに越したことはないが。

			「ふふっ、手段は問わないわ。戦闘でも農業でも、採(さい)掘(くつ)でも、お好きになさい？」

			「了解、謹(つつし)んで受けよう」

			　思うままに動けばいいと、アマルベルガは思う。

			　目の前にいる男は、物語に出てくる聖人君子のような騎士ではない。

			　ただの、不器用な男。そんな男を、応援してみようと。

			　祖父に似たこの男を、応援してみたいと思うのだ。

			「コテツ」

			「む？」

			「もう一つ命令よ」

			　ただ、少しだけ。格好付け切れそうもなく。

			「なんだ」

			「肩貸しなさい」

			　彼の肩に、有無を言わさずアマルベルガは頭を預けた。

			　いろいろと、疲(ひ)労(ろう)の限界である。意味もなく、泣き出したい。

			「いろいろあって、疲れてるの。だから、少し待って」

			　瓦(が)礫(れき)にまみれた管制室。青空の覗(のぞ)くそこで、アマルベルガはコテツの肩に額を乗せて目を瞑(つむ)った。そして、大きく息を吐(は)く。

			　果たして、コテツはどんな顔をしているのだろうか。いつものように無表情なのだろう。

			　そう思うと少し笑えてきて、彼女は笑いながら頭を離した。

			　まだ、あと少しは頑張れるだろう。

			「ありがと」

			「ああ。では、俺はイクールに戻る」

			「そう、じゃあ、また今度」

			　そう言って彼は背を向け、歩き出した。

			　入れ違うように、ソフィア・エスクードがこちらへとやって来る。

			「珍しく、困り顔」

			「……そうか？」

			　コテツとすれ違いながら言葉を交わし、今度はソフィアがアマルベルガの前へと立った。

			「久しぶり」

			「あなた、イクールに行ってたのね。姿が見えないと思ったら」

			「仕方がない。姉妹(しまい)たちの誰かに主ができるだけで話題になるのに、今まで一度も主を持たなかったあの子に主ができたとなれば。多くの姉妹(しまい)は、彼に興味を持っている」

			「そう、どうだった？」

			「アレは、いい。凄(すご)くいい」

			「あなたもそういう側なのね」

			　ＳＨの操縦など、ぎりぎり動かせる程度でしかないアマルベルガとしては、彼女らのことはよくわからない。

			　だが、やはり彼女にも、評判はいいらしい。もう疑いようもない、彼の腕は、確かだ。

			　たった一枚しかないと思っていた手札は、何よりも凄(すさ)まじい切り札(エース)だった。

			（最近、誤算だらけね……。予測するのが、馬鹿らしくなるわ）

			　考えて、彼女は心中で笑った。

			「それで、あなたも相(あい)棒(ぼう)に立候補するの？」

			　彼女は首を傾(かし)げ少しの間考え込む。

			「……たまに、動かしてほしい」

			「やっぱり、機体を死(し)蔵(ぞう)することになるのは、あなたたちにとっては……」

			　突(とつ)如(じよ)として働くな、遊び呆けろと言われれば、アマルベルガとて、三日で落ち着かなくなることだろう。

			　アルトを動かすために造られた彼女らであれば、それは苦痛ですらあると推測できる。

			「それは、寂(さび)しいこと」

			「別に、いいわよ。相(あい)棒(ぼう)に立候補しても」

			　だが、控えめに言うソフィアへと、きっぱりとアマルベルガは言い切った。

			「……え」

			「確かに、一人の男に貴重なアルトが二つあっても同時に動かせない以上、戦力的に意味はない。けれどね、どうせアルト乗りなんて何人も出てこないから、お好きになさい」

			　彼へ向く、人の流れをできるだけ、堰(せき)き止めたくないとアマルベルガは思う。

			「いいの？」

			　首を傾(かし)げて問うソフィアに、アマルベルガは笑って答えた。

			「いいんじゃないかしら？　二人のエーポスに認められた男、っていうのも、ネームバリューとしては悪くないんじゃない？」

			「……うん」

			　頷いた彼女はふらりとまた、その場から出て行った。

			　果たして彼女が今後、どうコテツに関わるかはわからない。それはすべて、彼女任せだ。

			（いい出会いだといいわね……）

			　そうして一人残されて、アマルベルガは管制室の機材を起動した。

			『何か、御用ですかな』

			「意外と元気そうね」

			『そう見えますか？』

			　そう言って、モニタに映ったフリードは、苦笑していた。

			　彼は今ごろ機体ごと移動させられていることだろう。捕縛した敵のコックピットを開くのは、基本的に準備の整った格(かく)納(のう)庫内でのこととなる。現場で無用心に開くと、出てきた相手が魔術を待機させており、それの直撃を食らうなどという恐れがあるせいだ。

			　こうして見るフリードに、抵抗の意思はまったく感じられない状況ではあるのだが。

			『お手数をおかけしますな。コックピットの外で待っていられるほどの体力があれば良かったのですが。……今となっては、疲れてしまった』

			「それは、現場の兵士に言ってちょうだい。それで、あなたの処(しよ)遇(ぐう)だけど」

			　そして、単刀直入にアマルベルガは本題を切り出した。

			『処刑方法の相談ですかな？　希望としては、ギロチンで済ませてほしいものです。通常の斬(ざん)首(しゆ)は、老(ろう)骨(こつ)には堪(こた)えますゆえ』

			　返ってきたのはフリードの苦りきった笑み。

			　こめかみに感じる頭痛を堪(こら)え、アマルベルガは更なる言葉を発する。

			「私は処刑したくないのよ」

			　素直に、欲しいと思う。

			　政治手腕はもちろん、彼の思考は、アマルベルガと似通ったところに到達している。

			　そういう味方が欲しい。手札が少なすぎる。なりふりかまっては、いられない。

			『……正気ですかな』

			「あなたにはギロチンの慈(じ)悲(ひ)は与えてあげない」

			『しかし、私のした事実はどうしようもないかと』

			「知ってる？　誰もあなたがしたことを知らないのよ」

			　偶然、と言うべきか、念を入れて正解だったと言うべきか。

			『……なんと？』

			「私はね、未(み)曾(ぞ)有(う)の数の魔物による被害の可能性在りと、避(ひ)難(なん)を指示したのよ？　貴族連中は、真っ先に逃げ出したし、あなたのクーデターを知るのは、私の子飼いの騎士団くらい」

			　この状況を予想していたわけではない。実際は逆だ。

			　フリードに負け、政権が移ったときのことを考え、できる限りスムーズに政権が移るように情報を伏(ふ)せた。戦闘後、いかようにも情報を改(かい)竄(ざん)統(とう)制(せい)できるように。

			『もう一度訊きますが……、正気ですかな？』

			　アマルベルガは簡(かん)潔(けつ)に答えた。

			「うるさいわね。殺すわよ」

			　酔(すい)狂(きよう)な博打(ばくち)ということは自分でもわかっているのだ。それでもしないと逆転できないから、しなければならない。

			「なんなら、私は降りるからあなたが善(ぜん)政(せい)を敷きなさい」

			『……ご冗談を』

			　アマルベルガの言葉に、困ったようにフリードは笑う。

			『あんな生き物、顎(あご)で使う勇気、ありませぬよ』

			「そう、なら黙って従って。従わせるのは勝者の権利、従うのは敗者の義務だわ」

			『……覚悟しておきましょう』

			　その言葉を切って、是(ぜ)非(ひ)もなくアマルベルガは通信を切った。

			「……困るわね」

			　そして、彼女は管制室を出て歩き出す。

			　案件は少なくない。たとえば今後のフリードの処(しよ)遇(ぐう)。このまま殺すのはもったいないと思って、とりあえず生かす方向に持っていってしまったが、考えなければならない。

			　次に、ハッキングした相手の調査。国内の貴族の仕業か、それとも外国の仕業か。どちらにせよ、敵意があることだけは間違いない。

			　更に、その魔物を操るというシステムも調査の対象内だ。機体は端末、本体は彼の領地だろう。必要ならば、破壊しなければいけない。

			　最後に、戦後処理だ。いかにフリードが被害を抑えようとしたとて、壊れた門や機体、一部家屋、そして、魔物の死(し)骸(がい)についてもどうにかしなければならないだろう。

			「頭が痛いわ……」

			　だが、何はともあれとりあえず――。

			　部屋に戻ったアマルベルガは、そのままベッドへと倒れ込んだのだった。

			　

			「あなたは、一体！　何考えてるですかーっ!!」

			「何、と言われてもだな」

			　数日かけて戻ったイクールの街、その屋敷で、コテツはエリナに怒られていた。

			「『王都でクーデターが起きたからちょっと行ってくる』って」

			　エリナが持っているのは、あざみが代筆してくれた書置きだ。

			「なに、お昼ご飯買ってくるくらいの気軽さで、クーデターを鎮(ちん)圧(あつ)してるですか！」

			　この世界の字にはまだ慣れていないので、あざみに頼んだのだが。

			「……むう」

			　あざみが背後で苦笑するなか、コテツは微妙な顔で黙り込んだ。

			「それで、勝ったのですね？」

			「ああ」

			　頷くと、少しだけ、エリナの表情も和(やわ)らぐ。

			「さすが、お師匠さまなのです。まさかお出かけ感覚でクーデター鎮(ちん)圧(あつ)に成功するとは……」

			「あ、コテツさん、おかえりなさい」

			　そんななか、感じ入ったような呆(あき)れたようなエリナの横を通って、リーゼロッテがコテツの傍(かたわ)らに立ち、笑顔を向ける。

			「ああ。今、帰った」

			「はい。ご無事で何よりです。信じてましたけど、心配も、したんですよ？」

			「……すまない」

			「まあ、あれですねー！　ご主人様の口下手に関して補助が必要だと思うんですよ。名実ともにパートナーな私とか！」

			「手紙の代筆で補助しきれてなかった人は黙っているです」

			　しゃしゃり出たあざみに、エリナは半眼を向け、リーゼロッテは苦笑を向ける。

			　やっぱりコテツは黙り込んだ。

			「ここは、やはり弟(で)子(し)が三歩下がって控えておくべきだと思うです」

			「むうう、リーゼさん、何かこの子に言ったってくださいよぉ」

			「えと？　えーと……」

			「くう、役に立ちません、ご主人様、ここはご主人様がばりっと決めてください！」

			　あざみたちの会話に混ざらず、コテツは気配を感じて振り返る。

			　そして、その気配の主の名を呟(つぶや)いた。

			「……エスクード」

			「ええ!?　お姉さまを!?」

			　驚きとともにあざみが振り返る。するともう一段階、あざみの表情が驚きに染まり上がった。

			　その視線の先にはきっと、そのお姉さまがいたことだろう。

			「ソフィアって呼んで」

			　神出鬼没、というべきか。

			　付いてきたのか、と驚くべきか。

			　唐(とう)突(とつ)に屋敷に現れた彼女は、コテツが声をかけるなり、そんな台詞(せりふ)を返した。

			「ええええ？　お姉さまぁ？」

			「うん」

			「で、どうしたんだ、君は」

			「きっとあれですよ、私からご主人様を奪う気に違いありません」

			　警戒するように、ソフィアとコテツの間にあざみは立つ。

			「確かに、コテツは良い。素敵なパイロット。でも、別に心配するようなことはない」

			　ソフィアは言うが、あざみは懐(かい)疑(ぎ)的だ。

			「本当ですかぁ……？」

			「本当」

			「じゃあ、ご主人様のことどう思ってるか教えてくださいよ」

			　穿(うが)って問うあざみ。対するソフィアは一切表情を変えず。

			　あざみの穿(うが)ちすぎだ、とコテツが呟(つぶや)こうとした瞬間。

			　彼女は頬(ほほ)に手を当て、その顔色だけを、赤くした――。

			「ぽ」

			「お姉さまあああああ!?」

			　周囲にいたエリナなども色めきたつ。

			　そして、あざみが沸(わ)き立つなか、ソフィアはコテツへと口を開いた。

			「よろしく、マスター」

			「……ああ」

			　既に日常が戦場だ。

			　

			〈『異世界エース』③へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　壁を乗り越えて

			　

			　エミール・ディーが望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)と出会ったのは、戦場だった。

			『君と僕は、気が合いそうだ』

			　敵として相対したエミールのその言葉に、虎(こ)鉄(てつ)は眉(まゆ)一つ動かさず、言ったのだ。

			『あいにく、俺にはそうは思えんが』

			　あのときのことは、今でも鮮(せん)明(めい)に思い出せる。

			　あの日の思い出。強く刻み込まれた記憶。

			『エミール……、エミール……！』

			　そんなふうに遠くに思い馳(は)せるなか、遠くから声が聞こえた。

			　知っている声だ。知り合いだろうか。

			　少しその声に意識をやった瞬間、その声は大音声で響(ひび)いた。

			『エミール、エミール・ディー、返事をしろ！』

			　と、そこで貴公子然とした金髪の優(やさ)男(おとこ)、エミール・ディーは、自機の操縦席に座っていることを思い出した。

			「叫ばなくても聞こえているよ、グリフィス君。興味がないだけで」

			　返事をすると、眼鏡をかけた神経質そうな通信士が眉(み)間(けん)にしわを寄せた。

			『作戦行動中ですよ！　気を抜かないでください』

			「うんうん、わかってるよそんなこと。君は心配性だなァ」

			『まったく……、自分の立場が微妙だってこと、わかってますか？』

			　先ほどまで怒っていたくせに、今は心配そうにのぞき込んでくる。

			　からかって遊んでばかりだが、お人よしの彼のことは、嫌いではなかった。

			「わかっているとも、うん」

			　立場が微妙……、というのは虎(こ)鉄(てつ)の敵、つまり火星側のエースとして戦っていたエミールが、最後の最後で裏切ったせいだ。

			　その選択に後悔はない。戦争の最終局面で、火星は破れかぶれとなり、虎(こ)鉄(てつ)が最後に破壊した機体、スティグマダイバーで何もかもを破壊するつもりだった。敵味方、問わずにだ。

			　そんな、負けそうだからとチェス盤(ばん)をひっくり返すような真似はスマートではない。

			　実際、最終決戦で離(り)反(はん)したエースは少なくなかった。

			　だが、言うなれば新参、更に、裏切りによって地球側に所属したため、信頼面において立場はあまりよろしくない。寝返った他のエースたちのように、それなりに真面目にやっていればいいのだが、それはエミールの柄ではない。

			『まあ、それはともかく、作戦開始まで時間もありません。いつでも行けるよう、準備してください』

			「はいはい、わかったよ」

			　言いながら、シートへ深く背を預ける。

			（刺激がないなァ……、どうしたものか）

			　脱力するエミールの脳(のう)裏(り)に浮かぶのはそんな言葉だ。

			　世界は一定レベルで平和になった。少なくとも、惑(わく)星(せい)単位で戦争を繰り広げているよりはずっとだ。それはいいことだ。エミールもそれには賛同する。

			（だが、そこに君だけがいない。虎(こ)鉄(てつ)）

			　それが、不満でならない。

			　腕を組んで、目を瞑(つむ)る。いくらでも、虎(こ)鉄(てつ)との戦いが思い出せる。

			（僕がソードを振った瞬間、彼が腕を掴(つか)んで対応してきて、足で返し、払われて――）

			『お待たせ！　エミール、眼鏡君！』

			　そんななか、コックピットに少女の高い声が響(ひび)いた。

			　水色の髪を二つにまとめた、声の通り幼い少女だ。

			　今はパイロットスーツを着込みヘルメットをかぶっているが、そのモニター越しに見える姿でも、その幼さは感じ取れる。

			『眼鏡君、虎(こ)鉄(てつ)は？　何かわかった？』

			　やがて、赤銅色のがっしりとした体(たい)躯(く)を持つＤＦが近づいてくる。

			　ポーキュパイン。

			　水色の髪の少女――、エース、ターニャ・チェルニャフスカヤのエース機だ。

			『彼は殉(じゆん)職(しよく)されました。……捜(そう)索(さく)も、打ち切られています』

			　彼女もまた、元は火星のエースであったが、裏切ったのはエミールよりもずっと早い。

			　戦争中期に虎(こ)鉄(てつ)と戦い、敗れて以来、ずっと彼について回って戦っている。

			　彼女は、少女ゆえにか、境(きよう)遇(ぐう)ゆえにか、酷(ひど)く純粋で、拾われた虎(こ)鉄(てつ)に酷(ひど)く懐いていた。

			（まぁ、つまり彼女も僕も、彼のファンというわけだ。彼と戦いたいというのと、彼とともに戦いたいというのに、立場は分かれるけれど）

			　彼女は、まるで父か兄かのように、虎(こ)鉄(てつ)を慕(した)っている。

			　彼女もまた、エミールのように、虎(こ)鉄(てつ)がいないことへ不満がたまっているのだろう。

			『なんで？』

			『あの爆発に巻き込まれたんだ……、僕は見たからわかるけど、助かるようなものではなかったよ、ターニャちゃん……』

			『嘘(うそ)、嘘(うそ)だよ。エースが、虎(こ)鉄(てつ)がそんなので死ぬわけないもん』

			『ターニャちゃん……、現実は――』

			　その二人の会話に、エミールが割って入る。

			「まったくだね、ターニャ。そこの眼鏡君はまったくもってナンセンスだ」

			　呆(あき)れたように、演劇のような仕草で肩を竦(すく)める。

			『捜(そう)索(さく)は行いました、あの残(ざん)骸(がい)のなかを。影も形も残っていませんでしたよ……』

			「馬鹿だなァ。そりゃ、生きていれば移動もするさ」

			『うんうん、そうだよね！』

			　ターニャの無邪気な同意に対し、通信士は苦々しげに首を横に振った。

			『空間圧縮の解放……あんなものに巻き込まれて無事なはずが……』

			　虎(こ)鉄(てつ)が最後に破壊した兵器、スティグマダイバーは、空間と時間を圧縮し、解放することでエネルギーを取り出す。それが、ダメージにより機体外に解放されたわけだ。

			　コテツは、それに巻き込まれた。

			「本当に君はナンセンスだなぁ。あれだけ虎(こ)鉄(てつ)のそばにいて、エースというものがまるでわかっていないんだ」

			　呆(あき)れたようにエミールは嘆(たん)息(そく)した。

			「エースはエースにしか殺せない。そうでない奴はエースじゃない。そして彼は……、誰よりもエースだった」

			『僕にはわかりませんよ。そんなにも彼の無事を信じられるあなたたちが……』

			「僕からすれば君のほうが信じられないけどね。でも、まあ、それはさておこう。ターニャも来たならそろそろ仕事じゃないのかい？」

			　エミールがそう言うと、通信士は頭を振って、意識を切り替えたかのように硬い声を出す。

			『そうですね。では、開始します』

			『はいはーい！　行っちゃうよー！』

			「ふぅーむ、ようやくかァ。じゃあ、行こうかな」

			　

			　宇宙に浮かぶ、長方形の箱。高速戦艦、アルバトロス。エースを輸送することに特化した戦艦であり、ＤＦの格(かく)納(のう)数と引き換えに高い巡(じゆん)航(こう)速度と機動力を持つ。

			　その艦(かん)橋(きよう)のなかで、年若い通信士、グリフィス・ウェイラインはエースたちを見守っていた。

			　宇宙のとある宙域。打ち捨てられた宇宙要(よう)塞(さい)。戦時中、火星の前線基地の一つとして建造され、戦線の後退によって放(ほう)棄(き)されたものだ。半ば破壊され、要(よう)塞(さい)としてはほとんど機能していない。大量に取り付けられた砲(ほう)塔(とう)も、今では飾りでしかない。

			　だが。

			『なんの用だ』

			　誰かが住み着くにはちょうどいい場所だ。

			「こちらはアルバトロス。艦長の美(み)雪(ゆき)・レイニートだ。貴様たちはこの要(よう)塞(さい)を不法占拠している。大人しく投降すれば、裁判を受ける権利が与えられる」

			　背後の艦長席に座る黒髪を腰まで垂らした女性が、毅(き)然(ぜん)とした態度で告げる。

			　対する通信のモニター、その向こうにいるのは、面長の、目つきの鋭い男だ。日焼けした肌(はだ)に、短く刈り込んだ金髪。

			　彼は――、元傭(よう)兵(へい)の宇宙海(かい)賊(ぞく)だ。

			　戦争は、昔からビジネスの対象になる。兵器の売買と、兵力の提供だ。長く続く戦争のなか、様々な傭(よう)兵(へい)たちが登場していた。戦争の規模が極めて大きく、兵力の需要がとかく高かったのだ。兵士の増員はもちろん行っていたが、思うように増えていくわけではない。それなりの期間、訓練兵として訓練を行わなければ使い物にならない。ＤＦなどという兵器は特にだ。

			　それに加えて、前線の兵士は命を散らしていくのだ。そのなかで傭(よう)兵(へい)は、まさにピンからキリまでといった具合ではあるが、ＤＦを扱(あつか)えるくらいは当然であるし、一から教育し、高価な兵器をあてがうより経済的である。

			　だが、戦争が終わった今、需要は縮小しつつあり、部隊規模の傭(よう)兵(へい)団が問題となっていた。

			　傭(よう)兵(へい)には、特需のなか、様々なタイプが生まれた。まず、個人単位で動く傭(よう)兵(へい)。まさに一人であったり、通信士、または相(あい)棒(ぼう)とのペアくらいの規模で傭(よう)兵(へい)業を営む者たちだ。終戦後の彼らは気楽なものだった。

			　彼らは、もっとも身軽だったのだ。思い思いに、家業を継(つ)いだり、連れ添った通信士とともにパン屋を始めたり。

			　傭(よう)兵(へい)を続ける者もいた。一人で傭(よう)兵(へい)業を営む以上、それなりの手腕を持つ者も多く、動く金が少なく、ＤＦの少ない地域紛争などではその戦力が重宝されることもある。もしくはその優秀さから正式に任官した者もいた。

			　もう一つは大規模の軍事企業だ。多くの人員、ＤＦを保有し、大口の契約を交わす。兵器開発から運用までをこなす企業も存在した。

			　彼らの対応は早かった。企業という以上、そういう流れには敏感だったからだ。軍と新しい形で契約を交わす企業もあれば、警備会社に転向した企業もある。

			　変わり種では、ＤＦの戦闘を自ら競技として確立し、戦争を生き抜いた本場のパイロットで構成されたチームを保有するプロモーターとして、有名になった企業もある。無論それなりの人事もあったろうが、そこは企業だ。退職金が渡され、当座をしのぎ、別の道を探ることができる。

			　無論、そのなかにも様々な人間がいたが、もっとも問題となったのは、小隊規模の傭(よう)兵(へい)団だ。地域紛争は部隊規模のＤＦを雇(やと)い入れ、維(い)持(じ)する金を用意できないことも少なくない。

			「事情は察する。だが許されるとは限らない。この周辺で輸送船も襲っているだろう。その際に乗員も殺している。貴様らは裁きを受ける義務がある」

			『じゃあ、俺たちに生きる権利はないのか』

			「ツケが回ってきただけだろう。戦争はいつか終わる。わかっていたはずだ」

			　部隊として優秀であればそのまま正式に軍人となることもあるが、このタイプはとにかく数が多いのだ。それに、素(そ)行(こう)の良くないものが多いのもこのタイプである。企業はそれなりにマナーという物を弁(わきま)えさせるし、個人単位は絶対数が少ない。そのうえ、個人であるがゆえ下手な真似をすると戦場で孤立する。生き残りやすいのは上手く立ち回れるタイプだ。

			　小隊規模は空中分解なり、解散なりすればいいのだが、妙な仲間意識があると問題になってくる。各員が抜けるに抜けられず、食い詰める。そうすれば、輸送船を襲う宇宙海(かい)賊(ぞく)ができ上がるのだ。

			『あー……、こちらソードフィッシュ。もういいかな？』

			「もう少し待て、エミール」

			　待ちきれなさそうなエミールを、美(み)雪(ゆき)が止める。

			　本当のところを言えば、投降させる気などない作戦だった。投降、捕縛が目的なら、もっと大人数で囲んでいる。だが、エース機が二機で来た。つまりそれは――、最初から手っ取り早く潰(つぶ)す気しかないということだ。

			『散々こき使った挙(あげ)句(く)、戦争が終わればポイ。馬鹿にしやがって……、行くぞ、お前ら！』

			　遂に要(よう)塞(さい)から敵が現れる。九機のＤＦだった。黒塗りの角ばったデザイン。

			「敵機出撃！　ラプターです！」

			　グリフィスが叫ぶ。その声に応じ、艦長である美(み)雪(ゆき)は冷静に言い放った。

			「よし、もう食ってもいいぞ」

			『はーい！』

			『完全に舐めてるな……？　たった二機でやってきておいて！』

			　元気なターニャの返事と、海(かい)賊(ぞく)の苛(いら)立(だ)つ声を聞きながらグリフィスは考える。

			　敵は九機、こちらは、エース機が二機。

			（あまりにも……。――過剰戦力すぎやしないか……？）

			　思った瞬間。敵機のうち六機が撃ち抜かれていた。

			『な……、な……!?』

			　ターニャのポーキュパイン、その各所にある砲身がおのおのを狙(ねら)って撃ち抜いた。ただそれだけの話だ。

			　重武装による一対多の想定。本気のときのポーキュパインは、まさにハリネズミだ。

			『何をしたぁ!!』

			『エミールの分は残しておいたよっ！』

			　問題は、動く的に対し、一度に個別に照準を付けられる、パイロットの腕だ。

			　ターニャ・チェルニャフスカヤは外見上はただの少女だが、しかし、本気を出せば百発百中、文字どおり、同時に百の敵を撃ち抜くことができる、彼女もまた化け物(エース)なのだ。

			『別に、僕は雑(ざ)魚(こ)に興味はないんだけどなァ……。まあ、いいか』

			　エミールのソードフィッシュが徐(おもむろ)に動く。放ったのはビームソードだ。いつ投げたのかと疑うほどのタイミングで、虚を突いての投(とう)擲(てき)。

			　切り結ぶ想定のない、オイルライターを彷(ほう)彿(ふつ)とさせるコンパクトで携(けい)行(こう)性の高いそれが、ビーム刀身を放ち、敵へと迫る。

			　そのビームソードを敵がかわしたそのときには、ソードフィッシュは背後にいた。

			『かわした！』

			『だめじゃないか。一撃目を避(よ)けたくらいで安心したら』

			　一刀両断。本命のビームソードが一機を切り裂く。

			『そこォ!!』

			　その背後から、敵がアサルトライフルを放つ。

			　エミールは、それを微妙に機体をずらすだけで避(よ)けて見せた。

			『後ろに目でもついてるのかよ！　なぜ避(よ)けられる!?』

			『そりゃあ、当たると痛いじゃないか』

			　敵のいら立ちとは対照的に、エミールは間抜けな答えを返した。

			『馬鹿にしやがってぇええ！』

			　いら立ちのままに乱射される銃弾。エミールはすいすいと避(よ)けていく。

			『なんで当たらないんだ……』

			『馬鹿にしてるつもりはないんだけどなァ。避(よ)けられるから避(よ)けるんだ。避(よ)けたら当たらない、当然だろう？』

			　彼らの戦闘を眺めていると、本当に別の生き物なんじゃないかと、グリフィスは疑うときがある。

			　だが彼らは、何も特別なことはしていないと言う。そうだ。確かに彼らは、未来予知ができるわけでもなんでもないのだ。

			　ではどうして背後からの弾も、完(かん)璧(ぺき)な不意打ちだろうと避(よ)けることができるのか。本人たちに聞いても判然としない。ある者は勘(かん)と言うし、なんとなくだとか、撃たれたら避(よ)けるのは当然だとか言い出してくる。

			『はい、もう一機』

			　エミールが、無造作にビームソードを突き立てる。

			　引き抜いて、移動を始めたところで敵機が一機爆発した。

			『化け物め……！』

			　エース。彼らは基本的に、エース機のコックピットという、常人では生存できないような極めて過酷な環境に身を置き続けることによって、身体が異常発達した人間だ。研究者が言うには、その中核をなすのが、脳の異常発達だという。

			　彼らはその発達した脳により、とにかく大量の情報を無意識のうちに取り込み、それを組み立てていく。

			　見えるすべて、感じ取れるすべて。熱や風、音、敵の表情、性格、癖(くせ)、敵の心理状態、他にも様々な情報を、極めて精密に細部まで観測し、それを経験と結び付け、予知じみた勘(かん)を成す。

			　エースがここに弾が飛んでくると思えば、思ったとおりのタイミング、場所に弾が飛んでくる。そして、エースは、最初からそこに立たない。それが意識的にも無意識的にも行われている。だからこそ不意打ちにも、背後からの攻撃にも対応できる。

			　それ自体は実質、経験上そろそろ撃ってくるな、という誰でも考えることと変わりない。

			　だが、活用される情報量と、精度が桁(けた)を外れて違いすぎる。

			　で、なければ。背面からのアサルトライフルの掃(そう)射(しや)を避(よ)けながら、放たれたスプリットミサイルをひきつけて振り向きざまに切り裂くことなどできはしない。

			『くそ、くそ、俺は、俺はエースだぞ！　強いんだ!!』

			　男が叫ぶ。確かに、他の敵に比べて、彼は格段に動きがいい。機体の質も格段に違う。あれは、ラプターだがエース機だ。

			　彼の動きは、とにかく足を止めず、一定の距離を取っての射撃。完(かん)璧(ぺき)なタイミングで自らのミサイルと合わせたコンビネーション射撃も扱(あつか)ってくる。そして、一息に距離を詰め、振り下ろしたエミールのビームソードを、男は紙一重で避(よ)けていた。

			『ふぅん。避(よ)けるか』

			　その様を見て、だが、エミールは動じない。ターニャもそれを見守っているが、エミールに協力する素振りもない。

			　ただ、彼は平坦に言い放つ。

			『でも君、インスタントだろ』

			『お、前ぇえ……!!』

			　インスタント。人がエース機に乗れる確率は極めて低い。そんななか、どうにかそのハードルを下げられないか様々な研究がなされた。

			　そのうちの一つが、薬物強化、人体改造による、人間自体の耐久力の人工的強化だった。倫(りん)理(り)的に禁止されていたそれを、追い詰められた火星が解禁した。

			　結果として最終決戦のときには、インスタントエースたちの群れを相手に戦うことになったのだ。

			『付き合ってられるか！』

			　再び距離を取る敵。それをエミールが追う。

			『喰らえ！』

			　やはり、先ほどまでの敵とは違う。逃げる敵が一瞬速度を緩(ゆる)め、距離が詰まった瞬間、ほぼゼロ距離で、虚を突いてのライフル型荷電粒子砲から、ビームを放つ。

			『うーん……、二十五点。センスがない』

			　だがそれすら、ひらりと避(よ)けられる。

			『ところで君、知っているかい』

			　不意に、ぴたりとエミールが止まった。それに合わせて、敵も止まる。だが敵からはビームが飛んできた。エミールはそれを、首を逸(そ)らすだけで回(かい)避(ひ)する。

			『戦時中、数の少ないエースとエース機をどうにかしようと様々な研究が行われた。君のインスタントもそうだね』

			　諦(あきら)めず行われる射撃。それを簡単にゆらゆらと避(よ)けて、エミールはゆっくりと前進した。

			『ＡＩ、遠隔操縦、耐Ｇ装備。だが、それらが戦場を席(せつ)巻(けん)することはなかった。なぜだかわかるかい？』

			　エミールはすり抜けるように、ゆらゆらと前進を続ける。

			『――勝てなかったからさ』

			　やがてそれは、敵のエース用ラプターの目前まで到達する。

			『ひっ……』

			『僕たちに勝てなかった。本物には逆立ちしたって及ばなかった。どんなに自信満々に送り出しても無惨に破壊されて帰ってきた。だから僕たちは、今でもエースと呼ばれているのさ』

			　エースは性格に問題のある人間が多く、扱(あつか)いにくい。下手に怒って暴れ出せば非常に危険な存在だ。それでも重宝され、戦場の支配者として立っているのは、彼らに代わりがいないからだ。

			『エース機ってのは高い玩具(オモチヤ)だからね。一般兵相手になら有利に戦えても、エースに簡単にやられちゃ、採算が合わない。君だって、火星があそこまで追い込まれなければそうはなっていないだろう？』

			　そうだ。薬物強化によるエースも、本物には敵わない。だからこそ彼らは、侮(ぶ)蔑(べつ)を込めて、インスタントや粗(そ)製(せい)と呼ばれるのだ。

			『君自身もさ。せっかく改造されて、余命いくばくもない体にされて。その辺の相手なら好き放題やれるだけの力は手に入ったかもね。でも』

			　手に持ったビームソードの刀身が揺らめく。

			『こうして僕にあっさりと殺される』

			『う、うわああああああ！』

			　敵が、同じようにビームソードを抜いた。だが、刀身を出す前のその手へと、エミールがビームソードを突き立てる。小爆発を起こし、手が弾ける。諦(あきら)めず、敵はナイフを抜き放った、――瞬間には、腕は切り裂かれていた。蹴(け)りも頭突きも。行うことすら許されなかった。

			『――ほうら、割に合わない』

			　

			『さぁて、帰ろうか、眼鏡君』

			　艦(かん)橋(きよう)に。緊張感のない声が響(ひび)く。

			『うんうん！　早く地球に戻ろ！　私、明日からオフなんだ！』

			　ターニャもまた、戦場と言うには似つかわしくない声だ。

			『おや、それは奇遇だね。僕もなんだ、休暇』

			『ふうん？』

			『君は何をするのかな？』

			『虎(こ)鉄(てつ)を捜(さが)そうかなーって』

			『おや、また奇遇だね』

			　無邪気に会話する二人に、グリフィスは眉(み)間(けん)にしわを寄せて通信を送った。

			「早く格(かく)納(のう)庫に戻ってください」

			『おや。怒られてしまった。ああ、そうだ、君も一緒にどうだい、虎(こ)鉄(てつ)捜(さが)し』

			「……二人は、本当に彼が生きていると信じているんですね。僕には、理解できません」

			『それは残念』

			　それならば、もう少し残念そうな顔をしたほうがいい。思いつつも、口には出さなかった。

			『生きているに決まってるよ！』

			「捜(そう)索(さく)はしましたよ。さっきも言いましたけど。絶対にこの世にはいない』

			『じゃあ、どこか別の世界にいるんだね！』

			　ターニャの夢のある答えに、エミールは感心した。

			『ほほう、遠いどこかかァ。面白そうだね』

			「あるわけないでしょう、そんなこと」

			『ふぅむ？　でも、時空間爆発に巻き込まれた、ねぇ』

			　そう言って、エミールは何か考え込むが、すぐに気を取り直して言った。

			『まあいいや、帰投するよ』

			　

			　きっと、彼ら(エース)のことは、自分のような凡人には永遠に理解できないのだろう。

			　頭のねじが外れている。彼らにしか見えない、世界がある。理解できない、したくない、異常者の世界だ。

			　それを。グリフィスは海(かい)賊(ぞく)たちを捕縛した翌々日、再確認することとなる。

			　

			『エース二機が研究所に侵入。研究対象を暴走させ、時空間爆発を誘発。エース機二機と、エース二名は行方不明』

			　

			　そんなニュース記事が、グリフィスの手のひらサイズの長方形の板、携帯端末のトピック最上部に上がっていた。艦内の自室で、彼は一人、驚きをあらわにする。

			「まさか……！」

			　彼らには、彼らにしか理解できない世界がある――。

			　きっと、彼らはまるで買い物に出かけるような気軽さで行ったのだろう。

			　無数の警備を乗り越えて。あらゆる凡人を踏(ふ)み越えて。

			　エミールとターニャは、心の底から虎(こ)鉄(てつ)の無事を信じている。それが事実であるとわかっているかのように。

			　グリフィスにはできない。わからない。あれでなお生きていると信じることが。

			　エースには、エースにしかわからない世界がある。グリフィスにはわからない。

			　エミールとターニャはわかる。彼ら二人は虎(こ)鉄(てつ)と肩を並べることができる。

			　本当は、それが、グリフィスには。

			「あぁ……」

			　――うらやましくて、仕方がないのだ。

			　彼は、携帯端末を強く強く握りしめ、顔を歪(ゆが)めた。

			「……ああ、うらやましいなぁ……」

			　虎(こ)鉄(てつ)の無事を信じられる彼らが。諦(あきら)めない彼らが。同じ場所に立てる彼らが。

			　うらやましくて、仕方がない。
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